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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名  

（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

内科部長、消化器内科科長 忍 哲也 

内科副部長、救急・総合内科科長 守谷 能和 

内科診療部長 辻 忠男 

内科診療部長、糖尿病内科科長 村上 哲雄 

循環器内科科長 金子 史 

呼吸器内科科長 原澤 慶次 

透析科科長、病棟医長 肥田 徹 

病棟医長 山田 歩美 

技術部長 市川 篤 

医員 久志本舞衣子 

佐藤 順紀 

松村 憲浩 

吉田 和博 

総合内科専攻医 松村 憲浩 

川口診療所・所長 内山 隆久 

おおみや診療所・所長 山田 晃務 

※他科と重複している場合があります 

 

２２．．初初期期研研修修医医  

２０１８年卒 

（７名） 

遠藤 聖英、大和田 舞、 

開原 英範、福田 友樹、 

村田 俊介、山本 茂輝 

山崎 駿気 

２０１９年卒 

（８名） 

黒須 友理香、古関 匠、 

鷹尾 純、瀧井 未来、 

田中 栞、外川 加奈子 

富山 桃子、橋本 弥生 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）地域医療の最前線で、いかなる患者様にも対応できる総 

合力を持つ内科でありたいと考えて診療を行っています。 

（２）初期研修医は３つの内科病棟（Ｃ２病棟・Ｃ５病棟・Ｄ４病棟） 

のいずれかに所属して研修を開始します。内科は、初期研 

修医に基本的な診療スタイルを身につけさせる役割を担っ 

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

４４．．実実績績（（22001199年年 44月月～～22002200年年 33月月））  

（１）外来科別患者数 

 実患者数 患者のべ数 

急患内科 １３,４８８ ３２,４４６ 

循環器内科 １８３９ ８,９０４ 

消化器内科 ３,７９８ １２,３７６ 

糖尿病内科 ２,１７２ １３,２９０ 

呼吸器内科 １,２８１ ６,８３８ 

腎臓内科（透析） ４１４ ３,０６８ 

甲状腺内科 ６８７ ２,９８４ 

血液内科 ２３２ １,３３６ 

神経内科 ４６８ ２,１０８ 

救急・総合内科 １,６１２ １,７９１ 

（２）入院医療 

３病棟を総合内科病棟と位置づけています。Ｃ２病棟は消

化器内科、Ｃ５病棟は糖尿病内科・呼吸器内科、Ｄ４病棟は

循環器内科・腎臓内科（透析） の患者様が多いという特徴

があります。                     （月平均） 

 Ｃ２病棟 Ｃ５病棟 Ｄ４病棟 

病床数 ６０床 ５０床 ４６床 

ＨＣＵ４床 

新入院患者数 １３６.７人 １１２人 ２４６人 

平均在院日数 ９.２日 １１.１日 ９.９日 

病床利用率 ８３.５％ ８４.４％ ９１.６％ 

※病棟の詳細は（Ｐ１２４、Ｐ１２７、Ｐ１２９参照） 

 

５５．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（1）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

４月 ・当院の高齢者悪性リンパ腫に対する化学療法

の治療実績 

・慢性的な嘔気・嗅覚異常を呈した頭蓋咽頭腫に

伴う続発性副腎不全の 1 例 

８月 ワークショップ 「お金が払えないといわれたら、

あなたはどうする？」 

１１月 ・お元気ですか訪問&何でも相談会 

・魚骨による腸管穿孔を保存的に治療した１例 

２月 ・総胆管結石の 1 例 

 

６６．．次次年年度度にに向向けけてて  

地域住民の方々、開業医や近隣医療機関の先生方からの

期待が大きくなっていることを感じています。一人一人の力量、

内科としての総合力をあげていきたいと考えています。 

  

  

内内科科 
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                                    Ⅲ.診療科の活動状況 

  

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者） １９５傷病中上位７５％ *医科点数表K コード 

傷病 

6 桁 
傷病名 件数 年齢 

在院 

日数 

救急 

搬送 

紹介 

あり 

手術あ

り症例* 

構成

比％ 

累積 

％ 

040080 肺炎等 276 78.0  14.5  116 131 2 11% 10.9% 

110310 腎臓または尿路の感染症 156 74.4  13.0  63 65 5 6% 17.0% 

040081 誤嚥性肺炎 144 84.0  20.3  82 77 2 6% 22.7% 

010060 脳梗塞 139 75.4  28.2  69 52 2 5% 28.1% 

050130 心不全 133 79.9  14.0  67 71 1 5% 33.4% 

060340 胆管（肝内外）結石、胆管炎 126 77.0  12.1  37 56 99 5% 38.3% 

060102 穿孔または膿瘍を伴わない憩室性疾患 65 64.4  9.0  20 26 16 3% 40.9% 

060350 急性膵炎 53 61.0  11.4  17 29 25 2% 43.0% 

080010 膿皮症 49 69.5  12.6  16 21 2 2% 44.9% 

040120 慢性閉塞性肺疾患 48 79.8  16.8  26 22 1 2% 46.8% 

030400 前庭機能障害 47 70.3  4.5  37 4 1 2% 48.6% 

060130 食道、胃、十二指腸、他腸の炎症（その他良性疾患） 47 69.9  8.1  20 20 7 2% 50.5% 

060360 慢性膵炎（膵嚢胞を含む。） 39 57.2  11.8  1 33 32 2% 52.0% 

040100 喘息 38 67.1  12.1  10 16 0 1% 53.5% 

180010 敗血症 38 77.4  17.6  28 22 3 1% 55.0% 

060140 
胃十二指腸潰瘍、胃憩室症、幽門狭窄（穿孔を伴わ

ないもの） 
37 72.9  10.8  18 12 22 1% 56.5% 

060300 肝硬変（胆汁性肝硬変を含む。） 35 69.1  16.2  15 21 8 1% 57.8% 

040110 間質性肺炎 32 78.0  25.0  11 17 0 1% 59.1% 

180040 手術・処置等の合併症 31 77.1  12.0  14 24 3 1% 60.3% 

130090 貧血（その他） 30 73.9  13.4  6 18 3 1% 61.5% 

040150 肺・縦隔の感染、膿瘍形成 28 74.4  24.6  14 19 5 1% 62.6% 

110280 慢性腎炎症候群・慢性間質性腎炎・慢性腎不全 28 70.9  16.7  6 15 17 1% 63.7% 

180030 その他の感染症（真菌を除く） 25 60.7  10.2  9 9 0 1% 64.7% 

060210 ヘルニアの記載のない腸閉塞 24 74.8  8.1  7 6 4 1% 65.6% 

010040 非外傷性頭蓋内血腫 23 74.3  30.4  10 6 0 1% 66.5% 

060380 ウィルス性腸炎 22 56.6  6.1  9 4 0 1% 67.4% 

06007x 膵臓、脾臓の腫瘍 21 75.8  26.0  5 14 12 1% 68.2% 

060280 アルコール性肝障害 21 59.6  14.0  8 8 1 1% 69.0% 

100393 その他の体液・電解質・酸塩基平衡障害 21 76.0  12.3  14 10 1 1% 69.9% 

010230 てんかん 20 73.5  10.6  17 14 0 1% 70.7% 

060020 胃の悪性腫瘍 20 76.0  13.5  7 12 4 1% 71.4% 

060190 虚血性腸炎 20 65.2  7.8  4 4 0 1% 72.2% 

100380 体液量減少症 20 78.4  11.2  9 9 0 1% 73.0% 

110290 急性腎不全 20 74.2  16.5  10 8 0 1% 73.8% 

040070 インフルエンザ、ウイルス性肺炎 18 73.4  9.2  8 5 2 1% 74.5% 

040040 肺の悪性腫瘍 17 75.7  29.8  8 9 0 1% 75.2% 

060335 胆嚢水腫、胆嚢炎等 17 67.4  13.1  7 6 8 1% 75.8% 

  その他の傷病 614   248 235 65 24% 100.0% 

計 2,542 72.9  15.3  1,073 1,130 353    
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名  

（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

内科部長、消化器内科科長 忍 哲也 

内科副部長、救急・総合内科科長 守谷 能和 

内科診療部長 辻 忠男 

内科診療部長、糖尿病内科科長 村上 哲雄 

循環器内科科長 金子 史 

呼吸器内科科長 原澤 慶次 

透析科科長、病棟医長 肥田 徹 

病棟医長 山田 歩美 

技術部長 市川 篤 

医員 久志本舞衣子 

佐藤 順紀 

松村 憲浩 

吉田 和博 

総合内科専攻医 松村 憲浩 

川口診療所・所長 内山 隆久 

おおみや診療所・所長 山田 晃務 

※他科と重複している場合があります 

 

２２．．初初期期研研修修医医  

２０１８年卒 

（７名） 

遠藤 聖英、大和田 舞、 

開原 英範、福田 友樹、 

村田 俊介、山本 茂輝 

山崎 駿気 

２０１９年卒 

（８名） 

黒須 友理香、古関 匠、 

鷹尾 純、瀧井 未来、 

田中 栞、外川 加奈子 

富山 桃子、橋本 弥生 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）地域医療の最前線で、いかなる患者様にも対応できる総 

合力を持つ内科でありたいと考えて診療を行っています。 

（２）初期研修医は３つの内科病棟（Ｃ２病棟・Ｃ５病棟・Ｄ４病棟） 

のいずれかに所属して研修を開始します。内科は、初期研 

修医に基本的な診療スタイルを身につけさせる役割を担っ 

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

４４．．実実績績（（22001199年年 44月月～～22002200年年 33月月））  

（１）外来科別患者数 

 実患者数 患者のべ数 

急患内科 １３,４８８ ３２,４４６ 

循環器内科 １８３９ ８,９０４ 

消化器内科 ３,７９８ １２,３７６ 

糖尿病内科 ２,１７２ １３,２９０ 

呼吸器内科 １,２８１ ６,８３８ 

腎臓内科（透析） ４１４ ３,０６８ 

甲状腺内科 ６８７ ２,９８４ 

血液内科 ２３２ １,３３６ 

神経内科 ４６８ ２,１０８ 

救急・総合内科 １,６１２ １,７９１ 

（２）入院医療 

３病棟を総合内科病棟と位置づけています。Ｃ２病棟は消

化器内科、Ｃ５病棟は糖尿病内科・呼吸器内科、Ｄ４病棟は

循環器内科・腎臓内科（透析） の患者様が多いという特徴

があります。                     （月平均） 

 Ｃ２病棟 Ｃ５病棟 Ｄ４病棟 

病床数 ６０床 ５０床 ４６床 

ＨＣＵ４床 

新入院患者数 １３６.７人 １１２人 ２４６人 

平均在院日数 ９.２日 １１.１日 ９.９日 

病床利用率 ８３.５％ ８４.４％ ９１.６％ 

※病棟の詳細は（Ｐ１２４、Ｐ１２７、Ｐ１２９参照） 

 

５５．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（1）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

４月 ・当院の高齢者悪性リンパ腫に対する化学療法

の治療実績 

・慢性的な嘔気・嗅覚異常を呈した頭蓋咽頭腫に

伴う続発性副腎不全の 1 例 

８月 ワークショップ 「お金が払えないといわれたら、

あなたはどうする？」 

１１月 ・お元気ですか訪問&何でも相談会 

・魚骨による腸管穿孔を保存的に治療した１例 

２月 ・総胆管結石の 1 例 

 

６６．．次次年年度度にに向向けけてて  

地域住民の方々、開業医や近隣医療機関の先生方からの

期待が大きくなっていることを感じています。一人一人の力量、

内科としての総合力をあげていきたいと考えています。 

  

  

内内科科 
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                                    Ⅲ.診療科の活動状況 

  

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者） １９５傷病中上位７５％ *医科点数表K コード 

傷病 

6 桁 
傷病名 件数 年齢 

在院 

日数 

救急 

搬送 

紹介 

あり 

手術あ

り症例* 

構成

比％ 

累積 

％ 

040080 肺炎等 276 78.0  14.5  116 131 2 11% 10.9% 

110310 腎臓または尿路の感染症 156 74.4  13.0  63 65 5 6% 17.0% 

040081 誤嚥性肺炎 144 84.0  20.3  82 77 2 6% 22.7% 

010060 脳梗塞 139 75.4  28.2  69 52 2 5% 28.1% 

050130 心不全 133 79.9  14.0  67 71 1 5% 33.4% 

060340 胆管（肝内外）結石、胆管炎 126 77.0  12.1  37 56 99 5% 38.3% 

060102 穿孔または膿瘍を伴わない憩室性疾患 65 64.4  9.0  20 26 16 3% 40.9% 

060350 急性膵炎 53 61.0  11.4  17 29 25 2% 43.0% 

080010 膿皮症 49 69.5  12.6  16 21 2 2% 44.9% 

040120 慢性閉塞性肺疾患 48 79.8  16.8  26 22 1 2% 46.8% 

030400 前庭機能障害 47 70.3  4.5  37 4 1 2% 48.6% 

060130 食道、胃、十二指腸、他腸の炎症（その他良性疾患） 47 69.9  8.1  20 20 7 2% 50.5% 

060360 慢性膵炎（膵嚢胞を含む。） 39 57.2  11.8  1 33 32 2% 52.0% 

040100 喘息 38 67.1  12.1  10 16 0 1% 53.5% 

180010 敗血症 38 77.4  17.6  28 22 3 1% 55.0% 

060140 
胃十二指腸潰瘍、胃憩室症、幽門狭窄（穿孔を伴わ

ないもの） 
37 72.9  10.8  18 12 22 1% 56.5% 

060300 肝硬変（胆汁性肝硬変を含む。） 35 69.1  16.2  15 21 8 1% 57.8% 

040110 間質性肺炎 32 78.0  25.0  11 17 0 1% 59.1% 

180040 手術・処置等の合併症 31 77.1  12.0  14 24 3 1% 60.3% 

130090 貧血（その他） 30 73.9  13.4  6 18 3 1% 61.5% 

040150 肺・縦隔の感染、膿瘍形成 28 74.4  24.6  14 19 5 1% 62.6% 

110280 慢性腎炎症候群・慢性間質性腎炎・慢性腎不全 28 70.9  16.7  6 15 17 1% 63.7% 

180030 その他の感染症（真菌を除く） 25 60.7  10.2  9 9 0 1% 64.7% 

060210 ヘルニアの記載のない腸閉塞 24 74.8  8.1  7 6 4 1% 65.6% 

010040 非外傷性頭蓋内血腫 23 74.3  30.4  10 6 0 1% 66.5% 

060380 ウィルス性腸炎 22 56.6  6.1  9 4 0 1% 67.4% 

06007x 膵臓、脾臓の腫瘍 21 75.8  26.0  5 14 12 1% 68.2% 

060280 アルコール性肝障害 21 59.6  14.0  8 8 1 1% 69.0% 

100393 その他の体液・電解質・酸塩基平衡障害 21 76.0  12.3  14 10 1 1% 69.9% 

010230 てんかん 20 73.5  10.6  17 14 0 1% 70.7% 

060020 胃の悪性腫瘍 20 76.0  13.5  7 12 4 1% 71.4% 

060190 虚血性腸炎 20 65.2  7.8  4 4 0 1% 72.2% 

100380 体液量減少症 20 78.4  11.2  9 9 0 1% 73.0% 

110290 急性腎不全 20 74.2  16.5  10 8 0 1% 73.8% 

040070 インフルエンザ、ウイルス性肺炎 18 73.4  9.2  8 5 2 1% 74.5% 

040040 肺の悪性腫瘍 17 75.7  29.8  8 9 0 1% 75.2% 

060335 胆嚢水腫、胆嚢炎等 17 67.4  13.1  7 6 8 1% 75.8% 

  その他の傷病 614   248 235 65 24% 100.0% 

計 2,542 72.9  15.3  1,073 1,130 353    
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

副院長 福庭 勲 

科長 金子 史 

秩父生協病院・院長 山田 昌樹 

非常勤 ５名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

当院では高血圧症・虚血性心疾患（狭心症など）・不整脈・

心不全・弁膜症などを中心に循環器疾患全般にわたって診療

を行っています。 

外来では心電図検査・胸部レントゲン検査・心臓超音波検

査・ホルター心電図検査・トレッドミル運動負荷心電図検査、心

臓ＣＴ検査などを行い、心臓病の早期発見に努めています。 

狭心症などの虚血性心疾患が疑われる場合は、診断の精

度を高めるために、心臓カテーテル検査（通常２泊３日入院）

を行います。ほとんどの症例で体に負担が少ない手首からの

心臓カテーテル検査を行っています。また、入院せずに外来

で精密検査を行うことのできるように、心臓冠動脈ＣＴ検査を導

入しています。 

心臓カテーテル検査などで冠動脈の狭窄が発見された場

合は心臓カテーテル治療（経皮的冠動脈ステント留置術など）

を行っています。バルーンを用いて血管の狭窄を拡張したり、

金属でできた金網（ステント）を植え込む治療を行います。心

臓カテーテル検査や治療では、クリニカルパスを用いて、安

全な検査・治療に努めています。 

不整脈では、ペースメーカー手術も行っています。退院後

はペースメーカー外来（予約制）で定期的に術後の経過をみ

せていただいています。 

心臓病の予防も重要な分野として、医師・看護師・薬剤師・

栄養士・リハビリなどを含めて取り組んでいます。 

また、心臓病を悪化させる原因として喫煙や睡眠時無呼吸

症候群などがあり、禁煙外来や息いき外来（睡眠時無呼吸症

候群）とも連携をとって、診療を行っています。 

  

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療 

①主たる疾患：高血圧・心不全・虚血性心疾患・不整脈・弁 

膜症・心筋症・閉塞性動脈硬化症など 

②手術適応症例は心臓外科外来（非常勤）にて診療 

③ペースメーカー外来（月１回） 

 

 

（２）治療 

①経皮的冠動脈ステント留置術１１例 

・病変部位（重複含む）：ＬＡＤ５例、ＬＣＸ２例、ＲＣＡ２例、 

・ＩＳＲ病変：１例（ＬＡＯ１例） 

②下肢血管拡張術３例 

・病変部位（重複含む）：ＳＦＡ５例、ＣＴＯ病変２例 

③ペースメーカー移植術１８例 

・不整脈：完全房室ブロック９例（ＤＤＤ６例、ＶＶＩ３例）、 

高度房室ブロック３例（ＶＶＩ２例、ＤＤＤ１例） 

洞不全症候群５例（ＶＶⅠ５例） 

心房細動１例（ＶＶＩ１例） 

④ペースメーカー交換術１３例 
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

  

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）     *医科点数表 K コード  

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院 

日数 

救急 

搬送 

紹介 

あり 

手術あり

症例* 

診断 

検査 

計画的

繰り返し

入院 

その他 

の加療 

050030 
急性心筋梗塞（続発性合併症を含

む。）、再発性心筋梗塞 
4 81.3  18.8  2 1 0   4 

050050 狭心症、慢性虚血性心疾患 130 72.2  3.8  4 63 13 108  22 

050060 心筋症（拡張型心筋症を含む。） 3 76.7  5.0  0 2 0 2  1 

050070 頻脈性不整脈 10 80.3  14.9  3 6 0   10 

050080 弁膜症（連合弁膜症を含む。） 10 71.0  9.1  0 6 0 3  7 

050090 心内膜炎 3 78.7  11.3  0 2 0   3 

050130 心不全 146 79.7  14.0  67 80 1   146 

050140 高血圧性疾患 12 68.0  9.4  5 5 0 1  11 

050162 破裂性大動脈瘤 1 81.0  5.0  1 0 0   1 

050170 閉塞性動脈疾患 35 71.7  12.9  2 16 6 16  19 

050180 静脈・リンパ管疾患 9 66.6  24.1  1 2 2   9 

050190 肺塞栓症 1 87.0  21.0  0 0 0   1 

050200 循環器疾患（その他） 3 82.0  14.3  2 2 2   3 

050210 徐脈性不整脈 28 81.3  10.7  1 11 27  3 25 

050340 その他の循環器の障害 2 84.5  34.0  0 2 0   2 

  計 397 75.8  10.4  88 198 51 130 3 264 

  

■主な処置（２０１９年１月～１２月） 

診療報酬

区分番号 
行為名称 件数 

K5493 経皮的冠動脈ステント留置術 その他のもの 13 

Ｋ5972 ペースメーカー移植術 経静脈電極の場合 17 

Ｋ597-2 ペースメーカー交換術 12 

Ｋ616 四肢の血管拡張術・血栓除去術 5 

Ｋ616-4 経皮的シャント拡張術・血栓除去術 72 

 下大静脈フィルター留置術 1 

 

■検査実績 

検査名 件数 

心臓カテーテル検査（ＰＣＩ：１３件除く） 167 

心臓超音波検査（ＵＣＧ） 3,548 

ホルター心電図 944 

トレッドミル 155 

経食道エコー検査 14 

心臓ＣＴ検査 166 

体内ペーシング 29 

体外ペーシング 9 

血管内超音波検査（ＩＶＵＳ) 11 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

副院長 福庭 勲 

科長 金子 史 

秩父生協病院・院長 山田 昌樹 

非常勤 ５名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

当院では高血圧症・虚血性心疾患（狭心症など）・不整脈・

心不全・弁膜症などを中心に循環器疾患全般にわたって診療

を行っています。 

外来では心電図検査・胸部レントゲン検査・心臓超音波検

査・ホルター心電図検査・トレッドミル運動負荷心電図検査、心

臓ＣＴ検査などを行い、心臓病の早期発見に努めています。 

狭心症などの虚血性心疾患が疑われる場合は、診断の精

度を高めるために、心臓カテーテル検査（通常２泊３日入院）

を行います。ほとんどの症例で体に負担が少ない手首からの

心臓カテーテル検査を行っています。また、入院せずに外来

で精密検査を行うことのできるように、心臓冠動脈ＣＴ検査を導

入しています。 

心臓カテーテル検査などで冠動脈の狭窄が発見された場

合は心臓カテーテル治療（経皮的冠動脈ステント留置術など）

を行っています。バルーンを用いて血管の狭窄を拡張したり、

金属でできた金網（ステント）を植え込む治療を行います。心

臓カテーテル検査や治療では、クリニカルパスを用いて、安

全な検査・治療に努めています。 

不整脈では、ペースメーカー手術も行っています。退院後

はペースメーカー外来（予約制）で定期的に術後の経過をみ

せていただいています。 

心臓病の予防も重要な分野として、医師・看護師・薬剤師・

栄養士・リハビリなどを含めて取り組んでいます。 

また、心臓病を悪化させる原因として喫煙や睡眠時無呼吸

症候群などがあり、禁煙外来や息いき外来（睡眠時無呼吸症

候群）とも連携をとって、診療を行っています。 

  

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療 

①主たる疾患：高血圧・心不全・虚血性心疾患・不整脈・弁 

膜症・心筋症・閉塞性動脈硬化症など 

②手術適応症例は心臓外科外来（非常勤）にて診療 

③ペースメーカー外来（月１回） 

 

 

（２）治療 

①経皮的冠動脈ステント留置術１１例 

・病変部位（重複含む）：ＬＡＤ５例、ＬＣＸ２例、ＲＣＡ２例、 

・ＩＳＲ病変：１例（ＬＡＯ１例） 

②下肢血管拡張術３例 

・病変部位（重複含む）：ＳＦＡ５例、ＣＴＯ病変２例 

③ペースメーカー移植術１８例 

・不整脈：完全房室ブロック９例（ＤＤＤ６例、ＶＶＩ３例）、 

高度房室ブロック３例（ＶＶＩ２例、ＤＤＤ１例） 

洞不全症候群５例（ＶＶⅠ５例） 

心房細動１例（ＶＶＩ１例） 

④ペースメーカー交換術１３例 
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

  

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）     *医科点数表 K コード  

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院 

日数 

救急 

搬送 

紹介 

あり 

手術あり

症例* 

診断 

検査 

計画的

繰り返し

入院 

その他 

の加療 

050030 
急性心筋梗塞（続発性合併症を含

む。）、再発性心筋梗塞 
4 81.3  18.8  2 1 0   4 

050050 狭心症、慢性虚血性心疾患 130 72.2  3.8  4 63 13 108  22 

050060 心筋症（拡張型心筋症を含む。） 3 76.7  5.0  0 2 0 2  1 

050070 頻脈性不整脈 10 80.3  14.9  3 6 0   10 

050080 弁膜症（連合弁膜症を含む。） 10 71.0  9.1  0 6 0 3  7 

050090 心内膜炎 3 78.7  11.3  0 2 0   3 

050130 心不全 146 79.7  14.0  67 80 1   146 

050140 高血圧性疾患 12 68.0  9.4  5 5 0 1  11 

050162 破裂性大動脈瘤 1 81.0  5.0  1 0 0   1 

050170 閉塞性動脈疾患 35 71.7  12.9  2 16 6 16  19 

050180 静脈・リンパ管疾患 9 66.6  24.1  1 2 2   9 

050190 肺塞栓症 1 87.0  21.0  0 0 0   1 

050200 循環器疾患（その他） 3 82.0  14.3  2 2 2   3 

050210 徐脈性不整脈 28 81.3  10.7  1 11 27  3 25 

050340 その他の循環器の障害 2 84.5  34.0  0 2 0   2 

  計 397 75.8  10.4  88 198 51 130 3 264 

  

■主な処置（２０１９年１月～１２月） 

診療報酬

区分番号 
行為名称 件数 

K5493 経皮的冠動脈ステント留置術 その他のもの 13 

Ｋ5972 ペースメーカー移植術 経静脈電極の場合 17 

Ｋ597-2 ペースメーカー交換術 12 

Ｋ616 四肢の血管拡張術・血栓除去術 5 

Ｋ616-4 経皮的シャント拡張術・血栓除去術 72 

 下大静脈フィルター留置術 1 

 

■検査実績 

検査名 件数 

心臓カテーテル検査（ＰＣＩ：１３件除く） 167 

心臓超音波検査（ＵＣＧ） 3,548 

ホルター心電図 944 

トレッドミル 155 

経食道エコー検査 14 

心臓ＣＴ検査 166 

体内ペーシング 29 

体外ペーシング 9 

血管内超音波検査（ＩＶＵＳ) 11 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

科長 原澤 慶次 

技術部長 市川 篤 

医員 草野 賢次 

熊谷生協病院・副院長 宮岡 啓介 

非常勤 ２名 

※他科と重複している場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

地域の中核病院たるべく呼吸器科領域を幅広く診療してい

ます。一般的な肺炎診療から、非結核性抗酸菌症や排菌のな

い結核症などといった感染性疾患や、慢性閉塞性肺疾患・気

管支喘息といった気道疾患、間質性肺疾患、肺がんなどに対

する診療を外来・病棟で展開しています。外科とも連携し、肺

がん手術のみならず、気胸や膿胸などといった炎症性疾患、

胸腔鏡下肺生検なども行っています。 

また、当院呼吸器内科の特色の一つはコメディカルスタッフ

との協力です。慢性閉塞性肺疾患患者が中心ですが、リハビ

リテーション部門とも連携して外来呼吸リハビリテーションを行

っています。 

 

日本呼吸器学会認定施設 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療（２０１９年４月～２０２０年３月） 

実患者数 のべ患者数 

３,７９８人 ６,８３８人 

（２）病棟診療 

常勤医師２名で担当しています。肺炎や慢性閉塞性肺疾

患・気管支喘息などの気道疾患、間質性肺炎、肺癌などを扱

っています。 

（３）化学療法患者数 ２０人 

（４）検査・手術等 

処置検査 件数 

気管切開術 ８人 

新規在宅人工呼吸器管理 １４人 

気管支鏡検査 ８９人 

在宅酸素療法新規導入 ９４人 

胸腔穿刺 １人 

局所麻酔下胸腔鏡 ３人 

（５）呼吸器医療チーム（Ｐ１７６参照） 

 

 

 

４４．．教教育育・・研研修修・・研研究究活活動動  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

５月 肺癌を合併した抗ＯＪ抗体陽性問題 

７月 塩素系洗剤吸入による急性肝障害の１例 

１１月 胃がんによるＰＴＴＭの剖検例 

※さいたま赤十字病院の症例 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

１月 高齢者の肺炎について 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

引き続き年１回、地域住民に向けて慢性閉塞性肺疾患ある

いは気管支喘息について講習会を開催し、積極的に地域住

民の健康活動を啓蒙していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼呼吸吸器器内内科科 

--8855--

                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

  

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）     *医科点数表K コード  

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院

日数 

救急

搬送 

紹介

あり 

手術

あり症

例* 

診断

検査 

計画的

繰り返し

入院 

その他

の加療 

040040 肺の悪性腫瘍 66 73.1  13.8  9 38 1 24 15 27 

040050 胸壁腫瘍、胸膜腫瘍 6 67.0  21.7  1 0 0  2 4 

040070 インフルエンザ、ウイルス性肺炎 18 73.4  9.2  8 5 2   18 

040080 肺炎等 285 77.8  14.3  118 137 2   285 

040081 誤嚥性肺炎 144 84.0  20.3  82 77 2   144 

040090 
急性気管支炎、急性細気管支炎、下気

道感染症（その他） 
16 79.0  13.9  8 5 0   16 

040100 喘息 38 67.1  12.1  10 16 0   38 

040110 間質性肺炎 54 73.6  19.1  11 24 0 10  44 

040120 慢性閉塞性肺疾患 52 79.3  16.5  26 23 1   52 

040130 呼吸不全（その他） 5 87.8  8.8  2 3 0  1 4 

040150 肺・縦隔の感染、膿瘍形成 30 74.5  26.5  14 21 5   30 

040151 呼吸器のアスペルギルス症 4 78.3  36.0  2 1 0   4 

040160 呼吸器の結核 3 73.7  27.3  1 1 0   3 

040170 抗酸菌関連疾患（肺結核以外） 6 80.3  21.8  3 3 1 2 1 3 

040180 気管支狭窄など気管通過障害 1 65.0  11.0  1 0 0   1 

040190 胸水、胸膜の疾患（その他） 6 75.2  26.5  0 3 0   6 

040200 気胸 15 57.3  16.9  2 4 0   15 

040210 気管支拡張症 2 87.5  17.0  1 1 0   2 

04026x 肺高血圧性疾患 2 67.0  16.5  0 1 0   2 

040310 その他の呼吸器の障害 2 50.0  31.5  0 0 0   2 

計 755 77.1  16.6  299 363 14 36 19 700 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

科長 原澤 慶次 

技術部長 市川 篤 

医員 草野 賢次 

熊谷生協病院・副院長 宮岡 啓介 

非常勤 ２名 

※他科と重複している場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

地域の中核病院たるべく呼吸器科領域を幅広く診療してい

ます。一般的な肺炎診療から、非結核性抗酸菌症や排菌のな

い結核症などといった感染性疾患や、慢性閉塞性肺疾患・気

管支喘息といった気道疾患、間質性肺疾患、肺がんなどに対

する診療を外来・病棟で展開しています。外科とも連携し、肺

がん手術のみならず、気胸や膿胸などといった炎症性疾患、

胸腔鏡下肺生検なども行っています。 

また、当院呼吸器内科の特色の一つはコメディカルスタッフ

との協力です。慢性閉塞性肺疾患患者が中心ですが、リハビ

リテーション部門とも連携して外来呼吸リハビリテーションを行

っています。 

 

日本呼吸器学会認定施設 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療（２０１９年４月～２０２０年３月） 

実患者数 のべ患者数 

３,７９８人 ６,８３８人 

（２）病棟診療 

常勤医師２名で担当しています。肺炎や慢性閉塞性肺疾

患・気管支喘息などの気道疾患、間質性肺炎、肺癌などを扱

っています。 

（３）化学療法患者数 ２０人 

（４）検査・手術等 

処置検査 件数 

気管切開術 ８人 

新規在宅人工呼吸器管理 １４人 

気管支鏡検査 ８９人 

在宅酸素療法新規導入 ９４人 

胸腔穿刺 １人 

局所麻酔下胸腔鏡 ３人 

（５）呼吸器医療チーム（Ｐ１７６参照） 

 

 

 

４４．．教教育育・・研研修修・・研研究究活活動動  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

５月 肺癌を合併した抗ＯＪ抗体陽性問題 

７月 塩素系洗剤吸入による急性肝障害の１例 

１１月 胃がんによるＰＴＴＭの剖検例 

※さいたま赤十字病院の症例 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

１月 高齢者の肺炎について 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

引き続き年１回、地域住民に向けて慢性閉塞性肺疾患ある

いは気管支喘息について講習会を開催し、積極的に地域住

民の健康活動を啓蒙していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼呼吸吸器器内内科科 

--8855--

                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

  

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）     *医科点数表K コード  

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院

日数 

救急

搬送 

紹介

あり 

手術

あり症

例* 

診断

検査 

計画的

繰り返し

入院 

その他

の加療 

040040 肺の悪性腫瘍 66 73.1  13.8  9 38 1 24 15 27 

040050 胸壁腫瘍、胸膜腫瘍 6 67.0  21.7  1 0 0  2 4 

040070 インフルエンザ、ウイルス性肺炎 18 73.4  9.2  8 5 2   18 

040080 肺炎等 285 77.8  14.3  118 137 2   285 

040081 誤嚥性肺炎 144 84.0  20.3  82 77 2   144 

040090 
急性気管支炎、急性細気管支炎、下気

道感染症（その他） 
16 79.0  13.9  8 5 0   16 

040100 喘息 38 67.1  12.1  10 16 0   38 

040110 間質性肺炎 54 73.6  19.1  11 24 0 10  44 

040120 慢性閉塞性肺疾患 52 79.3  16.5  26 23 1   52 

040130 呼吸不全（その他） 5 87.8  8.8  2 3 0  1 4 

040150 肺・縦隔の感染、膿瘍形成 30 74.5  26.5  14 21 5   30 

040151 呼吸器のアスペルギルス症 4 78.3  36.0  2 1 0   4 

040160 呼吸器の結核 3 73.7  27.3  1 1 0   3 

040170 抗酸菌関連疾患（肺結核以外） 6 80.3  21.8  3 3 1 2 1 3 

040180 気管支狭窄など気管通過障害 1 65.0  11.0  1 0 0   1 

040190 胸水、胸膜の疾患（その他） 6 75.2  26.5  0 3 0   6 

040200 気胸 15 57.3  16.9  2 4 0   15 

040210 気管支拡張症 2 87.5  17.0  1 1 0   2 

04026x 肺高血圧性疾患 2 67.0  16.5  0 1 0   2 

040310 その他の呼吸器の障害 2 50.0  31.5  0 0 0   2 

計 755 77.1  16.6  299 363 14 36 19 700 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  
氏氏  名名  

（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

院長 増田 剛 

院長補佐 高石 光雄 

副院長 小野 未来代 

副院長、内科部長、消化器内科科長 忍 哲也 

内科診療部長 辻 忠男 

内科副部長、救急・総合内科科長 守谷 能和 

消化器科医長 田代 興一 

医員 大石 克巳 

孫 国東 

※他科と重複している場合があります 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）地域に密着した急性期病院の消化器内科としての役割を 

果たすべく診療に当たっています。 

（２）１次２次を中心とした救急車搬入台数は年間４,０００件に及 

び、消化管出血や黄疸・胆管炎の患者様も数多く来院され 

るため、救急医療における消化器内科医の役割は大きいで 

す。 

（３）上下部消化管内視鏡検査、内視鏡的胆膵管造影および 

関連処置、超音波内視鏡検査、治療内視鏡を行っています。 

従来の大腸ポリープに対する内視鏡的粘膜切除術（ＥＭＲ） 

に加えて上部下部早期癌に対する粘膜下層剥離術（ＥＳＤ） 

の件数も増加しています。緊急胆道ドレナージも積極的に 

行っています。膵石治療の経験豊富な辻忠男医師の指導 

の下、慢性膵炎の診療実績は日本屈指となっております。 

（４）消化器専門外来では炎症性腸疾患、慢性肝炎・肝硬変、 

肝細胞癌などの慢性期管理を行っています。Ｂ型・Ｃ型慢 

性肝炎への経口抗ウイルス治療の件数や、炎症性腸疾患 

へのバイオ製剤投与実績も増加しています。 

（５）医局が同一である強みを活かして外科と緊密に連携を取 

り、必要な場合はスムースに手術まで繋げています。 

（６）癌化学療法を受ける患者様も年々増加しており、キャン 

サーボードを行って方針を検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）検査・処置数 

検査・処置  件数 

上部消化管内視鏡検査 ８,０６６ 

上部（悪性）ＥＳＤ ４９ 

上部（良性）ＥＭＲ １ 

下部消化管内視鏡検査 ２,００５ 

下部（悪性）ＥＳＤ １１ 

下部（悪性）ＥＭＲ ２１ 

下部（良性）ＥＭＲ ５６５ 

胆道系検査・処置 ４７２ 

ＰＥＧ交換 ６８ 

ＰＴＥＧ交換 ６ 

ＰＥＧ造設 １９ 

腹部アンギオ ２ 

ＰＥＩＴ ２ 

ＴＡＥ ２２ 

ＥＩＳ ７ 

ＥＶＬ ６ 

止血術 ２９ 

食道ステント ３ 

食道拡張 ２ 

肝生検・その他の生検 ９ 

吻合部拡張術 １６ 

穿刺（膿瘍・胆嚢） ５８ 

ラジオ波焼灼 １ 

超音波内視鏡検査 ７８ 

胆道ＥＳＷＬ ５ 

膵石ＥＳＷＬ（一連） ５２２ 

 

Ｂ型肝炎（核酸アナログ治療） ４３ 

Ｃ型慢性肝炎（経口治療） ２６ 

 

（２）消化器内科医療チーム（Ｐ１７６参照） 

 

４４．．教教育育・・研研修修・・研研究究活活動動  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

２月 ・当院でのＣ型肝炎治療の変遷とＤＡＡ治療の副

作用について 

５月 ・始動した川口市胃がん内視鏡検診 ～初年度

の到達と次年度（二年目）への課題について 

１１月 ・Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ Ｄｉｓ

ｅａｓｅｓ Ｖｉａ Ｄｕｏｄｅｎａｌ Ｍｉｎｏｒ Ｐａｐｉｌｌａ-１３５ｃ

ａｓｅ 

 

消消化化器器内内科科 

--8877--

                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

２０１９年 

１月 ・肝臓のエコー 

２月 ・認知症の話 

・川口市胃がん内視鏡検診初年度を終えての問

題点（次年度への課題） 

３月 ・勉強会の中で強く印象に残った肝胆膵症例～

エコー画像診断の最新の話題～ 

・皆で楽しく学ぶエコー研究会 

５月 ・胆石から胆嚢癌・胆管癌まで－私の持っている

よりすぐりの画像－ 

１０月 ・地域医療の現状と医療を診る視点～急性期病

院の現場から 

・脂肪肝 

・膵疾患の診断はＵＳから始まる～ＵＳは膵疾患

の一番大事な診断法です～ 

２月 ・アルコール性肝障害 

 

（３）著書・論文・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

当院でのＣ型肝炎治療の変遷とＡＤＤ治療の副作用につ

いて 

妊婦に対する消化器内視鏡診療 

２年目を歩む胃がん内視鏡検診、導入から今日に至るまで 

Ｃａｎｃｅｒ ｇlａｎｄ ｒｕｐｔｕｒｅ ａｓ ａ ｐｏｔｅｎｔｉａｌ ｒｉｓｋ ｆａｃｔoｒ ｆｏ

ｒ ｌｙｍｐｈ ｎｏｄｅ ｍｅｔａｓｔａｓｉｓ in ｅａｒｌｙ colorectal aｄｅｎｏｃ

ａｒｃｉｎｏｍａ ｗｉｔｈ ｄｅｅｐ ｓｕｂｍｕｃｏｓａｌ ｉｎｖａｓｉｏｎ 

Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ Ｔｒｅａｔｍｅｎｔｓ ｏｆ Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ Ｉｎｃｏｍｐｌｅｔｅ 

Ｄｉｖｉｓｕｍ（ＰＩＤ）ｉｎ２０Ｃａｓｅｓ-Ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙ Ａｂｏｕｔ Ｏｕｒ Ｐｒ

ｒｏｃｅｄｕｒｅｓ：Ｒｅｎｄｅｚｖｏｕｓ Ｐｒｅ-Ｃｕｔ Ｍｅｔｈｏｄ ａｎｄ Ｒｅｖｅ

ｒｓｅ Ｂａｌｌｏｍ Mｅｔｈｏｄ 

Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ ｔｒｅａｔｍｅｎｔ ｏｆ ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ ｄｉｓｅａｓｅｓ ｖｉａ 

Ｄｕｏｄｅｎａｌ Ｍｉｎｏｒ Ｐａｐｉｌｌａ：１３５ ｃａｓｅs ｔｒｅａｔｅｄ ｂｙ Ｓｐ

ｈｉｎｃｔｅｒｏｔｍｙ，Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ Ｄｕｃｔ Ｂａｌｌｏｍ 

Ｄｉｌａｔｉｏｎ（ＥＰＤＢＤ）,ａｎｄ Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ Ｓｔｅｎｔｉｎｇ（ＥＰＳ） 

第 1 回人権としての社保運動交流集会開催にあたって 

（共著）「医師たちが見たキューバ医療のいま ６０年間大

切にしてきたこと～いのち～」 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  
氏氏  名名  

（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

院長 増田 剛 

院長補佐 高石 光雄 

副院長 小野 未来代 

副院長、内科部長、消化器内科科長 忍 哲也 

内科診療部長 辻 忠男 

内科副部長、救急・総合内科科長 守谷 能和 

消化器科医長 田代 興一 

医員 大石 克巳 

孫 国東 

※他科と重複している場合があります 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）地域に密着した急性期病院の消化器内科としての役割を 

果たすべく診療に当たっています。 

（２）１次２次を中心とした救急車搬入台数は年間４,０００件に及 

び、消化管出血や黄疸・胆管炎の患者様も数多く来院され 

るため、救急医療における消化器内科医の役割は大きいで 

す。 

（３）上下部消化管内視鏡検査、内視鏡的胆膵管造影および 

関連処置、超音波内視鏡検査、治療内視鏡を行っています。 

従来の大腸ポリープに対する内視鏡的粘膜切除術（ＥＭＲ） 

に加えて上部下部早期癌に対する粘膜下層剥離術（ＥＳＤ） 

の件数も増加しています。緊急胆道ドレナージも積極的に 

行っています。膵石治療の経験豊富な辻忠男医師の指導 

の下、慢性膵炎の診療実績は日本屈指となっております。 

（４）消化器専門外来では炎症性腸疾患、慢性肝炎・肝硬変、 

肝細胞癌などの慢性期管理を行っています。Ｂ型・Ｃ型慢 

性肝炎への経口抗ウイルス治療の件数や、炎症性腸疾患 

へのバイオ製剤投与実績も増加しています。 

（５）医局が同一である強みを活かして外科と緊密に連携を取 

り、必要な場合はスムースに手術まで繋げています。 

（６）癌化学療法を受ける患者様も年々増加しており、キャン 

サーボードを行って方針を検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）検査・処置数 

検査・処置  件数 

上部消化管内視鏡検査 ８,０６６ 

上部（悪性）ＥＳＤ ４９ 

上部（良性）ＥＭＲ １ 

下部消化管内視鏡検査 ２,００５ 

下部（悪性）ＥＳＤ １１ 

下部（悪性）ＥＭＲ ２１ 

下部（良性）ＥＭＲ ５６５ 

胆道系検査・処置 ４７２ 

ＰＥＧ交換 ６８ 

ＰＴＥＧ交換 ６ 

ＰＥＧ造設 １９ 

腹部アンギオ ２ 

ＰＥＩＴ ２ 

ＴＡＥ ２２ 

ＥＩＳ ７ 

ＥＶＬ ６ 

止血術 ２９ 

食道ステント ３ 

食道拡張 ２ 

肝生検・その他の生検 ９ 

吻合部拡張術 １６ 

穿刺（膿瘍・胆嚢） ５８ 

ラジオ波焼灼 １ 

超音波内視鏡検査 ７８ 

胆道ＥＳＷＬ ５ 

膵石ＥＳＷＬ（一連） ５２２ 

 

Ｂ型肝炎（核酸アナログ治療） ４３ 

Ｃ型慢性肝炎（経口治療） ２６ 

 

（２）消化器内科医療チーム（Ｐ１７６参照） 

 

４４．．教教育育・・研研修修・・研研究究活活動動  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

２月 ・当院でのＣ型肝炎治療の変遷とＤＡＡ治療の副

作用について 

５月 ・始動した川口市胃がん内視鏡検診 ～初年度

の到達と次年度（二年目）への課題について 

１１月 ・Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ Ｄｉｓ

ｅａｓｅｓ Ｖｉａ Ｄｕｏｄｅｎａｌ Ｍｉｎｏｒ Ｐａｐｉｌｌａ-１３５ｃ

ａｓｅ 
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（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

２０１９年 

１月 ・肝臓のエコー 

２月 ・認知症の話 

・川口市胃がん内視鏡検診初年度を終えての問

題点（次年度への課題） 

３月 ・勉強会の中で強く印象に残った肝胆膵症例～

エコー画像診断の最新の話題～ 

・皆で楽しく学ぶエコー研究会 

５月 ・胆石から胆嚢癌・胆管癌まで－私の持っている

よりすぐりの画像－ 

１０月 ・地域医療の現状と医療を診る視点～急性期病

院の現場から 

・脂肪肝 

・膵疾患の診断はＵＳから始まる～ＵＳは膵疾患

の一番大事な診断法です～ 

２月 ・アルコール性肝障害 

 

（３）著書・論文・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

当院でのＣ型肝炎治療の変遷とＡＤＤ治療の副作用につ

いて 

妊婦に対する消化器内視鏡診療 

２年目を歩む胃がん内視鏡検診、導入から今日に至るまで 

Ｃａｎｃｅｒ ｇlａｎｄ ｒｕｐｔｕｒｅ ａｓ ａ ｐｏｔｅｎｔｉａｌ ｒｉｓｋ ｆａｃｔoｒ ｆｏ

ｒ ｌｙｍｐｈ ｎｏｄｅ ｍｅｔａｓｔａｓｉｓ in ｅａｒｌｙ colorectal aｄｅｎｏｃ

ａｒｃｉｎｏｍａ ｗｉｔｈ ｄｅｅｐ ｓｕｂｍｕｃｏｓａｌ ｉｎｖａｓｉｏｎ 

Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ Ｔｒｅａｔｍｅｎｔｓ ｏｆ Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ Ｉｎｃｏｍｐｌｅｔｅ 

Ｄｉｖｉｓｕｍ（ＰＩＤ）ｉｎ２０Ｃａｓｅｓ-Ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙ Ａｂｏｕｔ Ｏｕｒ Ｐｒ

ｒｏｃｅｄｕｒｅｓ：Ｒｅｎｄｅｚｖｏｕｓ Ｐｒｅ-Ｃｕｔ Ｍｅｔｈｏｄ ａｎｄ Ｒｅｖｅ

ｒｓｅ Ｂａｌｌｏｍ Mｅｔｈｏｄ 

Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ ｔｒｅａｔｍｅｎｔ ｏｆ ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ ｄｉｓｅａｓｅｓ ｖｉａ 

Ｄｕｏｄｅｎａｌ Ｍｉｎｏｒ Ｐａｐｉｌｌａ：１３５ ｃａｓｅs ｔｒｅａｔｅｄ ｂｙ Ｓｐ

ｈｉｎｃｔｅｒｏｔｍｙ，Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ Ｄｕｃｔ Ｂａｌｌｏｍ 

Ｄｉｌａｔｉｏｎ（ＥＰＤＢＤ）,ａｎｄ Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ Ｓｔｅｎｔｉｎｇ（ＥＰＳ） 

第 1 回人権としての社保運動交流集会開催にあたって 

（共著）「医師たちが見たキューバ医療のいま ６０年間大

切にしてきたこと～いのち～」 
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■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）      *医科点数表 K コード 

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院 

日数 

救急

搬送 

紹介

あり 

手術 

あり 

症例* 

診断

検査 

計画的 

繰り返し 

入院 

その他

の加療 

060010 食道の悪性腫瘍（頸部を含む。） 10 67.5  11.9  0 5 3 1  9 

060020 胃の悪性腫瘍 72 74.6  8.4  7 25 44 3 8 61 

060030 小腸の悪性腫瘍、腹膜の悪性腫瘍 1 69.0  2.0  0 0 0 1   

060035 結腸(虫垂を含む。)の悪性腫瘍 32 72.2  8.8  2 14 17 1 1 30 

060040 直腸肛門（直腸Ｓ状部から肛門）の悪性腫瘍 13 64.8  4.9  1 2 6   13 

060050 肝・肝内胆管の悪性腫瘍（続発性を含む。） 33 75.1  13.7  8 18 18 1 4 28 

060060 胆嚢、肝外胆管の悪性腫瘍 16 78.1  12.3  2 8 8 2  14 

06007x 膵臓、脾臓の腫瘍 82 72.7  11.2  5 48 20 44 9 29 

060080 食道の良性腫瘍 2 45.0  1.0  0 1 0 2   

060090 胃の良性腫瘍 9 66.9  3.9  1 6 2 6  3 

060100 小腸大腸の良性疾患（良性腫瘍を含む。） 529 69.4  2.2  0 175 496 29  500 

060102 穿孔または膿瘍を伴わない憩室性疾患 73 65.9  8.3  20 31 16 8  65 

060130 

食道、胃、十二指腸、他腸の炎症（その他良

性疾患） 54 69.6  7.9  20 24 9 1  53 

060140 

胃十二指腸潰瘍、胃憩室症、幽門狭窄（穿孔

を伴わないもの） 41 73.0  12.0  18 14 24   41 

060141 

胃十二指腸潰瘍、胃憩室症、幽門狭窄（穿孔

を伴うもの） 1 48.0  17.0  0 1 1   1 

060160 鼠径ヘルニア 2 93.0  5.0  0 0 0   2 

060170 閉塞、壊疽のない腹腔のヘルニア 1 80.0  7.0  1 0 0   1 

060180 クローン病等 6 81.3  17.3  5 4 3   6 

060185 潰瘍性大腸炎 10 40.2  14.6  0 3 0 1  9 

060190 虚血性腸炎 22 66.4  9.4  4 6 1   22 

060210 ヘルニアの記載のない腸閉塞 24 74.8  8.1  7 6 4   24 

060230 肛門周囲膿瘍 1 97.0  8.0  1 1 0   1 

060270 劇症肝炎、急性肝不全、急性肝炎 4 50.3  10.5  1 2 0   4 

060280 アルコール性肝障害 23 60.2  14.2  8 9 1   23 

060290 慢性肝炎（慢性Ｃ型肝炎を除く。） 5 63.0  14.4  0 2 0 2  3 

060295 慢性Ｃ型肝炎 1 46.0  17.0  0 1 0   1 

060300 肝硬変（胆汁性肝硬変を含む。） 48 67.1  15.0  15 28 16 1  47 

060310 肝膿瘍（細菌性・寄生虫性疾患を含む。） 7 75.1  23.9  2 3 1   7 

060320 肝嚢胞 4 77.0  10.0  0 3 2   4 

060330 胆嚢疾患（胆嚢結石など） 3 67.0  6.7  1 1 1   3 

060335 胆嚢水腫、胆嚢炎等 21 67.9  11.0  7 10 9 3  18 

060340 胆管（肝内外）結石、胆管炎 149 76.0  11.5  37 69 121   149 

060350 急性膵炎 58 60.7  17.4  17 34 30   58 

060360 慢性膵炎（膵嚢胞を含む。） 162 57.4  9.6  1 136 143 6  156 

060370 腹膜炎、腹腔内膿瘍（女性器臓器を除く。） 9 63.7  54.9  3 4 2   9 

060380 ウィルス性腸炎 24 58.3  6.7  9 6 0   24 

060390 細菌性腸炎 14 49.2  10.2  4 3 0   14 

060391 偽膜性腸炎 3 80.7  12.0  1 2 0   3 

060570 その他の消化管の障害 7 70.3  9.9  1 4 1   7 

計 1,576 68.3  8.1  209 709 999 112 22 1,442 
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

内科診療部長、科長 村上 哲雄 

医長 島村 裕子 

医員 

 

 

さいわい診療所・所長 

高橋 きよ子 

川合 汐里 

坂下 杏奈 

関口 由希公 

非常勤 １名 

※他科と重複する場合があります 

 

糖尿病学会認定研修指導 医３名 

糖尿病学会専門医 ４名 

院内ＣＤＥＪ（Certified Diabetes Educator of Japan） １０名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

糖尿病領域を中心とした専門的診療を行っています。１型

糖尿病、２型糖尿病、妊娠糖尿病を含め、各種病態患者の診

療を行い、健康寿命の延伸を治療目標にしています。糖尿病

を併発している外科領域の患者の血糖コントロ－ルについて

も、連携をしています。他の医療機関との連携もとって、紹介

患者の診療にあたっています。 

患者会活動も行っており、糖尿病教室、糖尿病協会発行の

「さかえ」を読む会を行っており、コメディカルスタッフと協同し

て患者教育にも努めています。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療（患者数２０１９年１１,８８７人） 

①糖尿病外来を予約外来として行っており、初診外来で他 

の医療機関からの紹介患者、および院内からの依頼患 

者の診療にあたっています。また、妊娠糖尿病患者、糖 

尿病合併妊娠の患者の管理も行っています。 

②糖尿病教育、糖尿病教室も含めての、“はじめ外来”を行 

っており、診察も並行して行い、合併症の評価もしながら 

指導しています。また、はじめ外来ではカンバセ－ション 

マップ（会話のための地図）を用いての患者教育、栄養 

指導、薬の指導も行っています。 

③）インスリン導入は外来で行うことが多く、糖尿病外来での 

インスリン使用患者数は年間９０５人（うち７５歳以上２８７ 

人）でした。また、インスリン注射の手技の再チェックを必 

要時行っています。 

④４）ＧＬＰ-１注射薬（ビテュリオン、ビクトーザ、リキスミア、 

バイエッタ、トルリシティ）も導入しています。 

⑤ＣＳＩＩ（持続皮下インスリン注入療法）も行っています。 

 

 

⑥ＣＧＭＳ（持続血糖モニタリングシステム）も血糖日内変動 

を詳細に把握できる点で優れており、入院、外来で施行 

しています。 

⑦フットケアも実施しており、足の管理、足病変の早期発見 

に努めています。 

⑧糖尿病透析予防指導管理を行い、糖尿病腎症進展の防

止に努めています。２０１２年１０月より開始して、診察、看

護指導、栄養指導を包括的に行い、２０１９年では１２８名

指導しました。 

⑨）糖尿病患者会、および日本糖尿病協会発行の「さかえ」

を読む会を行って啓発を行っています。 

（２）病棟診療 

①糖尿病コントロ－ル入院にて食事療法、薬物療法、運動

療法を含めて教育も行い、４６名がコントロ－ルを行いま

した。 

（３）糖尿病内科チーム（Ｐ１７５参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育 

①糖尿病カンファレンス（毎週１回） 

医師、コメディカルスタッフで行っており、２０１９年の症例 

数は６９人。患者の日常生活環境、問題点などについて 

検討し、指導のポイントなどについて討論を行い、患者の 

ＱＯＬ向上に努めています。 

②糖尿病事務局会議（毎月１回） 

新しい情報の検討、診療業務の改善、向上に努めていま 

す。 

③第５４回 糖尿病学の進歩に参加 

（２）研究 

①糖尿病合併症進展因子についての検討 

②糖尿病腎症の進展予防に対する、新しい糖尿病治療薬 

の効果についての検討 

（３）学会・研究等の（Ｐ１８０参照） 

４月 ・ＳＧＬＴ２阻害薬の当院におけるリアルワールドで

の評価 

５月 ・新規ＣＳＩＩシステムＭｉｎｉｍｅｄ６４０Ｇにおける低グ

ルコース前一時停止機能の有効性に関する検討 

・糖尿病リンクナース活躍によるインスリンチェック

シートの活用 

１０月 ・低グルコース前一時停止機能を備えた新規ＣＳＩＩ

システムに切り替えた一例 

１月 ・精神疾患を伴う糖尿病患者の検討並びに統合失

調者患者の自殺企図の一例について 

 

 

糖糖尿尿病病内内科科 
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■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）      *医科点数表 K コード 

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院 

日数 

救急

搬送 

紹介

あり 

手術 

あり 

症例* 

診断

検査 

計画的 

繰り返し 

入院 

その他

の加療 

060010 食道の悪性腫瘍（頸部を含む。） 10 67.5  11.9  0 5 3 1  9 

060020 胃の悪性腫瘍 72 74.6  8.4  7 25 44 3 8 61 

060030 小腸の悪性腫瘍、腹膜の悪性腫瘍 1 69.0  2.0  0 0 0 1   

060035 結腸(虫垂を含む。)の悪性腫瘍 32 72.2  8.8  2 14 17 1 1 30 

060040 直腸肛門（直腸Ｓ状部から肛門）の悪性腫瘍 13 64.8  4.9  1 2 6   13 

060050 肝・肝内胆管の悪性腫瘍（続発性を含む。） 33 75.1  13.7  8 18 18 1 4 28 

060060 胆嚢、肝外胆管の悪性腫瘍 16 78.1  12.3  2 8 8 2  14 

06007x 膵臓、脾臓の腫瘍 82 72.7  11.2  5 48 20 44 9 29 

060080 食道の良性腫瘍 2 45.0  1.0  0 1 0 2   

060090 胃の良性腫瘍 9 66.9  3.9  1 6 2 6  3 

060100 小腸大腸の良性疾患（良性腫瘍を含む。） 529 69.4  2.2  0 175 496 29  500 

060102 穿孔または膿瘍を伴わない憩室性疾患 73 65.9  8.3  20 31 16 8  65 

060130 

食道、胃、十二指腸、他腸の炎症（その他良

性疾患） 54 69.6  7.9  20 24 9 1  53 

060140 

胃十二指腸潰瘍、胃憩室症、幽門狭窄（穿孔

を伴わないもの） 41 73.0  12.0  18 14 24   41 

060141 

胃十二指腸潰瘍、胃憩室症、幽門狭窄（穿孔

を伴うもの） 1 48.0  17.0  0 1 1   1 

060160 鼠径ヘルニア 2 93.0  5.0  0 0 0   2 

060170 閉塞、壊疽のない腹腔のヘルニア 1 80.0  7.0  1 0 0   1 

060180 クローン病等 6 81.3  17.3  5 4 3   6 

060185 潰瘍性大腸炎 10 40.2  14.6  0 3 0 1  9 

060190 虚血性腸炎 22 66.4  9.4  4 6 1   22 

060210 ヘルニアの記載のない腸閉塞 24 74.8  8.1  7 6 4   24 

060230 肛門周囲膿瘍 1 97.0  8.0  1 1 0   1 

060270 劇症肝炎、急性肝不全、急性肝炎 4 50.3  10.5  1 2 0   4 

060280 アルコール性肝障害 23 60.2  14.2  8 9 1   23 

060290 慢性肝炎（慢性Ｃ型肝炎を除く。） 5 63.0  14.4  0 2 0 2  3 

060295 慢性Ｃ型肝炎 1 46.0  17.0  0 1 0   1 

060300 肝硬変（胆汁性肝硬変を含む。） 48 67.1  15.0  15 28 16 1  47 

060310 肝膿瘍（細菌性・寄生虫性疾患を含む。） 7 75.1  23.9  2 3 1   7 

060320 肝嚢胞 4 77.0  10.0  0 3 2   4 

060330 胆嚢疾患（胆嚢結石など） 3 67.0  6.7  1 1 1   3 

060335 胆嚢水腫、胆嚢炎等 21 67.9  11.0  7 10 9 3  18 

060340 胆管（肝内外）結石、胆管炎 149 76.0  11.5  37 69 121   149 

060350 急性膵炎 58 60.7  17.4  17 34 30   58 

060360 慢性膵炎（膵嚢胞を含む。） 162 57.4  9.6  1 136 143 6  156 

060370 腹膜炎、腹腔内膿瘍（女性器臓器を除く。） 9 63.7  54.9  3 4 2   9 

060380 ウィルス性腸炎 24 58.3  6.7  9 6 0   24 

060390 細菌性腸炎 14 49.2  10.2  4 3 0   14 

060391 偽膜性腸炎 3 80.7  12.0  1 2 0   3 

060570 その他の消化管の障害 7 70.3  9.9  1 4 1   7 

計 1,576 68.3  8.1  209 709 999 112 22 1,442 
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

内科診療部長、科長 村上 哲雄 

医長 島村 裕子 

医員 

 

 

さいわい診療所・所長 

高橋 きよ子 

川合 汐里 

坂下 杏奈 

関口 由希公 

非常勤 １名 

※他科と重複する場合があります 

 

糖尿病学会認定研修指導 医３名 

糖尿病学会専門医 ４名 

院内ＣＤＥＪ（Certified Diabetes Educator of Japan） １０名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

糖尿病領域を中心とした専門的診療を行っています。１型

糖尿病、２型糖尿病、妊娠糖尿病を含め、各種病態患者の診

療を行い、健康寿命の延伸を治療目標にしています。糖尿病

を併発している外科領域の患者の血糖コントロ－ルについて

も、連携をしています。他の医療機関との連携もとって、紹介

患者の診療にあたっています。 

患者会活動も行っており、糖尿病教室、糖尿病協会発行の

「さかえ」を読む会を行っており、コメディカルスタッフと協同し

て患者教育にも努めています。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療（患者数２０１９年１１,８８７人） 

①糖尿病外来を予約外来として行っており、初診外来で他 

の医療機関からの紹介患者、および院内からの依頼患 

者の診療にあたっています。また、妊娠糖尿病患者、糖 

尿病合併妊娠の患者の管理も行っています。 

②糖尿病教育、糖尿病教室も含めての、“はじめ外来”を行 

っており、診察も並行して行い、合併症の評価もしながら 

指導しています。また、はじめ外来ではカンバセ－ション 

マップ（会話のための地図）を用いての患者教育、栄養 

指導、薬の指導も行っています。 

③）インスリン導入は外来で行うことが多く、糖尿病外来での 

インスリン使用患者数は年間９０５人（うち７５歳以上２８７ 

人）でした。また、インスリン注射の手技の再チェックを必 

要時行っています。 

④４）ＧＬＰ-１注射薬（ビテュリオン、ビクトーザ、リキスミア、 

バイエッタ、トルリシティ）も導入しています。 

⑤ＣＳＩＩ（持続皮下インスリン注入療法）も行っています。 

 

 

⑥ＣＧＭＳ（持続血糖モニタリングシステム）も血糖日内変動 

を詳細に把握できる点で優れており、入院、外来で施行 

しています。 

⑦フットケアも実施しており、足の管理、足病変の早期発見 

に努めています。 

⑧糖尿病透析予防指導管理を行い、糖尿病腎症進展の防

止に努めています。２０１２年１０月より開始して、診察、看

護指導、栄養指導を包括的に行い、２０１９年では１２８名

指導しました。 

⑨）糖尿病患者会、および日本糖尿病協会発行の「さかえ」

を読む会を行って啓発を行っています。 

（２）病棟診療 

①糖尿病コントロ－ル入院にて食事療法、薬物療法、運動

療法を含めて教育も行い、４６名がコントロ－ルを行いま

した。 

（３）糖尿病内科チーム（Ｐ１７５参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育 

①糖尿病カンファレンス（毎週１回） 

医師、コメディカルスタッフで行っており、２０１９年の症例 

数は６９人。患者の日常生活環境、問題点などについて 

検討し、指導のポイントなどについて討論を行い、患者の 

ＱＯＬ向上に努めています。 

②糖尿病事務局会議（毎月１回） 

新しい情報の検討、診療業務の改善、向上に努めていま 

す。 

③第５４回 糖尿病学の進歩に参加 

（２）研究 

①糖尿病合併症進展因子についての検討 

②糖尿病腎症の進展予防に対する、新しい糖尿病治療薬 

の効果についての検討 

（３）学会・研究等の（Ｐ１８０参照） 

４月 ・ＳＧＬＴ２阻害薬の当院におけるリアルワールドで

の評価 

５月 ・新規ＣＳＩＩシステムＭｉｎｉｍｅｄ６４０Ｇにおける低グ

ルコース前一時停止機能の有効性に関する検討 

・糖尿病リンクナース活躍によるインスリンチェック

シートの活用 

１０月 ・低グルコース前一時停止機能を備えた新規ＣＳＩＩ

システムに切り替えた一例 

１月 ・精神疾患を伴う糖尿病患者の検討並びに統合失

調者患者の自殺企図の一例について 

 

 

糖糖尿尿病病内内科科 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

科長、病棟医長 肥田 徹 

糖尿病内科医長 島村 裕子 

非常勤医 ４名 

※他科と重複する場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）腎臓内科では、主に慢性腎臓病の診断、保存期治療を実 

施しています。 

（２）腎臓内科、及び透析科では、急性期治療として緊急透析、 

持続緩徐式血液浄化、免疫吸着療法等を実施し救命治療 

に従事しています。また他院に通院している透析患者の急 

性期治療中の維持透析、また周術期の透析管理を実施して 

います。 

（３）当院では、末期腎不全患者の透析導入施設としての役割 

があり、安全に透析導入し、維持透析クリニックへ紹介して 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．診診療療実実績績（（22001199年年 44月月～～22002200年年 33月月））  

（１）患者数 

 実実人人数数  延延べべ人人数数  

外来 腎臓内科 ３２７人 １,８９２人 

透析科 ３８７人 １,１７６人 

入院 シャントＰＴＡ ６８人  

（２）手術・透析等 

内シャント造設件数 ４７件 

シャント血管経皮的血管内治療 ７４件 

維持透析導入 ３６件 

維持血液透析件数 １０,１７８件 

急
性
血
液
浄
化 

人工腎臓 ７３件 

持続緩徐式血液浄化 ４件 

エンドトキシン吸着 ２件 

血球成分除去療法： ２５件 

腹水濾過濃縮情静注法 ３件 

単純血漿交換 １件 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）著書・論文・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

カフェイン中毒患者への血液透析功を奏した１例を経験 

して新入院患者数 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

２０２０年４月より、透析機器安全管理委員会を立ち上げ、さ

らに安全な医療の提供と質向上を図ります。 

 

 

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）    *医科点数表 K コード 

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院 

日数 

救急 

搬送 
紹介あり 

手術あり

症例* 

110050 後腹膜疾患 5 81.2 12.8 0 3 0 

110060 腎盂・尿管の悪性腫瘍 1 85.0 38.0 0 0 1 

110070 膀胱腫瘍 2 83.0 36.0 2 1 0 

110080 前立腺の悪性腫瘍 6 81.3 15.7 2 4 0 

11012x 上部尿路疾患 4 56.8 8.3 3 0 0 

11013x 下部尿路疾患 6 83.7 9.5 2 4 0 

11022x 男性生殖器疾患 9 77.8 8.0 2 2 0 

110260 ネフローゼ症候群 4 64.3 18.8 2 3 0 

110280 慢性腎炎症候群・慢性間質性腎炎・慢性腎不全 145 69.6 8.8 6 97 104 

110290 急性腎不全 21 73.0 16.1 10 9 0 

110310 腎臓または尿路の感染症 156 74.4 13.0 63 65 5 

110430 腎動脈塞栓症 1 65.0 7.0 0 1 0 

計 360 72.6 11.6 92 189 110 

 

腎腎臓臓内内科科（（透透析析）） 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

内科副部長、科長 守谷 能和 

初期研修医 １５名 

非常勤 １名 

※他科と重複する場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）二次救急指定病院として、入院や手術を必要とする重症 

の患者さまの救急医療を２４時間体制で担っています。 

（２）地域の“駆け込み寺ＥＲ”として、分け隔てなく受け入れを 

しており、多職種によるチームワークと地域との連携を大切 

にしています。 

（３）２０１６年度、受入件数改善部門で埼玉県より表彰されて 

います。 

（４）救急診療委員会（Ｐ１５９参照） 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）救急車受入（２０１９年１月～２０１９年１２月） 

川口市消防局 ２,８２９ 

さいたま市消防局 １,０６４ 

埼玉西部消防局 ６ 

春日部市消防本部 ２ 

上尾市消防本部 １ 

草加八潮消防局 １９ 

越谷市消防本部 ２２ 

蕨市消防本部 ３４ 

戸田市消防本部 １７ 

蓮田市消防本部 １ 

吉川松伏消防組合消防本部 １ 

熊谷市消防本部 ２ 

川越地区消防局 １ 

埼玉県央広域消防本部 ２ 

埼玉県南西部消防本部 １ 

東京都 ３ 

千葉県 １ 

上記以外  ４ 

計 ４,０１０ 

 

 

 

 

 

 

 

（２）救急搬入者の年齢別人数（２０１９年１月～２０１９年１２月） 

年齢区分 女性 男精 総計 

６歳未満 ６８ １０１ １６９ 

６～１４歳 ２５ ３９ ６４ 

１５～１９歳 ４９ ３５ ８４ 

２９代 ２０５ １１６ ３２１ 

３０代 １３４ １１４ ２４８ 

４０代 １６３ １５４ ３１７ 

５０代 １９４ ２１４ ４０８ 

６０代 １６５ ２３８ ４０３ 

７０代 ３６０ ４４９ ８０９ 

８０代 ４６９ ４６３ ９３２ 

９０代 １６２ ８９ ２５１ 

１００歳以上 ３ １ ４ 

総計 １,９９７ ２,０１３ ４,０１０ 
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A 全身／部位不特定

D 消化器

N 神経

R 呼吸器

L 筋骨格

S 皮膚

K 循環器

P 心理、精神

U 泌尿器

T 内分泌、代謝、栄養

H 耳

その他

不明

救救急急搬搬入入/要要請請時時症症状状別別件件数数

搬入

非搬入

救救急急・・総総合合内内科科 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

科長、病棟医長 肥田 徹 

糖尿病内科医長 島村 裕子 

非常勤医 ４名 

※他科と重複する場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）腎臓内科では、主に慢性腎臓病の診断、保存期治療を実 

施しています。 

（２）腎臓内科、及び透析科では、急性期治療として緊急透析、 

持続緩徐式血液浄化、免疫吸着療法等を実施し救命治療 

に従事しています。また他院に通院している透析患者の急 

性期治療中の維持透析、また周術期の透析管理を実施して 

います。 

（３）当院では、末期腎不全患者の透析導入施設としての役割 

があり、安全に透析導入し、維持透析クリニックへ紹介して 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．診診療療実実績績（（22001199年年 44月月～～22002200年年 33月月））  

（１）患者数 

 実実人人数数  延延べべ人人数数  

外来 腎臓内科 ３２７人 １,８９２人 

透析科 ３８７人 １,１７６人 

入院 シャントＰＴＡ ６８人  

（２）手術・透析等 

内シャント造設件数 ４７件 

シャント血管経皮的血管内治療 ７４件 

維持透析導入 ３６件 

維持血液透析件数 １０,１７８件 

急
性
血
液
浄
化 

人工腎臓 ７３件 

持続緩徐式血液浄化 ４件 

エンドトキシン吸着 ２件 

血球成分除去療法： ２５件 

腹水濾過濃縮情静注法 ３件 

単純血漿交換 １件 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）著書・論文・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

カフェイン中毒患者への血液透析功を奏した１例を経験 

して新入院患者数 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

２０２０年４月より、透析機器安全管理委員会を立ち上げ、さ

らに安全な医療の提供と質向上を図ります。 

 

 

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）    *医科点数表 K コード 

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院 

日数 

救急 

搬送 
紹介あり 

手術あり

症例* 

110050 後腹膜疾患 5 81.2 12.8 0 3 0 

110060 腎盂・尿管の悪性腫瘍 1 85.0 38.0 0 0 1 

110070 膀胱腫瘍 2 83.0 36.0 2 1 0 

110080 前立腺の悪性腫瘍 6 81.3 15.7 2 4 0 

11012x 上部尿路疾患 4 56.8 8.3 3 0 0 

11013x 下部尿路疾患 6 83.7 9.5 2 4 0 

11022x 男性生殖器疾患 9 77.8 8.0 2 2 0 

110260 ネフローゼ症候群 4 64.3 18.8 2 3 0 

110280 慢性腎炎症候群・慢性間質性腎炎・慢性腎不全 145 69.6 8.8 6 97 104 

110290 急性腎不全 21 73.0 16.1 10 9 0 

110310 腎臓または尿路の感染症 156 74.4 13.0 63 65 5 

110430 腎動脈塞栓症 1 65.0 7.0 0 1 0 

計 360 72.6 11.6 92 189 110 

 

腎腎臓臓内内科科（（透透析析）） 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

内科副部長、科長 守谷 能和 

初期研修医 １５名 

非常勤 １名 

※他科と重複する場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）二次救急指定病院として、入院や手術を必要とする重症 

の患者さまの救急医療を２４時間体制で担っています。 

（２）地域の“駆け込み寺ＥＲ”として、分け隔てなく受け入れを 

しており、多職種によるチームワークと地域との連携を大切 

にしています。 

（３）２０１６年度、受入件数改善部門で埼玉県より表彰されて 

います。 

（４）救急診療委員会（Ｐ１５９参照） 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）救急車受入（２０１９年１月～２０１９年１２月） 

川口市消防局 ２,８２９ 

さいたま市消防局 １,０６４ 

埼玉西部消防局 ６ 

春日部市消防本部 ２ 

上尾市消防本部 １ 

草加八潮消防局 １９ 

越谷市消防本部 ２２ 

蕨市消防本部 ３４ 

戸田市消防本部 １７ 

蓮田市消防本部 １ 

吉川松伏消防組合消防本部 １ 

熊谷市消防本部 ２ 

川越地区消防局 １ 

埼玉県央広域消防本部 ２ 

埼玉県南西部消防本部 １ 

東京都 ３ 

千葉県 １ 

上記以外  ４ 

計 ４,０１０ 

 

 

 

 

 

 

 

（２）救急搬入者の年齢別人数（２０１９年１月～２０１９年１２月） 

年齢区分 女性 男精 総計 

６歳未満 ６８ １０１ １６９ 

６～１４歳 ２５ ３９ ６４ 

１５～１９歳 ４９ ３５ ８４ 

２９代 ２０５ １１６ ３２１ 

３０代 １３４ １１４ ２４８ 

４０代 １６３ １５４ ３１７ 

５０代 １９４ ２１４ ４０８ 

６０代 １６５ ２３８ ４０３ 

７０代 ３６０ ４４９ ８０９ 

８０代 ４６９ ４６３ ９３２ 

９０代 １６２ ８９ ２５１ 

１００歳以上 ３ １ ４ 

総計 １,９９７ ２,０１３ ４,０１０ 
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A 全身／部位不特定

D 消化器

N 神経

R 呼吸器

L 筋骨格

S 皮膚

K 循環器

P 心理、精神

U 泌尿器

T 内分泌、代謝、栄養

H 耳

その他

不明

救救急急搬搬入入/要要請請時時症症状状別別件件数数

搬入

非搬入

救救急急・・総総合合内内科科 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

リハビリテーション科診療部長 稲村 充則 

非常勤 有田 圭介 

        ※他科と重複している場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

埼玉協同病院は４００床規模であり、全国をみわたしても、こ

の規模で院内に在宅医療部門をもつところは皆無に近いと思

います。介護保険が始まった２０００年頃は２４０人程度の患者

数を抱えていました。２００６年に在宅療養支援診療所の制度

が始まり、訪問診療が必要な方は地域の支援診に紹介してい

ます。従って当院の患者数は当然ながら年々減少しています。 

診療報酬・介護報酬が年々変わり、がん患者さんは訪問看護

ステーションの方が２４時間の支援診を選ぶため、がんの方の

最期の支援は少なくなっています。それでも残しているのは

経済的に困難がある方、人生の最終盤を自宅で過ごしたい方

などの在宅療養を支援するためです。 

訪問診療を担当する医師は昼間対応しているわけですが、

夜間休日は当直を担う医師全てが対応してくれて当院の在宅

医療は支えられています。今後、病院ができた際には在宅療

養支援病院として急性期、地域包括ケア、老人保健施設、訪

問看護、居宅と地域を総合的に支える活動の中で在宅医療・

訪問診療は質量ともに大きく発展していくものと考えます。 

 

３３．．診診療療実実績績（（22001199年年 44月月～～22002200年年 33月月））  

（１）在宅管理数 

①在宅管理数 ５５人/月平均 

②新規在宅管理数 ２５人/年 

（がん患者９人、非がん患者１６人） 

（２）在宅見取り 

 入院死亡 在宅死亡 

死亡１８人 
がん ７人 ４人 ３人 

非がん １１人 ２人 ９人 

 

非がんの自宅看取り率は８割ということになります。がんの

自宅看取り率は４割です。人数が少ないので参考値ですが、

一貫して通常より高い在宅看取り率です。それは、「人生の最

終盤を自宅で過ごしたい」という方に訪問するわけですから当

然といえば当然の結果です。ちなみに、通常、在宅死は１２～

１３％です。 

 

 

 

 

４４．．教教育育・・研研修修・・研研究究活活動動  

（１）往診だよりへの執筆 

３月号 胃瘻とは 

４月号 在宅医療の対象と人生の最終段階のケア 

５月号 認知症４大疾患とアルツハイマー型認知症 

６月号 座敷牢からの認知症の捉え方と人権意識 

７月号 認知症を疑うきっかけ・日常生活上の症状 

８月号 熱中症について 

９月号 血管性認知症、 

１０月号 レビー小体型認知症、 

１１月号 前頭側頭型認知症 

１２月号 その人らしく生きるに光を当てる「リハビリ」 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

９月 在宅医療啓発講座 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

自宅療養を希望される方で、長く当院にかかりつけで通院

困難となり、社会的・経済的にも困難がある方、入院から自宅

療養に切り替えとなる方で、最期が近い方の支援を行ってい

きます。 
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                                     Ⅲ.診療科の活動状況 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

健診センター長 小池 昭夫 

技術部長 市川 篤 

※他科と重複する場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

タバコを吸い続けてやめられない状態は、ニコチン依存症

と診断され、治療が必要です。本人の能動喫煙以外に、周囲

の受動喫煙による健康障害（発がん）の防止が注目されていま

す。当院では、毎週火曜日と木曜日の午後、完全予約制で禁

煙外来を行っています。喫煙歴をきちんと把握したうえで、喫

煙補助薬の処方、治療の経過を見守っています。禁煙スケジ

ュールは３ヶ月以内に５回受診します。また、２００６年４月から

一定の条件を満たせば、健康保険等を使って禁煙治療を受け

ることができるようになりました。 

 

３３．．実実績績  

 

 

単位：人 

 受診者数 成功者数 

２０１７年度 ４２ １８ 

２０１８年度 ４２ ２４ 

２０１９年度 ３５ １８ 

 

（１）禁煙チーム（Ｐ１７８参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

精神科部長 雪田 慎二 

※他科と重複する場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

被爆外来は、月１回、完全予約制で行っています。広島・長

崎の原爆被爆者、福島第１原発事故被災者、原発労働者など

の健康相談を実施しています。 

また、福島第１原発事故に関連して、福島県双葉町の住民

を対象に甲状腺エコー検査の集団検診を毎年、継続的に行っ

ています。２０１９年度は２０２０年２月２日(日)に実施し、４４名が

受診されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

医員 見目 昭夫 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

甲状腺外来は週２回、完全予約制で行い、必要に応じて専

門施設へご紹介を行っています。 

 

（１）患者数（２０１９年４月～２０２０年３月） 

実患者数 患者延べ数 

６８７人 ２,９８４人 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

リハビリテーション科診療部長 稲村 充則 

非常勤 有田 圭介 

        ※他科と重複している場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  
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診療報酬・介護報酬が年々変わり、がん患者さんは訪問看護

ステーションの方が２４時間の支援診を選ぶため、がんの方の

最期の支援は少なくなっています。それでも残しているのは

経済的に困難がある方、人生の最終盤を自宅で過ごしたい方

などの在宅療養を支援するためです。 

訪問診療を担当する医師は昼間対応しているわけですが、

夜間休日は当直を担う医師全てが対応してくれて当院の在宅

医療は支えられています。今後、病院ができた際には在宅療

養支援病院として急性期、地域包括ケア、老人保健施設、訪

問看護、居宅と地域を総合的に支える活動の中で在宅医療・

訪問診療は質量ともに大きく発展していくものと考えます。 

 

３３．．診診療療実実績績（（22001199年年 44月月～～22002200年年 33月月））  

（１）在宅管理数 

①在宅管理数 ５５人/月平均 

②新規在宅管理数 ２５人/年 

（がん患者９人、非がん患者１６人） 

（２）在宅見取り 

 入院死亡 在宅死亡 

死亡１８人 
がん ７人 ４人 ３人 

非がん １１人 ２人 ９人 

 

非がんの自宅看取り率は８割ということになります。がんの

自宅看取り率は４割です。人数が少ないので参考値ですが、

一貫して通常より高い在宅看取り率です。それは、「人生の最

終盤を自宅で過ごしたい」という方に訪問するわけですから当

然といえば当然の結果です。ちなみに、通常、在宅死は１２～

１３％です。 

 

 

 

 

４４．．教教育育・・研研修修・・研研究究活活動動  
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３月号 胃瘻とは 

４月号 在宅医療の対象と人生の最終段階のケア 

５月号 認知症４大疾患とアルツハイマー型認知症 

６月号 座敷牢からの認知症の捉え方と人権意識 

７月号 認知症を疑うきっかけ・日常生活上の症状 

８月号 熱中症について 

９月号 血管性認知症、 

１０月号 レビー小体型認知症、 

１１月号 前頭側頭型認知症 

１２月号 その人らしく生きるに光を当てる「リハビリ」 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

９月 在宅医療啓発講座 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

自宅療養を希望される方で、長く当院にかかりつけで通院

困難となり、社会的・経済的にも困難がある方、入院から自宅

療養に切り替えとなる方で、最期が近い方の支援を行ってい

きます。 
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役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

健診センター長 小池 昭夫 

技術部長 市川 篤 

※他科と重複する場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

タバコを吸い続けてやめられない状態は、ニコチン依存症

と診断され、治療が必要です。本人の能動喫煙以外に、周囲

の受動喫煙による健康障害（発がん）の防止が注目されていま

す。当院では、毎週火曜日と木曜日の午後、完全予約制で禁

煙外来を行っています。喫煙歴をきちんと把握したうえで、喫

煙補助薬の処方、治療の経過を見守っています。禁煙スケジ

ュールは３ヶ月以内に５回受診します。また、２００６年４月から

一定の条件を満たせば、健康保険等を使って禁煙治療を受け

ることができるようになりました。 

 

３３．．実実績績  

 

 

単位：人 

 受診者数 成功者数 

２０１７年度 ４２ １８ 

２０１８年度 ４２ ２４ 

２０１９年度 ３５ １８ 

 

（１）禁煙チーム（Ｐ１７８参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

精神科部長 雪田 慎二 

※他科と重複する場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

被爆外来は、月１回、完全予約制で行っています。広島・長

崎の原爆被爆者、福島第１原発事故被災者、原発労働者など

の健康相談を実施しています。 

また、福島第１原発事故に関連して、福島県双葉町の住民

を対象に甲状腺エコー検査の集団検診を毎年、継続的に行っ

ています。２０１９年度は２０２０年２月２日(日)に実施し、４４名が

受診されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

医員 見目 昭夫 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

甲状腺外来は週２回、完全予約制で行い、必要に応じて専

門施設へご紹介を行っています。 

 

（１）患者数（２０１９年４月～２０２０年３月） 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

診療部長 和泉 桂子 

副部長 荒熊 智宏 

科長、病棟医長 平澤 薫 

医長 藤田 泰幸 

熊谷生協病院・院長 小堀 勝充 

川口診療所・副所長 高橋 慶 

非常勤 ５名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

当科は小児の common disease を中心に幅広い疾患に対応

しています。重症例や疾患によっては高次医療機関へ対応を

お願いする場合もありますが、各医師それぞれの専門性をい

かして幅広い疾患に対応しています。入院は急性疾患の他、

食物経口負荷試験や内分泌負荷試験等の検査入院も行って

います。当院産婦人科は分娩数も多く、新生児疾患への対応

もしていますが、重症な新生児については近隣の NICU へ依

頼しています。 

特徴として各種の育児支援を積極的に行っています。活動

内容は、３．（２）育児支援活動をご参照ください。 

 

３３．．診診療療実実績績（（22001199年年 44月月～～22002200年年 33月月））  

（1）外来医療 

一般外来、専門外来、乳児健診・予防注射を行っています。

紹介患者、救急搬入、急患患者は時間外も随時対応していま

す。川口市小児夜間救急診療事業の 2 次病院として金曜日を

担当しています。 

専門外来は、アレルギー・発達（神経）・心理・腎臓・循環器・

内分泌/生活習慣病があります。アレルギー外来は気管支喘

息・アトピー性皮膚炎等のへの対応、プリックテストや食物経

口負荷試験を外来/入院で実施しています。神経外来は、小

児によくあるけいれん性疾患や発達遅滞（障害）を中心に診察

しています。心理外来は心身症や不登校などに対応しており、

医師による診察、心理発達検査の他、臨床心理士によるカウ

ンセリングや学習障害に対する学習支援も行っています。 

乳児健診は多職種（医師、看護師、保育士、管理栄養士）の

協力を得て、育児支援に力をいれた形で実施しています。予

防接種は同時接種（１回４本まで）や基礎疾患のある児（けい

れん発作、アレルギーなど）にも対応しています。 

外来のべ患者数 １８,８２８人 

紹介患者数 ３５３人（うち入院６７人・再掲） 

川口市小児夜間救急 １,０６５人（毎週金曜日） 

予防接種（のべ） ３,５７８人 

 

乳
幼
児
健
診 

生後１ヶ月 ５２４人 １歳 ２１８人 

生後３～４ヶ月 ３６３人 １歳半 ２６４人 

生後６～７ヶ月 ３０８人  

生後９～１０ヶ月 ２４１人 

合計（のべ人数） １,９１８人 

（２）育児支援活動 

①うぶごえ学校（院内両親教室） 月１回 

②孫と一緒広場（祖父母への育児教室） 年３回 

③ベビーマッサージ（看護師・保育士によるマッサージ指導 

及び医師による育児相談） 月１回 

④ベビーランチ（病院が用意離乳食を食べながら、医師・ 

栄養士と育児相談） 月１回 

⑤子育て教室（生後６～１２ヶ月の児を対象に医師や各職種 

の講演、みんなで遊ぶ等を行い、子育ての仲間作りもす 

すめています） １クール３回×年２クール（前期/後期） 

⑥子育てＣａｆｅ（医師・看護師・保育士など多職種のスタッフ 

を交えてざっくばらんにお話し） 不定期 

（３）入院医療 

入院患者数 ５３６人 
（うち新生児室入院１７７人） 

産科分娩数 ５２９人 

（４）小児虐待対策チーム（Ｐ１７７参照） 

（５）子育て支援チーム（Ｐ１７８参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育関連施設等 

初期研修医８名、家庭医後期研修医１名が小児科研修を実

施しました。カンファレンスは、産婦人科と合同で周産期カン

ファレンス（月１回）、文献抄読会（週１回）を定期的に行ってい

ます。 

①日本小児科学会小児科専門医研修施設 

②日本小児神経学会小児神経専門医研修関連施設 

（２）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

４月 おたふくかぜ予防接種助成による接種状況の変

化 

７月 医療機関、学校、市役所、児童相談所が連携して

介入できた医療ネグレクトの中学生事例 

（３）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

８月 熱中症について 

１１月 「てんかん発作型」と「てんかん」の新しい分類に

ついて 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

新型コロナウイルス流行（２０２０年４月現在）で家から出られ

ず孤立する親子が増える中、ＬＩＮＥやＹｏｕＴｕｂｅなどＳＮＳを

利用した情報提供や育児支援の取り組みを始めます。また、

ビデオ会議システムを利用し、子育て支援チームと連携して

顔の見える企画を作る予定です。 
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

  

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者、資源投入科が小児科）      

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院 

日数 

救急 

搬送 

紹介 

あり 

診断 

検査 

その他

の加療 

040090 下気道感染症（その他） 46 1.2  4.3  1 12   46 

080270 食物アレルギー 38 2.4  1.2  5 10 30 8 

040070 インフルエンザ、ウイルス性肺炎 34 4.1  4.4  3 12   34 

040080 肺炎、急性気管支炎、急性細気管支炎 33 3.4  4.1  2 9   33 

040100 喘息 29 3.4  4.4  0 11   29 

060380 ウィルス性腸炎 26 4.8  3.4  3 8   26 

030270 上気道炎 17 1.2  3.5  2 5   17 

140010 妊娠期間短縮、低出産体重に関連する障害 17 0.0  6.9  0 0   17 

150070 川崎病 16 1.9  11.4  0 12   16 

110310 腎臓または尿路の感染症 15 1.8  8.2  0 7   15 

100210 低血糖症 13 5.3  3.5  1 3   13 

030240 扁桃周囲膿瘍、急性扁桃炎、急性咽頭喉頭炎 8 3.4  3.6  0 3   8 

130111 アレルギー性紫斑病 7 6.9  11.3  2 2   7 

080010 膿皮症 5 5.0  4.8  0 3   5 

100250 下垂体機能低下症 5 4.8  3.0  0 2 5   

180030 その他の感染症（真菌を除く。） 5 7.2  5.8  0 2   5 

080090 紅斑症 4 6.8  5.8  0 1   4 

010080 脳脊髄の感染を伴う炎症 3 6.7  5.3  0 0   3 

030330 急性副鼻腔炎 3 5.3  4.0  0 1   3 

070520 リンパ節、リンパ管の疾患 3 6.3  6.3  0 2   3 

080080 痒疹、蕁麻疹 3 5.0  3.7  0 0   3 

100393 その他の体液・電解質・酸塩基平衡障害 3 8.7  2.7  0 2   3 

  その他の疾患 42     10 8 3 39 

計 375 3.4 4.6 29 115 38 337 

 

 

■入院患者主病名割合（早期新生児除く） 

  
  

  

肺炎・気

管支炎

23%

その他の

感染症

14%

気管支喘

息

8%
上気道

感染症

7%

消化器疾

患

5%

川崎病

4%

その他の

疾患

39%

入入院院患患者者主主病病名名割割合合

（（早早期期新新生生児児除除くく））
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

診療部長 和泉 桂子 

副部長 荒熊 智宏 

科長、病棟医長 平澤 薫 

医長 藤田 泰幸 

熊谷生協病院・院長 小堀 勝充 

川口診療所・副所長 高橋 慶 

非常勤 ５名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

当科は小児の common disease を中心に幅広い疾患に対応

しています。重症例や疾患によっては高次医療機関へ対応を

お願いする場合もありますが、各医師それぞれの専門性をい

かして幅広い疾患に対応しています。入院は急性疾患の他、

食物経口負荷試験や内分泌負荷試験等の検査入院も行って

います。当院産婦人科は分娩数も多く、新生児疾患への対応

もしていますが、重症な新生児については近隣の NICU へ依

頼しています。 

特徴として各種の育児支援を積極的に行っています。活動

内容は、３．（２）育児支援活動をご参照ください。 

 

３３．．診診療療実実績績（（22001199年年 44月月～～22002200年年 33月月））  

（1）外来医療 

一般外来、専門外来、乳児健診・予防注射を行っています。

紹介患者、救急搬入、急患患者は時間外も随時対応していま

す。川口市小児夜間救急診療事業の 2 次病院として金曜日を

担当しています。 

専門外来は、アレルギー・発達（神経）・心理・腎臓・循環器・

内分泌/生活習慣病があります。アレルギー外来は気管支喘

息・アトピー性皮膚炎等のへの対応、プリックテストや食物経

口負荷試験を外来/入院で実施しています。神経外来は、小

児によくあるけいれん性疾患や発達遅滞（障害）を中心に診察

しています。心理外来は心身症や不登校などに対応しており、

医師による診察、心理発達検査の他、臨床心理士によるカウ

ンセリングや学習障害に対する学習支援も行っています。 

乳児健診は多職種（医師、看護師、保育士、管理栄養士）の

協力を得て、育児支援に力をいれた形で実施しています。予

防接種は同時接種（１回４本まで）や基礎疾患のある児（けい

れん発作、アレルギーなど）にも対応しています。 

外来のべ患者数 １８,８２８人 

紹介患者数 ３５３人（うち入院６７人・再掲） 

川口市小児夜間救急 １,０６５人（毎週金曜日） 

予防接種（のべ） ３,５７８人 

 

乳
幼
児
健
診 

生後１ヶ月 ５２４人 １歳 ２１８人 

生後３～４ヶ月 ３６３人 １歳半 ２６４人 

生後６～７ヶ月 ３０８人  

生後９～１０ヶ月 ２４１人 

合計（のべ人数） １,９１８人 

（２）育児支援活動 

①うぶごえ学校（院内両親教室） 月１回 

②孫と一緒広場（祖父母への育児教室） 年３回 

③ベビーマッサージ（看護師・保育士によるマッサージ指導 

及び医師による育児相談） 月１回 

④ベビーランチ（病院が用意離乳食を食べながら、医師・ 

栄養士と育児相談） 月１回 

⑤子育て教室（生後６～１２ヶ月の児を対象に医師や各職種 

の講演、みんなで遊ぶ等を行い、子育ての仲間作りもす 

すめています） １クール３回×年２クール（前期/後期） 

⑥子育てＣａｆｅ（医師・看護師・保育士など多職種のスタッフ 

を交えてざっくばらんにお話し） 不定期 

（３）入院医療 

入院患者数 ５３６人 
（うち新生児室入院１７７人） 

産科分娩数 ５２９人 

（４）小児虐待対策チーム（Ｐ１７７参照） 

（５）子育て支援チーム（Ｐ１７８参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育関連施設等 

初期研修医８名、家庭医後期研修医１名が小児科研修を実

施しました。カンファレンスは、産婦人科と合同で周産期カン

ファレンス（月１回）、文献抄読会（週１回）を定期的に行ってい

ます。 

①日本小児科学会小児科専門医研修施設 

②日本小児神経学会小児神経専門医研修関連施設 

（２）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

４月 おたふくかぜ予防接種助成による接種状況の変

化 

７月 医療機関、学校、市役所、児童相談所が連携して

介入できた医療ネグレクトの中学生事例 

（３）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

８月 熱中症について 

１１月 「てんかん発作型」と「てんかん」の新しい分類に

ついて 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

新型コロナウイルス流行（２０２０年４月現在）で家から出られ

ず孤立する親子が増える中、ＬＩＮＥやＹｏｕＴｕｂｅなどＳＮＳを

利用した情報提供や育児支援の取り組みを始めます。また、

ビデオ会議システムを利用し、子育て支援チームと連携して

顔の見える企画を作る予定です。 
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

  

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者、資源投入科が小児科）      

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院 

日数 

救急 

搬送 

紹介 

あり 

診断 

検査 

その他

の加療 

040090 下気道感染症（その他） 46 1.2  4.3  1 12   46 

080270 食物アレルギー 38 2.4  1.2  5 10 30 8 

040070 インフルエンザ、ウイルス性肺炎 34 4.1  4.4  3 12   34 

040080 肺炎、急性気管支炎、急性細気管支炎 33 3.4  4.1  2 9   33 

040100 喘息 29 3.4  4.4  0 11   29 

060380 ウィルス性腸炎 26 4.8  3.4  3 8   26 

030270 上気道炎 17 1.2  3.5  2 5   17 

140010 妊娠期間短縮、低出産体重に関連する障害 17 0.0  6.9  0 0   17 

150070 川崎病 16 1.9  11.4  0 12   16 

110310 腎臓または尿路の感染症 15 1.8  8.2  0 7   15 

100210 低血糖症 13 5.3  3.5  1 3   13 

030240 扁桃周囲膿瘍、急性扁桃炎、急性咽頭喉頭炎 8 3.4  3.6  0 3   8 

130111 アレルギー性紫斑病 7 6.9  11.3  2 2   7 

080010 膿皮症 5 5.0  4.8  0 3   5 

100250 下垂体機能低下症 5 4.8  3.0  0 2 5   

180030 その他の感染症（真菌を除く。） 5 7.2  5.8  0 2   5 

080090 紅斑症 4 6.8  5.8  0 1   4 

010080 脳脊髄の感染を伴う炎症 3 6.7  5.3  0 0   3 

030330 急性副鼻腔炎 3 5.3  4.0  0 1   3 

070520 リンパ節、リンパ管の疾患 3 6.3  6.3  0 2   3 

080080 痒疹、蕁麻疹 3 5.0  3.7  0 0   3 

100393 その他の体液・電解質・酸塩基平衡障害 3 8.7  2.7  0 2   3 

  その他の疾患 42     10 8 3 39 

計 375 3.4 4.6 29 115 38 337 

 

 

■入院患者主病名割合（早期新生児除く） 

  
  

  

肺炎・気

管支炎

23%

その他の

感染症

14%

気管支喘

息

8%
上気道

感染症

7%

消化器疾

患

5%

川崎病

4%

その他の

疾患

39%

入入院院患患者者主主病病名名割割合合

（（早早期期新新生生児児除除くく））
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

外科部長 井上 豪 

院長補佐 井合 哲 

外科副部長 栗原 唯生 

佐野 貴之 

外科技術部長 長 潔 

浅沼 晃三 

小野 聡 

技術部長 市川 辰夫 

乳腺外科科長 金子 しおり 

病棟医長 

外科専攻医 

重吉 到 

松原 浩太 

入江 直子 

非常勤 １名 

※他科との重複する場合があります 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

当院外科は、消化器一般外科を中心に、肺外科、乳腺外科

の診療において、川口市、さいたま市地域の患者さんに、住

み慣れた地域で安心してかかっていただける外科医療を提供

できるよう、日々の診療に励んでいます。 

 

（１）消化器外科では主に胃、大腸、肝胆膵の良性および悪性 

疾患に対する手術を行っています。腹腔鏡下手術から進行 

がんに対する開腹下の拡大手術まで幅広く対応する体制が 

あります。進行がんに対する治療では、抗がん剤治療を組 

み合わせた集学的な治療が欠かせませんが、非常勤の腫 

瘍内科医師と協力しながら積極的に治療を行っています。 

（２）当院は胆石手術の件数が比較的多く、２０１８年から胆嚢 

炎に対する急性期手術を積極的に行っています。２０１９年 

はその手術件数も伸び、およそ３０％が急性期手術でした。 

胆石胆嚢炎に対する急性期手術は、出血が多く、胆管損傷 

などの合併症発生率が高くなるように思われますが、出血 

については機器の進歩のおかげもありコントロールが容易 

となり、また手術難易度については急性期手術の肝を心得 

ることで克服できていると思われます。胆嚢炎に対する急性 

期手術は、待機的手術に比べ病悩期間を短くできるとても 

良い治療であると考えています。 

（３）肺外科は埼玉県立循環器呼吸器病センターから手術支援 

を受けながら治療を行っています。 

 

 

 

 

 

（４）乳腺外科は女性医師一人体制ですが、それを支える看護 

師、技師などの多職種集団で手厚いチーム医療を行ってい 

ます。乳腺外科に限らず、多職種が参加したチーム医療で、 

患者さんの生活背景にまで配慮した医療を提供できるのが 

当院の最大の強みです。 

（５）地域の急性期医療を守るため緊急性の高い外科疾患に 

迅速に対応すること、また、埼玉県がん診療指定病院として 

専門性の高い外科治療を行うことが当科に求められている 

と考えております。今後も地域の皆さんからの期待に答える 

べくさらに研鑽していきます。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来患者数 

実患者数 のべ患者数 

４,２０８人 １６,２０２人 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

６月 ・A ｃａｓｅ ｏｆ ｇａｌｌｂｌａｄｄｅｒ ｃａｒｃｉｎｏｍａ 

ｆｏｒｍｉｎｇ ａ ｍａｓｓｉｖｅ ｃｙｓｔｉｃｍａｓｓ 

７月 ・当院におけるｉｎｔｅｒｎａｌ ａｐｐｅｎｄｅｃｔｏｍｙ症例の

検討 

・用手的に整復を試みた後のＣＴで診断に至った

ヘルニア偽の１例 

１０月 ・副交通胆管枝を伴った胆石症の１例 

１１月 ・当院における胃全摘後空腸パウチ再建の検討 

・肝細胞癌術後早期の大動脈周囲リンパ節転移に

対して外科的治療が有効であった１例 

・完全型虫垂重積症を来した虫垂癌を先進部とす

る成人腸重積症の１例 

・イレウス管で減圧後に腹腔鏡下に修復し得た大

綱裂孔ヘルニアによる腸閉塞の１例 

 

 

 

外外科科 
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

■■外外科科手手術術実実績績  
２２００１１７７年年  ２２００１１８８年年  ２２００１１９９年年  

手術件数 うち鏡視下 手術件数 うち鏡視下 手術件数 うち鏡視下 

入入院院手手術術総総数数（（手手術術室室施施行行））  ６６８８５５  ２２８８２２  ７７５５１１  ３３１１７７  ６６９９３３  ２２９９９９  

肺肺切切除除 １１８８  １１５５  ２２１１  １１３３  ２２２２  １１５５  

   

   

悪性 
部分切除 6 6 10 7 12 11 

葉切除 4 1 7 2 6   

良性 部分切除 3 3 2 2 1 1 

気胸  5 5 2 2 3 3 

そそのの他他のの胸胸部部手手術術  １１   ２２  １ ５５  ５５  

  
悪性    1 1 1 1 

良性  1  1  4 4 

食食道道切切除除 ３３              １１      

  

  

悪性  3    1   

良性      0   

胃胃切切除除 ３３８８  １１００  ２２９９  １１４４  ２２２２  ５５  

   

悪性 

胃全摘 11 3 6 1 4  

幽門側切除 21 5 19 10 13 4 

その他 4 1 3 2 4 1 

良性 
幽門側切除     1  

その他 2 1 1 1   

大大腸腸切切除除 ９９６６  ４４６６  ８８９９  ４４６６  １１００２２  ４４６６  

   

悪性 
結腸切除 64 32 61 31 62 26 

直腸切除 20 13 15 7 24 16 

良性 
結腸切除 10 1 12 7 14 4 

直腸切除 2  1 1 2  

小小腸腸切切除除 ２２００  ４４  ２２３３    １１９９    

  
悪性  4 2 3  5  

良性  16 2 20  14  

そそのの他他のの手手術術  ２２３３３３  ６６５５  ２２５５４４  ７７４４  ２２５５５５    

  

  

  

ヘルニア手術 125  143  134  

虫垂炎手術 53 50 63 62 76 76 

イレウス 25 6 15 2 18 1 

 うち小腸・結腸切除（再掲） (8) (3) (9)  (10) (1) 

腸穿孔・腹膜炎手術 30 9 33 10 27 11 

 うち癌によるもの（再掲） (3) (1) (3)  (10) (3) 

肝肝切切除除 ３３５５  １１５５  ２２７７  １１３３  ２２５５  ８８  

   

悪性 
部分切除および外側区域切除 19 12 18 10 14 6 

上記以外の切除 16 3 9 3 8   

良性 
部分切除および外側区域切除     2 2 

その他の切除     1  

膵膵切切除除（（胃胃切切除除にに伴伴ううももののをを除除くく））  １１５５  ３３  １１８８  ３３  ８８  ２２  

   
悪性 

膵頭十二指腸切除 7  9  6  

膵体尾部切除 6 1 6       

良性 膵体尾部切除 2 2 3 3 2 2 

胆胆嚢嚢摘摘出出 １１００６６  １１００５５  １１４４９９  １１４４９９  １１３３７７  １１３３４４  

乳乳腺腺 ６６６６      ６６００      ６６３３      

  

  
悪性 

乳房切除 18  24  29  

乳房部分切除 43   31   32   

  良性 腫瘍摘出 5   5   2   
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

外科部長 井上 豪 

院長補佐 井合 哲 

外科副部長 栗原 唯生 

佐野 貴之 

外科技術部長 長 潔 

浅沼 晃三 

小野 聡 

技術部長 市川 辰夫 

乳腺外科科長 金子 しおり 

病棟医長 

外科専攻医 

重吉 到 

松原 浩太 

入江 直子 

非常勤 １名 

※他科との重複する場合があります 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

当院外科は、消化器一般外科を中心に、肺外科、乳腺外科

の診療において、川口市、さいたま市地域の患者さんに、住

み慣れた地域で安心してかかっていただける外科医療を提供

できるよう、日々の診療に励んでいます。 

 

（１）消化器外科では主に胃、大腸、肝胆膵の良性および悪性 

疾患に対する手術を行っています。腹腔鏡下手術から進行 

がんに対する開腹下の拡大手術まで幅広く対応する体制が 

あります。進行がんに対する治療では、抗がん剤治療を組 

み合わせた集学的な治療が欠かせませんが、非常勤の腫 

瘍内科医師と協力しながら積極的に治療を行っています。 

（２）当院は胆石手術の件数が比較的多く、２０１８年から胆嚢 

炎に対する急性期手術を積極的に行っています。２０１９年 

はその手術件数も伸び、およそ３０％が急性期手術でした。 

胆石胆嚢炎に対する急性期手術は、出血が多く、胆管損傷 

などの合併症発生率が高くなるように思われますが、出血 

については機器の進歩のおかげもありコントロールが容易 

となり、また手術難易度については急性期手術の肝を心得 

ることで克服できていると思われます。胆嚢炎に対する急性 

期手術は、待機的手術に比べ病悩期間を短くできるとても 

良い治療であると考えています。 

（３）肺外科は埼玉県立循環器呼吸器病センターから手術支援 

を受けながら治療を行っています。 

 

 

 

 

 

（４）乳腺外科は女性医師一人体制ですが、それを支える看護 

師、技師などの多職種集団で手厚いチーム医療を行ってい 

ます。乳腺外科に限らず、多職種が参加したチーム医療で、 

患者さんの生活背景にまで配慮した医療を提供できるのが 

当院の最大の強みです。 

（５）地域の急性期医療を守るため緊急性の高い外科疾患に 

迅速に対応すること、また、埼玉県がん診療指定病院として 

専門性の高い外科治療を行うことが当科に求められている 

と考えております。今後も地域の皆さんからの期待に答える 

べくさらに研鑽していきます。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来患者数 

実患者数 のべ患者数 

４,２０８人 １６,２０２人 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

６月 ・A ｃａｓｅ ｏｆ ｇａｌｌｂｌａｄｄｅｒ ｃａｒｃｉｎｏｍａ 

ｆｏｒｍｉｎｇ ａ ｍａｓｓｉｖｅ ｃｙｓｔｉｃｍａｓｓ 

７月 ・当院におけるｉｎｔｅｒｎａｌ ａｐｐｅｎｄｅｃｔｏｍｙ症例の

検討 

・用手的に整復を試みた後のＣＴで診断に至った

ヘルニア偽の１例 

１０月 ・副交通胆管枝を伴った胆石症の１例 

１１月 ・当院における胃全摘後空腸パウチ再建の検討 

・肝細胞癌術後早期の大動脈周囲リンパ節転移に

対して外科的治療が有効であった１例 

・完全型虫垂重積症を来した虫垂癌を先進部とす

る成人腸重積症の１例 

・イレウス管で減圧後に腹腔鏡下に修復し得た大

綱裂孔ヘルニアによる腸閉塞の１例 

 

 

 

外外科科 
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

■■外外科科手手術術実実績績  
２２００１１７７年年  ２２００１１８８年年  ２２００１１９９年年  

手術件数 うち鏡視下 手術件数 うち鏡視下 手術件数 うち鏡視下 

入入院院手手術術総総数数（（手手術術室室施施行行））  ６６８８５５  ２２８８２２  ７７５５１１  ３３１１７７  ６６９９３３  ２２９９９９  

肺肺切切除除 １１８８  １１５５  ２２１１  １１３３  ２２２２  １１５５  

   

   

悪性 
部分切除 6 6 10 7 12 11 

葉切除 4 1 7 2 6   

良性 部分切除 3 3 2 2 1 1 

気胸  5 5 2 2 3 3 

そそのの他他のの胸胸部部手手術術  １１   ２２  １ ５５  ５５  

  
悪性    1 1 1 1 

良性  1  1  4 4 

食食道道切切除除 ３３              １１      

  

  

悪性  3    1   

良性      0   

胃胃切切除除 ３３８８  １１００  ２２９９  １１４４  ２２２２  ５５  

   

悪性 

胃全摘 11 3 6 1 4  

幽門側切除 21 5 19 10 13 4 

その他 4 1 3 2 4 1 

良性 
幽門側切除     1  

その他 2 1 1 1   

大大腸腸切切除除 ９９６６  ４４６６  ８８９９  ４４６６  １１００２２  ４４６６  

   

悪性 
結腸切除 64 32 61 31 62 26 

直腸切除 20 13 15 7 24 16 

良性 
結腸切除 10 1 12 7 14 4 

直腸切除 2  1 1 2  

小小腸腸切切除除 ２２００  ４４  ２２３３    １１９９    

  
悪性  4 2 3  5  

良性  16 2 20  14  

そそのの他他のの手手術術  ２２３３３３  ６６５５  ２２５５４４  ７７４４  ２２５５５５    

  

  

  

ヘルニア手術 125  143  134  

虫垂炎手術 53 50 63 62 76 76 

イレウス 25 6 15 2 18 1 

 うち小腸・結腸切除（再掲） (8) (3) (9)  (10) (1) 

腸穿孔・腹膜炎手術 30 9 33 10 27 11 

 うち癌によるもの（再掲） (3) (1) (3)  (10) (3) 

肝肝切切除除 ３３５５  １１５５  ２２７７  １１３３  ２２５５  ８８  

   

悪性 
部分切除および外側区域切除 19 12 18 10 14 6 

上記以外の切除 16 3 9 3 8   

良性 
部分切除および外側区域切除     2 2 

その他の切除     1  

膵膵切切除除（（胃胃切切除除にに伴伴ううももののをを除除くく））  １１５５  ３３  １１８８  ３３  ８８  ２２  

   
悪性 

膵頭十二指腸切除 7  9  6  

膵体尾部切除 6 1 6       

良性 膵体尾部切除 2 2 3 3 2 2 

胆胆嚢嚢摘摘出出 １１００６６  １１００５５  １１４４９９  １１４４９９  １１３３７７  １１３３４４  

乳乳腺腺 ６６６６      ６６００      ６６３３      

  

  
悪性 

乳房切除 18  24  29  

乳房部分切除 43   31   32   

  良性 腫瘍摘出 5   5   2   
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

科長 金子 しおり 

※他科と重複する場合があります 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）日本において女性のがん罹患率で乳がんが１位となって 

おり、１０人に一人が乳がんに罹患しています（２０１５年国 

立がん研究センター、がん情報サービスより）。年齢別の罹 

患数をみると３０歳代後半から増加を始め、４０歳代後半から 

 

 

５０歳代前半でピークを迎えます。乳がんの治療は手術だ 

けではなく、薬物療法、放射線療法と複合的に行っていくた 

め、通院頻度や金銭面での負担がかかってきます。そこで 

自宅近くでも安心して治療が受けられるよう診療を行ってい 

ます。 

（２）乳腺疾患に必要な設備を整え、乳腺疾患の精査から治療 

まで行っています。乳がん患者様の精神面のフォローや社 

会的背景を考慮しながら診療を行えるように、メディカルス 

タッフとの連携を図っています。必要に応じて乳がん看護認 

定看護師やがん化学療法看護認定看護師等との面談を提 

案します。また、当院に放射線治療施設がないため、放射 

線治療が必要な症例に対しては近医への紹介を行ってい 

ます。 

 

３３．．診診療療実実績績（（22001199年年 11月月～～1122月月））  

（１）診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）    *医科点数表K コード  

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院

日数 

救急

搬送 

紹介

あり 

手術あり

症例* 

診断

検査 

計画的繰り

返し入院 

その他

の加療 

090010 乳房の悪性腫瘍 90 60.8 5.4 0 25 60 1 29 60 

090020 乳房の良性腫瘍 2 51.5 3.0 0 1 2 0 0 2 

計 92 60.61 5.348 0 26 62 1 29 62 

（２）検査件数 

検査 件数 

乳房エコー ２,３８７件 

乳腺穿刺（ＦＮＡ） １７１件 

乳房超音波ガイド下生検（ＣＮＢ） １４９件 

ＳＴマンモトーム ８件 

乳房ＭＲＩ ７７件 

マンモグラフィー １,５０９件 

（３）手術件数 

行為名称 件数 

乳腺腫瘍摘出術（長径５センチメートル以上） ２ 

乳腺悪性腫瘍手術（乳房部分切除術（腋窩部郭清を伴わないもの）） ３０ 

乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術（腋窩部郭清を伴わないもの）） ２３ 

乳腺悪性腫瘍手術（乳房部分切除術（腋窩部郭清を伴うもの（内視鏡下によるものを含む。））） ２ 

乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術（腋窩鎖骨下部郭清を伴うもの）・胸筋切除を併施しないもの） ４ 

乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術（腋窩鎖骨下部郭清を伴うもの）・胸筋切除を併施するもの） １ 

計 ６２ 

（４）乳腺科診療チーム会議（Ｐ１７３参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）病棟カンファレンス（毎週月曜日） ： 入院患者のカンファレンス。 

（２）乳腺キャンサーボード（毎週水曜日）： 腫瘍内科医を中心に薬物療法の治療方針（術前・術後・再発）、術式、患者対応や緩

和ケアなどを検討。全身状態のチェックなどを行う。 

（３）画像カンファレンス（毎週１回）： 病理医・放射線技師・臨床検査技師とともに病理及び画像検討。 

 

乳乳腺腺外外科科 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

主任部長 仁平 高太郎 

部長 桑沢 綾乃 

病棟医長 遠藤 大輔 

医員 北村 類 

丸木 千陽美 

揚 宝峰 

専攻医 春日 直人 

大津 匡弘 

非常勤 １３名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

埼玉協同病院の整形外科は地域の基幹病院の一つとして

レベルの高い医療を提供できるよう、今後もますます診療体制

を充実させてまいります。診療体制は７名の常勤医師と１３名

の非常勤医師が診察にあたります。慶應義塾大学からは腫瘍、

脊椎、上肢の専門医が勤務にあたり、それぞれの専門分野を

中心に外来診療・手術を行っています。 

 

（１）２０１８年４月に開設した関節治療センターは、人工関節手 

術とともに、手術によらない新しい関節治療である再生医療 

を二本の柱として治療してります。膝・股関節の人工関節手  

術は２１世紀において最も成功した手術と言われ、安全性・ 

確実性に優れた手術です。その中でも当院では、更なる正 

確性を目指し、ナビゲーションシステム、３Ｄ骨モデルの作 

成など全国に先駆けた最先端の技術を導入し、国内でも有 

数な症例数を誇る、全国から手術研修の医師が来られる病 

院に成長しました。 

（２）関節治療に対する再生医療は、厚生労働省の認可が必要 

であり、脂肪・血液（ＰＲＰ）・軟骨を利用して、関節痛を改善 

させる３つの再生医療を提供できる総合病院は極めて希少 

です。患者満足度の高い手術治療、更に、手術によらない 

新しい関節治療である再生医療も先駆的に導入し、全ての 

関節痛の患者様にご満足頂けています。 

（３）２００８年１０月より、人工関節、股関節外科を当病院整形外 

科のメインテーマにかかげ、最新のコンピューター支援手 

術器械であるナビゲーション手術システムを導入しました。 

さらに。２０１９年９月からは、人工膝関節ロボット（ＮＡＶＩＯ） 

を導入し、最新医療に取り組んでいます。 

（４）認定施設等 

①日本整形外科学会専門医研修認定施設 

②日本リウマチ学会教育施設 

 

 

 

３３．．診診療療実実績績（（22001199年年 11月月～～1122月月））  

（１）手術件数 

術式 件数 

人工股関節置換術 ４１７ 

人工股関節再置換術 ９ 

人工膝関節置換術 ５２８ 

人工膝関節再置換術 １ 

人工肘関節置換術 ５ 

その他の関節手術 ６８ 

脊椎固定術 ８６ 

椎間板摘出術 １ 

骨折観血的手術 １８５ 

人工骨頭挿入 ３８ 

四肢切断 １２ 

靭帯断裂手術 ９ 

骨切り術 ３ 

神経剥離術・神経移行術 １５ 

その他の手術 １４６ 

計 １,５２３ 

（２）他院からの紹介  
外来 １,０４６ 

入院（外来後入院含む） ３３６ 

計 １,３９４ 

 

４４．．患患者者会会活活動動  

股関節疾患（あしの会）と膝関節疾患（ひざっこの会）に関し

て患者会がそれぞれ存在します。年に数回、患者会メンバー

を中心に医師による疾患の理解を深めるための講演を行って

います。  

 

５５．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育・研修 

①モーニングカンファレンス（週３回） 

②病棟カンファレンス（週１回） 

（２）表彰 

①第４７回日本関節病学会 学術集会奨励賞受賞 

②第５０回日本人工関節学会 人工関節スポーツ動画学会 

長特別賞 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

科長 金子 しおり 

※他科と重複する場合があります 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）日本において女性のがん罹患率で乳がんが１位となって 

おり、１０人に一人が乳がんに罹患しています（２０１５年国 

立がん研究センター、がん情報サービスより）。年齢別の罹 

患数をみると３０歳代後半から増加を始め、４０歳代後半から 

 

 

５０歳代前半でピークを迎えます。乳がんの治療は手術だ 

けではなく、薬物療法、放射線療法と複合的に行っていくた 

め、通院頻度や金銭面での負担がかかってきます。そこで 

自宅近くでも安心して治療が受けられるよう診療を行ってい 

ます。 

（２）乳腺疾患に必要な設備を整え、乳腺疾患の精査から治療 

まで行っています。乳がん患者様の精神面のフォローや社 

会的背景を考慮しながら診療を行えるように、メディカルス 

タッフとの連携を図っています。必要に応じて乳がん看護認 

定看護師やがん化学療法看護認定看護師等との面談を提 

案します。また、当院に放射線治療施設がないため、放射 

線治療が必要な症例に対しては近医への紹介を行ってい 

ます。 

 

３３．．診診療療実実績績（（22001199年年 11月月～～1122月月））  

（１）診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）    *医科点数表K コード  

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院

日数 

救急

搬送 

紹介

あり 

手術あり

症例* 

診断

検査 

計画的繰り

返し入院 

その他

の加療 

090010 乳房の悪性腫瘍 90 60.8 5.4 0 25 60 1 29 60 

090020 乳房の良性腫瘍 2 51.5 3.0 0 1 2 0 0 2 

計 92 60.61 5.348 0 26 62 1 29 62 

（２）検査件数 

検査 件数 

乳房エコー ２,３８７件 

乳腺穿刺（ＦＮＡ） １７１件 

乳房超音波ガイド下生検（ＣＮＢ） １４９件 

ＳＴマンモトーム ８件 

乳房ＭＲＩ ７７件 

マンモグラフィー １,５０９件 

（３）手術件数 

行為名称 件数 

乳腺腫瘍摘出術（長径５センチメートル以上） ２ 

乳腺悪性腫瘍手術（乳房部分切除術（腋窩部郭清を伴わないもの）） ３０ 

乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術（腋窩部郭清を伴わないもの）） ２３ 

乳腺悪性腫瘍手術（乳房部分切除術（腋窩部郭清を伴うもの（内視鏡下によるものを含む。））） ２ 

乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術（腋窩鎖骨下部郭清を伴うもの）・胸筋切除を併施しないもの） ４ 

乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術（腋窩鎖骨下部郭清を伴うもの）・胸筋切除を併施するもの） １ 

計 ６２ 

（４）乳腺科診療チーム会議（Ｐ１７３参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）病棟カンファレンス（毎週月曜日） ： 入院患者のカンファレンス。 

（２）乳腺キャンサーボード（毎週水曜日）： 腫瘍内科医を中心に薬物療法の治療方針（術前・術後・再発）、術式、患者対応や緩

和ケアなどを検討。全身状態のチェックなどを行う。 

（３）画像カンファレンス（毎週１回）： 病理医・放射線技師・臨床検査技師とともに病理及び画像検討。 

 

乳乳腺腺外外科科 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

主任部長 仁平 高太郎 

部長 桑沢 綾乃 

病棟医長 遠藤 大輔 

医員 北村 類 

丸木 千陽美 

揚 宝峰 

専攻医 春日 直人 

大津 匡弘 

非常勤 １３名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

埼玉協同病院の整形外科は地域の基幹病院の一つとして

レベルの高い医療を提供できるよう、今後もますます診療体制

を充実させてまいります。診療体制は７名の常勤医師と１３名

の非常勤医師が診察にあたります。慶應義塾大学からは腫瘍、

脊椎、上肢の専門医が勤務にあたり、それぞれの専門分野を

中心に外来診療・手術を行っています。 

 

（１）２０１８年４月に開設した関節治療センターは、人工関節手 

術とともに、手術によらない新しい関節治療である再生医療 

を二本の柱として治療してります。膝・股関節の人工関節手  

術は２１世紀において最も成功した手術と言われ、安全性・ 

確実性に優れた手術です。その中でも当院では、更なる正 

確性を目指し、ナビゲーションシステム、３Ｄ骨モデルの作 

成など全国に先駆けた最先端の技術を導入し、国内でも有 

数な症例数を誇る、全国から手術研修の医師が来られる病 

院に成長しました。 

（２）関節治療に対する再生医療は、厚生労働省の認可が必要 

であり、脂肪・血液（ＰＲＰ）・軟骨を利用して、関節痛を改善 

させる３つの再生医療を提供できる総合病院は極めて希少 

です。患者満足度の高い手術治療、更に、手術によらない 

新しい関節治療である再生医療も先駆的に導入し、全ての 

関節痛の患者様にご満足頂けています。 

（３）２００８年１０月より、人工関節、股関節外科を当病院整形外 

科のメインテーマにかかげ、最新のコンピューター支援手 

術器械であるナビゲーション手術システムを導入しました。 

さらに。２０１９年９月からは、人工膝関節ロボット（ＮＡＶＩＯ） 

を導入し、最新医療に取り組んでいます。 

（４）認定施設等 

①日本整形外科学会専門医研修認定施設 

②日本リウマチ学会教育施設 

 

 

 

３３．．診診療療実実績績（（22001199年年 11月月～～1122月月））  

（１）手術件数 

術式 件数 

人工股関節置換術 ４１７ 

人工股関節再置換術 ９ 

人工膝関節置換術 ５２８ 

人工膝関節再置換術 １ 

人工肘関節置換術 ５ 

その他の関節手術 ６８ 

脊椎固定術 ８６ 

椎間板摘出術 １ 

骨折観血的手術 １８５ 

人工骨頭挿入 ３８ 

四肢切断 １２ 

靭帯断裂手術 ９ 

骨切り術 ３ 

神経剥離術・神経移行術 １５ 

その他の手術 １４６ 

計 １,５２３ 

（２）他院からの紹介  
外来 １,０４６ 

入院（外来後入院含む） ３３６ 

計 １,３９４ 

 

４４．．患患者者会会活活動動  

股関節疾患（あしの会）と膝関節疾患（ひざっこの会）に関し

て患者会がそれぞれ存在します。年に数回、患者会メンバー

を中心に医師による疾患の理解を深めるための講演を行って

います。  

 

５５．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育・研修 

①モーニングカンファレンス（週３回） 

②病棟カンファレンス（週１回） 

（２）表彰 

①第４７回日本関節病学会 学術集会奨励賞受賞 

②第５０回日本人工関節学会 人工関節スポーツ動画学会 

長特別賞 
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（３）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

６月 ・変形性膝関節症に対するＡＰＳ療法の短期成績 

９月 ・術中、術後骨折の対処と予防法 

１０月 ・ＲＡＯ後ＴＨＡでは腸腰筋インピンジメントが高

率に発生する 

・カップ前方露出がなくとも腸腰筋インピンジメン

トによる鼠径部痛を呈したが、腸腰筋切離により

痛みが消失した 1 例 

１１月 ・脂肪由来幹細胞ＡＳＣによる cell therapy ６か月

経過の成績 

 

（４）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

２月 ・初回ＴＨＡ・大腿側難治例に対する Wagner cone 

stem の短期成績 

・再生医療：実践関節の再生医療 

３月 ・再生医療：実践関節の再生医療ＡＰＳを中心に 

４月 ・再生医療：関節の再生医療ＡＰＳ療法の実際 

・ＴＫＡ：ＢＣＲ-ＴＫＡの pitfall 

５月 ・人工関節 ＴＨＡ/ＴＫＡ：患者満足度を目指して 

６月 ・再生医療：ＡＳＣ療法の実際 

７月 ・セメントレスＴＨＡにおける術中、術後早期の骨

折に対する検討 

８月 ・ＴＫＡの疼痛管理・患者満足度 

・腸腰筋インピンジメント 

９月 ・TKA：ＢＣＲ-ＴＫＡの pitfall 

・ＢＣ-ＴＫＡの手術手技 

・術中・術後骨折の対処と予防法 

・ＡＰＳ療法 

１０月 ・ケースレポート:変形性膝関節症に対する脂肪

培養幹細胞治療 

・人工関節：ＴＨＡapproach の pitfall 

１１月 ・再生医療 

・再生医療 ＡＰＳ療法の中期成績 

２月 ・再生医療：次世代ＰＲＰ ＡＰＳ療法の実際 

・Ｄｕａｌ mobity ＴＨＡの適応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）著作・論文・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

次世代型ＰＲＰのＡＰＳ（Ａｕｔｏｌｏｇｏｕｓ Ｐｒｏｔｅｉｎ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ）

療法 施行６ヵ月での臨床経過の検討 

ＴＫＡで術前神経ブロックと術中麻薬フェンタニールの使用

量・合併症の検討 

ＢＣＲ-ＴＫＡにおけるｔｉｂｉａ ｔｒａｙ回旋指標の検討 Ｓｈａｋｅｓ

ｐｅａｒｅ ｌｉｎｅは有効か？ 

スプ挿入時の叩打力とステム周囲骨折 ～叩く力は骨折発

生率に影響するか？～ 

前方系侵入の過度な屈曲挿入で生じたｓｔｅｍ周囲骨折 ～

前倒れ骨折の検証～ 

ＴＨＡ術後に発生したＣｈｒｏｎｉｃ Ｅｘｐａｎｄｉｎｇ Ｈｅｍａｔｏｍａ

（ＣＥＨ）の１例 

初回ＴＨＡの大腿側難治例に対する Wagner cone stem の

短期成績(原著論文) 

硬膜内に脱出したガスを有する腰椎椎間板ヘルニアの 

１例(原著論文/症例報告) 

次世代型ＰＲＰのＡＰＳ(Autologous Protein Solution)療法 

施行３ヵ月での臨床経過の検討 
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

  

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）    *医科点数表K コード  

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院

日数 

救急

搬送 

紹介

あり 

手術あり

症例* 

診断

検査 

計画的 

繰り返し 

入院 

その他

の加療 

07040x 
股関節骨頭壊死、股関節症（変形

性を含む。） 
337 65.9  21.3  2 111 335   337 

070230 膝関節症（変形性を含む。） 219 72.7  31.0  0 78 218  1 218 

160800 股関節大腿近位骨折 106 79.0  32.2  31 59 100  2 104 

070343 
脊柱管狭窄（脊椎症を含む。） 腰

部骨盤、不安定椎 
106 72.4  13.3  3 38 54 48  58 

160760 前腕の骨折 52 62.7  3.1  2 35 51  8 44 

160850 足関節・足部の骨折、脱臼 41 50.7  15.9  3 29 40  9 32 

160700 鎖骨骨折、肩甲骨骨折 35 55.8  4.7  2 23 35  8 27 

160740 肘関節周辺の骨折・脱臼 34 43.8  4.3  0 27 34  7 27 

070350 椎間板変性、ヘルニア 34 54.7  13.9  4 14 29 1  33 

070341 
脊柱管狭窄（脊椎症を含む。） 頸

部 
25 70.5  31.2  0 9 17 7  18 

180040 手術・処置等の合併症 22 73.9  57.1  2 14 22   22 

160820 膝関節周辺骨折・脱臼 20 66.2  29.4  1 12 20  4 16 

160720 肩関節周辺の骨折脱臼 16 76.4  6.3  0 12 16   16 

160835 下腿足関節周辺骨折 13 60.4  26.2  3 7 13  4 9 

160690 
胸椎、腰椎以下骨折損傷（胸・腰髄

損傷を含む。） 
12 60.7  27.0  2 4 7 1  11 

160620 
肘、膝の外傷（スポーツ障害等を含

む。） 
12 55.6  8.9  0 2 11   12 

07010x 化膿性関節炎（下肢） 9 60.8  38.8  1 3 7   9 

160780 手関節周辺骨折脱臼 9 47.9  2.9  0 6 9   9 

071030 
その他の筋骨格系・結合組織の疾

患 
9 75.9  54.7  2 4 9   9 

070610 
骨折変形癒合、癒合不全などによ

る変形（上肢） 
7 50.1  3.4  0 6 7   7 

070470 関節リウマチ 7 71.6  32.9  0 2 7   7 

070395 壊死性筋膜炎 6 65.7  63.3  1 2 5   6 

070010 
骨軟部の良性腫瘍（脊椎脊髄を除

く。） 
6 63.3  6.2  0 5 5   6 

050170 閉塞性動脈疾患 6 73.5  39.5  0 5 5 1  5 

160980 骨盤損傷 5 73.4  38.8  1 4 2   5 

070330 脊椎感染（感染を含む。） 5 71.6  34.8  1 2 3    5 

070160 上肢末梢神経麻痺 5 67.0  3.4  0 2 5   5 

070040 骨の悪性腫瘍（脊椎を除く。） 5 75.4  40.6  3 2 4  1 4 

  その他の傷病 66   3 28 50 0 4  

計 1,229 66.9 22.4 67 545 1,120 58 48 1,061 
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（３）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

６月 ・変形性膝関節症に対するＡＰＳ療法の短期成績 

９月 ・術中、術後骨折の対処と予防法 

１０月 ・ＲＡＯ後ＴＨＡでは腸腰筋インピンジメントが高

率に発生する 

・カップ前方露出がなくとも腸腰筋インピンジメン

トによる鼠径部痛を呈したが、腸腰筋切離により

痛みが消失した 1 例 

１１月 ・脂肪由来幹細胞ＡＳＣによる cell therapy ６か月

経過の成績 

 

（４）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

２月 ・初回ＴＨＡ・大腿側難治例に対する Wagner cone 

stem の短期成績 

・再生医療：実践関節の再生医療 

３月 ・再生医療：実践関節の再生医療ＡＰＳを中心に 

４月 ・再生医療：関節の再生医療ＡＰＳ療法の実際 

・ＴＫＡ：ＢＣＲ-ＴＫＡの pitfall 

５月 ・人工関節 ＴＨＡ/ＴＫＡ：患者満足度を目指して 

６月 ・再生医療：ＡＳＣ療法の実際 

７月 ・セメントレスＴＨＡにおける術中、術後早期の骨

折に対する検討 

８月 ・ＴＫＡの疼痛管理・患者満足度 

・腸腰筋インピンジメント 

９月 ・TKA：ＢＣＲ-ＴＫＡの pitfall 

・ＢＣ-ＴＫＡの手術手技 

・術中・術後骨折の対処と予防法 

・ＡＰＳ療法 

１０月 ・ケースレポート:変形性膝関節症に対する脂肪

培養幹細胞治療 

・人工関節：ＴＨＡapproach の pitfall 

１１月 ・再生医療 

・再生医療 ＡＰＳ療法の中期成績 

２月 ・再生医療：次世代ＰＲＰ ＡＰＳ療法の実際 

・Ｄｕａｌ mobity ＴＨＡの適応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）著作・論文・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

次世代型ＰＲＰのＡＰＳ（Ａｕｔｏｌｏｇｏｕｓ Ｐｒｏｔｅｉｎ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ）

療法 施行６ヵ月での臨床経過の検討 

ＴＫＡで術前神経ブロックと術中麻薬フェンタニールの使用

量・合併症の検討 

ＢＣＲ-ＴＫＡにおけるｔｉｂｉａ ｔｒａｙ回旋指標の検討 Ｓｈａｋｅｓ

ｐｅａｒｅ ｌｉｎｅは有効か？ 

スプ挿入時の叩打力とステム周囲骨折 ～叩く力は骨折発

生率に影響するか？～ 

前方系侵入の過度な屈曲挿入で生じたｓｔｅｍ周囲骨折 ～

前倒れ骨折の検証～ 

ＴＨＡ術後に発生したＣｈｒｏｎｉｃ Ｅｘｐａｎｄｉｎｇ Ｈｅｍａｔｏｍａ

（ＣＥＨ）の１例 

初回ＴＨＡの大腿側難治例に対する Wagner cone stem の

短期成績(原著論文) 

硬膜内に脱出したガスを有する腰椎椎間板ヘルニアの 

１例(原著論文/症例報告) 

次世代型ＰＲＰのＡＰＳ(Autologous Protein Solution)療法 

施行３ヵ月での臨床経過の検討 
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

  

■診療実績（診断群分類６桁別、２０１９年退院患者）    *医科点数表K コード  

傷病 

６桁 
傷病名 件数 年齢 

在院

日数 

救急

搬送 

紹介

あり 

手術あり

症例* 

診断

検査 

計画的 

繰り返し 

入院 

その他

の加療 

07040x 
股関節骨頭壊死、股関節症（変形

性を含む。） 
337 65.9  21.3  2 111 335   337 

070230 膝関節症（変形性を含む。） 219 72.7  31.0  0 78 218  1 218 

160800 股関節大腿近位骨折 106 79.0  32.2  31 59 100  2 104 

070343 
脊柱管狭窄（脊椎症を含む。） 腰

部骨盤、不安定椎 
106 72.4  13.3  3 38 54 48  58 

160760 前腕の骨折 52 62.7  3.1  2 35 51  8 44 

160850 足関節・足部の骨折、脱臼 41 50.7  15.9  3 29 40  9 32 

160700 鎖骨骨折、肩甲骨骨折 35 55.8  4.7  2 23 35  8 27 

160740 肘関節周辺の骨折・脱臼 34 43.8  4.3  0 27 34  7 27 

070350 椎間板変性、ヘルニア 34 54.7  13.9  4 14 29 1  33 

070341 
脊柱管狭窄（脊椎症を含む。） 頸

部 
25 70.5  31.2  0 9 17 7  18 

180040 手術・処置等の合併症 22 73.9  57.1  2 14 22   22 

160820 膝関節周辺骨折・脱臼 20 66.2  29.4  1 12 20  4 16 

160720 肩関節周辺の骨折脱臼 16 76.4  6.3  0 12 16   16 

160835 下腿足関節周辺骨折 13 60.4  26.2  3 7 13  4 9 

160690 
胸椎、腰椎以下骨折損傷（胸・腰髄

損傷を含む。） 
12 60.7  27.0  2 4 7 1  11 

160620 
肘、膝の外傷（スポーツ障害等を含

む。） 
12 55.6  8.9  0 2 11   12 

07010x 化膿性関節炎（下肢） 9 60.8  38.8  1 3 7   9 

160780 手関節周辺骨折脱臼 9 47.9  2.9  0 6 9   9 

071030 
その他の筋骨格系・結合組織の疾

患 
9 75.9  54.7  2 4 9   9 

070610 
骨折変形癒合、癒合不全などによ

る変形（上肢） 
7 50.1  3.4  0 6 7   7 

070470 関節リウマチ 7 71.6  32.9  0 2 7   7 

070395 壊死性筋膜炎 6 65.7  63.3  1 2 5   6 

070010 
骨軟部の良性腫瘍（脊椎脊髄を除

く。） 
6 63.3  6.2  0 5 5   6 

050170 閉塞性動脈疾患 6 73.5  39.5  0 5 5 1  5 

160980 骨盤損傷 5 73.4  38.8  1 4 2   5 

070330 脊椎感染（感染を含む。） 5 71.6  34.8  1 2 3    5 

070160 上肢末梢神経麻痺 5 67.0  3.4  0 2 5   5 

070040 骨の悪性腫瘍（脊椎を除く。） 5 75.4  40.6  3 2 4  1 4 

  その他の傷病 66   3 28 50 0 4  

計 1,229 66.9 22.4 67 545 1,120 58 48 1,061 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 石丸 純夫 

非常勤 須田 喜久夫 

済生会川口総合病院脳神経外科主任部長 

脳神経外科専門医 

脳卒中専門医 

 井出 光信 

脳神経外科専門医 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

２０１７年４月１日から、石丸が常勤医として勤務させていた

だいており、３年経過しました。外来診療のみですが、脳卒中

救急に関する相談や、病棟での脳卒中･頭部外傷患者さんの

コンサルテーションに対応しました。 

脳卒中の症例は多く、救急や当直帯での問い合わせもコン

スタントに増えてきています。南部ＭＣの連携病院として、また、

日本脳卒中協会に「一次脳卒中センター」として登録されたこ

ともあり、脳卒中救急はたくさん受けていただいています。 

t-PA 施行例は、４２件でしたが、血栓回収のための転送例も  

件ありました（石丸はｉＰａｄを常時携行して、脳卒中画像のコン

サルテーションをしています）。 

慢性硬膜下血腫の手術適応患者さんは、済生会川口総合

病院などに転送させていただいておりますが、外来での保存

的治療･経過観察例もあります。 

２０１８年、頭痛学会の専門医を取得し、片頭痛の受診例も

増えてきています。 

ボトックス治療は、顔面けいれん･眼瞼けいれんに対して施

行しています。 

 

・日本脳卒中学会教育研修病院（２０１７年１２月から） 

・埼玉県急性期脳梗塞治療ネットワーク（ＳＳＮ）、南ＭＣの連

携病院（２０１７年１２月から） 

・日本脳卒中協会の一次脳卒中センター（２０１９年１２月から） 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療（２０１９年４月～２０２０年３月） 

脳外科外来患者数 １,５７８人 

（うち紹介患者数） １３５人 

ボトックス治療件数 ４２件 

 

 

 

 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育・研修 

①毎週火曜日７時 救急症例検討会に参加。 

②毎週木曜日１４時 Ｄ５病棟リハビリテーションカンファレ 

ンスに参加 

③毎週月曜日１６時 脳卒中急性期入院リハビリの検討会 

に参加。 

④６月～８月、研修医対象 隔週金曜日７時３０分、脳疾患 

画像のレクチャー ７回施行。 

⑤７月 内科専門外来の看護師対象 「脳神経外科のトリ 

アージ」のレクチャー 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 市川 清美 

副部長 榎本 明美 

芳賀 厚子 

医長 伊藤 浄樹 

専攻医 李 冬平 

春日 みさき 

古川 由理 

非常勤 竹内 育代、岡野 滋行、上野 紀子 

藪田 直樹、堀内 功、沼口 正英 

秋津 憲佑、高木 耕一郎 

嘱託 矢口 輝仁、神谷 稔 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

近隣で地域の周産期医療を長期に担ってきたクリニックが

閉院となり、分娩数が一時的に増加しました（表１・図１）。 

しかしその中にも他院で診察困難とされた精神疾患合併の方

や、途中で生活保護受給となり入院助産適応のため転院され

た方、在留資格のない外国人の方などがいらっしゃいます。ま

た、帰省分娩を希望しそれまでの妊婦健診の受診先が見つか

らずに相談を受けることもあります。ステップファミリー（お子様

がいて再婚する場合）も増加しており、家族で新しい生命を迎

えるお手伝いをしていく意味を考えさせられます。中には出産

後養育困難で、児童相談所や特別養子縁組の制度利用を希

望される方もいて、地域機関と連携した支援も行いました。

様々な社会的背景があっても、妊娠した女性と生まれてくる新

しい生命の両方を支えていく努力を続けてきました。切迫早産

の母体搬送は全て県内で受けていただくことができました（表

２）。出生前診断は、学会認可以外に安価で検査のみ行う施設

も出現し、確認が困難となっています。今後患者様への聞き取

りを強化して実態を把握していく予定です（表３）。 

手術については、腹腔鏡手術の増加が医師体制上難しく、

腹腔鏡手術希望者を紹介している影響もあり開腹手術の件数

が減少しています。一方で骨盤臓器脱の手術は増加傾向で、

高齢女性の QOL 向上に貢献できたのではないかと考えてい

ます（表４）。月経随伴症状に対するホルモン治療も増加して

おり、地域で女性の人生を支えていく役割を果たしてきました

（表５）。 

検診陽性者には再検査・受診を個別に徹底するよう心がけ

てきました（表６）。進行悪性腫瘍の治療は高次医療機関への

紹介を基本としていますが、治療後の緩和医療を希望される

方々へも緩和チームと連携して最期まで責任を持って医療を

提供してきました（表７）。 

 

 

 

専攻医については東京女子医科大学東医療センター、自

治医科大学さいたま医療センターに連携させていただき、研

修をすすめています。初期研修医のローテート研修（院内７人、

関連病院から２人）を指導する中で産婦人科専攻志望者も出

てきており、将来当院での医療活動への参加してくれることを

期待しています。 

 

３３．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

６月 ・ワークショップ 周産期の精神保健（産婦人科） 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

４月 ・憲法１３条・２４条がいきる社会へ－性差別を超え

て自分らしく生きるとは 

６月 ・女性と子どもの貧困から見えてくるもの～産婦人

科医療の現場から～ 

・ワークショップ 周産期の精神保健（産婦人科） 

１０月 ・看護学生の方へ 女性と子どもの貧困からみえて

くる私たちの課題 

１１月 ・パネルディスカッション「働き続けるために必要な

こと～ひとりひとりが大切にされる職場・家庭・地

域・etc 産婦人科医・弁利・労働組合と一緒に考え

よう」 

（３）著書・論文・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

当院における２０１５年初診妊婦の全体像と社会的背景に

ついての考察 

定期的な婦人検診を 

フォーカス 私たちの実践 若年妊婦の支援 

 

４４．．次次年年度度にに向向けけてて  

２０２０年には新たに近隣に産科クリニックが開業となる為、

分娩数は大幅に減少することが予想されています。周囲の医

療事情の影響はやむを得ないこととして、この病院だからでき

る産婦人科医療を大切にしていきたいと考えています。 

この原稿を書いているのは新型コロナが拡がった２０２０年４

月で、分娩時の家族の立ち合いさえできず患者様・スタッフ伴

に辛い時期を過ごしています。まずは感染対策を徹底して、

患者様の安全と医療体制の維持を最優先にこの時期を乗り切

らなければなりません。 

今後、社会システム・経済状況が一変し、生活困窮者が増

加することが予想されます。社会的弱者が医療から排除され

ないよう民医連・医療生協の病院として覚悟を決めて地域の産

婦人科医療を支えていきたいと考えています。 

長期的に体制を維持していくためには、産婦人科常勤医師

の確保が必須の課題です。ローテートしてくる初期研修医の

中で、地域の産婦人科医療を担う人材を養成していけるよう働

きかけていきたいと思います。 

 

産産婦婦人人科科 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 石丸 純夫 

非常勤 須田 喜久夫 

済生会川口総合病院脳神経外科主任部長 

脳神経外科専門医 

脳卒中専門医 

 井出 光信 

脳神経外科専門医 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

２０１７年４月１日から、石丸が常勤医として勤務させていた

だいており、３年経過しました。外来診療のみですが、脳卒中

救急に関する相談や、病棟での脳卒中･頭部外傷患者さんの

コンサルテーションに対応しました。 

脳卒中の症例は多く、救急や当直帯での問い合わせもコン

スタントに増えてきています。南部ＭＣの連携病院として、また、

日本脳卒中協会に「一次脳卒中センター」として登録されたこ

ともあり、脳卒中救急はたくさん受けていただいています。 

t-PA 施行例は、４２件でしたが、血栓回収のための転送例も  

件ありました（石丸はｉＰａｄを常時携行して、脳卒中画像のコン

サルテーションをしています）。 

慢性硬膜下血腫の手術適応患者さんは、済生会川口総合

病院などに転送させていただいておりますが、外来での保存

的治療･経過観察例もあります。 

２０１８年、頭痛学会の専門医を取得し、片頭痛の受診例も

増えてきています。 

ボトックス治療は、顔面けいれん･眼瞼けいれんに対して施

行しています。 

 

・日本脳卒中学会教育研修病院（２０１７年１２月から） 

・埼玉県急性期脳梗塞治療ネットワーク（ＳＳＮ）、南ＭＣの連

携病院（２０１７年１２月から） 

・日本脳卒中協会の一次脳卒中センター（２０１９年１２月から） 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療（２０１９年４月～２０２０年３月） 

脳外科外来患者数 １,５７８人 

（うち紹介患者数） １３５人 

ボトックス治療件数 ４２件 

 

 

 

 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育・研修 

①毎週火曜日７時 救急症例検討会に参加。 

②毎週木曜日１４時 Ｄ５病棟リハビリテーションカンファレ 

ンスに参加 

③毎週月曜日１６時 脳卒中急性期入院リハビリの検討会 

に参加。 

④６月～８月、研修医対象 隔週金曜日７時３０分、脳疾患 

画像のレクチャー ７回施行。 

⑤７月 内科専門外来の看護師対象 「脳神経外科のトリ 

アージ」のレクチャー 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 市川 清美 

副部長 榎本 明美 

芳賀 厚子 

医長 伊藤 浄樹 

専攻医 李 冬平 

春日 みさき 

古川 由理 

非常勤 竹内 育代、岡野 滋行、上野 紀子 

藪田 直樹、堀内 功、沼口 正英 

秋津 憲佑、高木 耕一郎 

嘱託 矢口 輝仁、神谷 稔 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

近隣で地域の周産期医療を長期に担ってきたクリニックが

閉院となり、分娩数が一時的に増加しました（表１・図１）。 

しかしその中にも他院で診察困難とされた精神疾患合併の方

や、途中で生活保護受給となり入院助産適応のため転院され

た方、在留資格のない外国人の方などがいらっしゃいます。ま

た、帰省分娩を希望しそれまでの妊婦健診の受診先が見つか

らずに相談を受けることもあります。ステップファミリー（お子様

がいて再婚する場合）も増加しており、家族で新しい生命を迎

えるお手伝いをしていく意味を考えさせられます。中には出産

後養育困難で、児童相談所や特別養子縁組の制度利用を希

望される方もいて、地域機関と連携した支援も行いました。

様々な社会的背景があっても、妊娠した女性と生まれてくる新

しい生命の両方を支えていく努力を続けてきました。切迫早産

の母体搬送は全て県内で受けていただくことができました（表

２）。出生前診断は、学会認可以外に安価で検査のみ行う施設

も出現し、確認が困難となっています。今後患者様への聞き取

りを強化して実態を把握していく予定です（表３）。 

手術については、腹腔鏡手術の増加が医師体制上難しく、

腹腔鏡手術希望者を紹介している影響もあり開腹手術の件数

が減少しています。一方で骨盤臓器脱の手術は増加傾向で、

高齢女性の QOL 向上に貢献できたのではないかと考えてい

ます（表４）。月経随伴症状に対するホルモン治療も増加して

おり、地域で女性の人生を支えていく役割を果たしてきました

（表５）。 

検診陽性者には再検査・受診を個別に徹底するよう心がけ

てきました（表６）。進行悪性腫瘍の治療は高次医療機関への

紹介を基本としていますが、治療後の緩和医療を希望される

方々へも緩和チームと連携して最期まで責任を持って医療を

提供してきました（表７）。 

 

 

 

専攻医については東京女子医科大学東医療センター、自

治医科大学さいたま医療センターに連携させていただき、研

修をすすめています。初期研修医のローテート研修（院内７人、

関連病院から２人）を指導する中で産婦人科専攻志望者も出

てきており、将来当院での医療活動への参加してくれることを

期待しています。 

 

３３．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

６月 ・ワークショップ 周産期の精神保健（産婦人科） 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

４月 ・憲法１３条・２４条がいきる社会へ－性差別を超え

て自分らしく生きるとは 

６月 ・女性と子どもの貧困から見えてくるもの～産婦人

科医療の現場から～ 

・ワークショップ 周産期の精神保健（産婦人科） 

１０月 ・看護学生の方へ 女性と子どもの貧困からみえて

くる私たちの課題 

１１月 ・パネルディスカッション「働き続けるために必要な

こと～ひとりひとりが大切にされる職場・家庭・地

域・etc 産婦人科医・弁利・労働組合と一緒に考え

よう」 

（３）著書・論文・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

当院における２０１５年初診妊婦の全体像と社会的背景に

ついての考察 

定期的な婦人検診を 

フォーカス 私たちの実践 若年妊婦の支援 

 

４４．．次次年年度度にに向向けけてて  

２０２０年には新たに近隣に産科クリニックが開業となる為、

分娩数は大幅に減少することが予想されています。周囲の医

療事情の影響はやむを得ないこととして、この病院だからでき

る産婦人科医療を大切にしていきたいと考えています。 

この原稿を書いているのは新型コロナが拡がった２０２０年４

月で、分娩時の家族の立ち合いさえできず患者様・スタッフ伴

に辛い時期を過ごしています。まずは感染対策を徹底して、

患者様の安全と医療体制の維持を最優先にこの時期を乗り切

らなければなりません。 

今後、社会システム・経済状況が一変し、生活困窮者が増

加することが予想されます。社会的弱者が医療から排除され

ないよう民医連・医療生協の病院として覚悟を決めて地域の産

婦人科医療を支えていきたいと考えています。 

長期的に体制を維持していくためには、産婦人科常勤医師

の確保が必須の課題です。ローテートしてくる初期研修医の

中で、地域の産婦人科医療を担う人材を養成していけるよう働

きかけていきたいと思います。 

 

産産婦婦人人科科 
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表1 分娩数と出産年齢及び合併症 

代別分娩数 2019 年 

19 歳以下 12 

20～24 歳 70 

25～29 歳 135 

30～34 歳 174 

35～39 歳 119 

40～44 歳 20 

45 歳以上 1 

計 531 

帝王切開 88 

合併症妊娠   

子宮筋腫 11 

精神疾患 21 

甲状腺疾患 7 

高度肥満(BMI≧30) 9 

糖尿病 4 

HDP 28 

GDM 39 

円錐切除後頸管縫縮 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2 母体搬送の週数および紹介先  
母体搬送 週数 3 

  ～22 週 0 

  23～27 週 1 

  28～31 週 0 

  32～34 週 1 

  35 週以上 1 

  搬送先   

  川口医療センター 3 

  埼玉医科大学総合医療センター 0 

  越谷市立病院 0 

  東京女子医科大学東医療センター 0 

   
表3 出生前診断紹介数  
出生前診断   9 

  羊水検査 1 

  クワトロテスト 1 

  NIPT 0 

  超音波検査 7 

 

表4 手術   
入院・手術室施行 193   

  （帝王切開除く）     

子宮筋腫 48 (+帝切時2) 

卵巣腫瘍・含内膜症 26 (+帝切時5) 

  （うち腹腔鏡） （5）   

異所性妊娠 11   

  （うち腹腔鏡） (2)   

頸部異形成・上皮内がん 55   

子宮脱 26   

子宮頚管縫縮術 18   

その他 9   

  流産手術10 

表5 ホルモン療法患者数  
低用量ピル 3 ヶ月以上  
トリキュラー 21  
ルナベル・フリウェル 137  

計 158  
エストラーナテープ 93  
メノエイドコンビパッチ 25  
ディナゲスト 10  
ミレーナ（子宮内避妊具） 36  
GnＲＨ 3 ヶ月以上  
リュープリン 49  
ナサニール 53  
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図図11 分分娩娩時時年年齢齢
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

 

表６ がん検診  
子宮頚部 5342 

NILM 5601 

ASC-US 74  

ASC-H 7  

LSIL 19  

HSIL 17  

AGC 3  

SCC 2  

材料不適 4  

子宮体部 3850 

陰 性 3833 

疑陽性 10  

陽 性 1  

材料不適 177  

 

表７ 悪性腫瘍紹介数  
紹介先 例数 

埼玉県立がんセンター 12 

がん･感染症センター都立駒込病院       9 

自治医科大学附属さいたま医療センター 7 

獨協医科大学埼玉医療センター 6 

がん研有明病院 5 

慶應義塾大学病院 3 

国立がん研究センター中央病院 3 

さいたま市立病院 1 

松戸市立総合医療センター 1 

川口市立医療センター 1 

帝京大学医学部附属病院 1 

田中レディースライフクリニック 1 

東京慈恵会医科大学附属柏病院 1 

東京女子医科大学東医療センター 1 

悪性腫瘍 例数 

子宮頸癌 20 

子宮体癌 18 

卵巣癌 11 

腹膜癌 1 

悪性黒色腫 1 

胆嚢癌 1 

総計 52 
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表1 分娩数と出産年齢及び合併症 

代別分娩数 2019 年 

19 歳以下 12 

20～24 歳 70 

25～29 歳 135 

30～34 歳 174 

35～39 歳 119 

40～44 歳 20 

45 歳以上 1 

計 531 

帝王切開 88 

合併症妊娠   

子宮筋腫 11 

精神疾患 21 

甲状腺疾患 7 

高度肥満(BMI≧30) 9 

糖尿病 4 

HDP 28 

GDM 39 

円錐切除後頸管縫縮 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2 母体搬送の週数および紹介先  
母体搬送 週数 3 

  ～22 週 0 

  23～27 週 1 

  28～31 週 0 

  32～34 週 1 

  35 週以上 1 

  搬送先   

  川口医療センター 3 

  埼玉医科大学総合医療センター 0 

  越谷市立病院 0 

  東京女子医科大学東医療センター 0 

   
表3 出生前診断紹介数  
出生前診断   9 

  羊水検査 1 

  クワトロテスト 1 

  NIPT 0 

  超音波検査 7 

 

表4 手術   
入院・手術室施行 193   

  （帝王切開除く）     

子宮筋腫 48 (+帝切時2) 

卵巣腫瘍・含内膜症 26 (+帝切時5) 

  （うち腹腔鏡） （5）   

異所性妊娠 11   

  （うち腹腔鏡） (2)   

頸部異形成・上皮内がん 55   

子宮脱 26   

子宮頚管縫縮術 18   

その他 9   

  流産手術10 

表5 ホルモン療法患者数  
低用量ピル 3 ヶ月以上  
トリキュラー 21  
ルナベル・フリウェル 137  

計 158  
エストラーナテープ 93  
メノエイドコンビパッチ 25  
ディナゲスト 10  
ミレーナ（子宮内避妊具） 36  
GnＲＨ 3 ヶ月以上  
リュープリン 49  
ナサニール 53  
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                                      Ⅲ.診療科の活動状況 

 

表６ がん検診  
子宮頚部 5342 

NILM 5601 

ASC-US 74  

ASC-H 7  

LSIL 19  

HSIL 17  

AGC 3  

SCC 2  

材料不適 4  

子宮体部 3850 

陰 性 3833 

疑陽性 10  

陽 性 1  

材料不適 177  

 

表７ 悪性腫瘍紹介数  
紹介先 例数 

埼玉県立がんセンター 12 

がん･感染症センター都立駒込病院       9 

自治医科大学附属さいたま医療センター 7 

獨協医科大学埼玉医療センター 6 

がん研有明病院 5 

慶應義塾大学病院 3 

国立がん研究センター中央病院 3 

さいたま市立病院 1 

松戸市立総合医療センター 1 

川口市立医療センター 1 

帝京大学医学部附属病院 1 

田中レディースライフクリニック 1 

東京慈恵会医科大学附属柏病院 1 

東京女子医科大学東医療センター 1 

悪性腫瘍 例数 

子宮頸癌 20 

子宮体癌 18 

卵巣癌 11 

腹膜癌 1 

悪性黒色腫 1 

胆嚢癌 1 

総計 52 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 伊藤 理恵 

医員 飯島 孝四郎 

非常勤医 ７名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

皮膚科には常勤医２名、非常勤医６名が勤務しており、皮膚

科としては県南最大規模の病院のひとつで、日本皮膚科学会

認定の研修施設です。この８名で平日午前中と金曜日午後の

一般診療を担当し、平日午後には手術や予約診療を行ってい

ます。 

当科では通常の皮膚疾患をしっかり診断し治療することを

基本方針として診療をしています。診療疾患は多岐にわたる

ため、各種血液検査や病理検査に加えて、皮膚エコーやＭＲ

Ｉ、ＣＴなどの画像診断を有効に使い、まず確定診断を正確に

することを目標としています。治療は通常の内服療法、外用療

法のほか、手術療法や紫外線治療 (ＵＶＡ、ＵＶＢ)、アトピー

性皮膚炎に対する生物製剤治療も取り入れ効果をあげていま

す。 

 また、外来にはＱスイッチアレキサンドライトレーザーがあり、

健康保険診療としては太田母斑や異所性蒙古斑に、自費診療

としては老人性色素斑に著効しています。 

基本的に健康保険診療で治療していますが、いくつかの自

費診療を取り入れており、患者様のＱＯＬ向上に有益と考えて

います。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療 

平日午前中は３～４人体制で、金曜日午後は１診体制で一

般外来を行っています。平日午後は予約制で診療、手術、処

置、美容関係の自費診療などを行っています。 

２０１９年度の皮膚科延べ外来受診数は２０,６５５人であり、

月平均外来受診人数は１,７００人を超えています。受診内容は

湿疹アトピー性皮膚炎群、皮膚細菌感染症、真菌感染症、ウィ

ルス性皮膚疾患、尋常性 瘡、自己免疫性皮膚疾患、熱傷、

各種爪疾患、良性悪性皮膚腫瘍など多岐にわたっています。 

（２）手術 

毎週月曜日、水曜日、金曜日の午後に行っています。２０１

９年の手術件数は３８４件で、局所麻酔下での手術が主体で

す。９割以上が日帰り外来手術ですが、入院手術も受けてい

ます。内容は表皮嚢腫、脂肪腫、母斑などの良性腫瘍切除術

が多く、陥入爪根治術、皮膚悪性腫瘍切除術などが続きます。 

 

 

 

（３）紫外線治療 

当科には長波長紫外線治療器（ＰＵＶＡ、ＵＶＢ）とナローバ

ンド中波長紫外線治療器（エキシマライト）があり、尋常性乾癬、

アトピー性皮膚炎、掌蹠膿疱症などに対して光線治療を行い

良好な効果をあげています。 

（４）生物製剤による治療（自費診療部門） 

大部分は一般診療中に施行していますが、イオン導入と 

ケミカルピーリングは木曜日と金曜日の午後に予約にて 

施行しています。 

 

①アンチエイジン目的 レーザー治療 １６３件 

イオン導入 １５件 

ケミカルピーリング ９２件 

②男性型脱毛症への内服治療 

③円形脱毛症などに対する局所免疫療法（ＳＡＤＢＥ治療） 

④陥入爪への超弾性ワイヤーによる強制治療 

⑤ピアスホール作成 

（２０１９年４月～２０２０年３月） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講習習、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育・研修 

月曜日の外来診療後に臨床カンファレンスを行っています。

当院は皮膚科専門医の一般研修施設です。希望があれば初

期研修医及び後期研修医の皮膚科研修も受け入れています。 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

４月 ・当院におけるデュピルマブ投与３例の使用治験 

１１月 
・アトピー性皮膚炎におけるデュピクセントの治療

経験 

 

皮皮膚膚科科 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 太根 伸浩 

非常勤 ６名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

前年度から引き続き、外来は常勤医１名体制で、非常勤とし

て週３回は帝京大学病院から派遣医師が担当しています。診

療内容が多岐にわたるため 基本的な一般検査一式だけでな

く、ＯＣＴ・エコーなどの画像診断や各種血液検査も併用し、

幅広い眼科全般の診察（角膜疾患、白内障、緑内障、糖尿病

網膜症・加齢黄斑変性症・ＲＶＯなど網膜疾患）に対応してい

ます。 

特に専門である緑内障に関しては、より詳細な診療を行っ

ています。また神経眼科や頭頚部疾患の境界領域に対しても、

脳外科・耳鼻咽喉科などと連携し、CT・ＭＲＩなどの画像診断

を通じて、可及的速やかに対応できるようにしています。 

その他の全身疾患に関しても、他科と積極的に連携し、早

期発見・早期治療を目指しています。当院で対応が難しい各

疾患に対しては、それぞれの専門医が在籍の各連携施設に

ご紹介いたします。 

２０１９年７月２２日から手術を再開しました。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療 

月・水曜日は２診療体制、その他は１診療体制で外来診療

を行っています。午後は視野など含め検査やレーザー治療な

どを中心に行っています。 

（２）外来患者数（２０１９年４月～２０２０年３月） 

実実患患者者数数  延延べべ患患者者数数  

３,０８８人 ８,４８２人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）手術（観血的） 

２０１９年７月２２日からは、毎週月曜日（午後のみ）手術を行

っています。白内障・緑内障が中心ですが、引き続き抗ＶＥＧ

Ｆ抗体硝子体注射も行っています。特に緑内障に関しては、

最近、注目されてきている「より負担の少ない最小侵襲緑内障

手術（ＭＩＧＳ）」だけでなく、白内障＋緑内障同時手術も積極

的に施行しています。 

規模的制約があるため、角膜（内皮）移植や硝子体手術な

どの、より専門的で高度な設備が必要なケースは、各疾患の

専門医が在籍している連携機関（大学病院など）にご紹介して

います。 

 

術術  式式  症症例例数数（（ののべべ））  

白内障 ５６件 

緑内障 ２２件 

白内障＋緑内障 （同時） １７件 

その他 ５件 

硝子体注射 ６６件 

レーザー ７０件 

（２０１９年７月２２日～２０２０年３月３１日） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

スタッフを含め、東京都・埼玉県など近隣の教育・

研修会などに積極的に参加しています。 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 伊藤 理恵 

医員 飯島 孝四郎 

非常勤医 ７名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

皮膚科には常勤医２名、非常勤医６名が勤務しており、皮膚

科としては県南最大規模の病院のひとつで、日本皮膚科学会

認定の研修施設です。この８名で平日午前中と金曜日午後の

一般診療を担当し、平日午後には手術や予約診療を行ってい

ます。 

当科では通常の皮膚疾患をしっかり診断し治療することを

基本方針として診療をしています。診療疾患は多岐にわたる

ため、各種血液検査や病理検査に加えて、皮膚エコーやＭＲ

Ｉ、ＣＴなどの画像診断を有効に使い、まず確定診断を正確に

することを目標としています。治療は通常の内服療法、外用療

法のほか、手術療法や紫外線治療 (ＵＶＡ、ＵＶＢ)、アトピー

性皮膚炎に対する生物製剤治療も取り入れ効果をあげていま

す。 

 また、外来にはＱスイッチアレキサンドライトレーザーがあり、

健康保険診療としては太田母斑や異所性蒙古斑に、自費診療

としては老人性色素斑に著効しています。 

基本的に健康保険診療で治療していますが、いくつかの自

費診療を取り入れており、患者様のＱＯＬ向上に有益と考えて

います。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療 

平日午前中は３～４人体制で、金曜日午後は１診体制で一

般外来を行っています。平日午後は予約制で診療、手術、処

置、美容関係の自費診療などを行っています。 

２０１９年度の皮膚科延べ外来受診数は２０,６５５人であり、

月平均外来受診人数は１,７００人を超えています。受診内容は

湿疹アトピー性皮膚炎群、皮膚細菌感染症、真菌感染症、ウィ

ルス性皮膚疾患、尋常性 瘡、自己免疫性皮膚疾患、熱傷、

各種爪疾患、良性悪性皮膚腫瘍など多岐にわたっています。 

（２）手術 

毎週月曜日、水曜日、金曜日の午後に行っています。２０１

９年の手術件数は３８４件で、局所麻酔下での手術が主体で

す。９割以上が日帰り外来手術ですが、入院手術も受けてい

ます。内容は表皮嚢腫、脂肪腫、母斑などの良性腫瘍切除術

が多く、陥入爪根治術、皮膚悪性腫瘍切除術などが続きます。 

 

 

 

（３）紫外線治療 

当科には長波長紫外線治療器（ＰＵＶＡ、ＵＶＢ）とナローバ

ンド中波長紫外線治療器（エキシマライト）があり、尋常性乾癬、

アトピー性皮膚炎、掌蹠膿疱症などに対して光線治療を行い

良好な効果をあげています。 

（４）生物製剤による治療（自費診療部門） 

大部分は一般診療中に施行していますが、イオン導入と 

ケミカルピーリングは木曜日と金曜日の午後に予約にて 

施行しています。 

 

①アンチエイジン目的 レーザー治療 １６３件 

イオン導入 １５件 

ケミカルピーリング ９２件 

②男性型脱毛症への内服治療 

③円形脱毛症などに対する局所免疫療法（ＳＡＤＢＥ治療） 

④陥入爪への超弾性ワイヤーによる強制治療 

⑤ピアスホール作成 

（２０１９年４月～２０２０年３月） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講習習、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育・研修 

月曜日の外来診療後に臨床カンファレンスを行っています。

当院は皮膚科専門医の一般研修施設です。希望があれば初

期研修医及び後期研修医の皮膚科研修も受け入れています。 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

４月 ・当院におけるデュピルマブ投与３例の使用治験 

１１月 
・アトピー性皮膚炎におけるデュピクセントの治療

経験 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 太根 伸浩 

非常勤 ６名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

前年度から引き続き、外来は常勤医１名体制で、非常勤とし

て週３回は帝京大学病院から派遣医師が担当しています。診

療内容が多岐にわたるため 基本的な一般検査一式だけでな

く、ＯＣＴ・エコーなどの画像診断や各種血液検査も併用し、

幅広い眼科全般の診察（角膜疾患、白内障、緑内障、糖尿病

網膜症・加齢黄斑変性症・ＲＶＯなど網膜疾患）に対応してい

ます。 

特に専門である緑内障に関しては、より詳細な診療を行っ

ています。また神経眼科や頭頚部疾患の境界領域に対しても、

脳外科・耳鼻咽喉科などと連携し、CT・ＭＲＩなどの画像診断

を通じて、可及的速やかに対応できるようにしています。 

その他の全身疾患に関しても、他科と積極的に連携し、早

期発見・早期治療を目指しています。当院で対応が難しい各

疾患に対しては、それぞれの専門医が在籍の各連携施設に

ご紹介いたします。 

２０１９年７月２２日から手術を再開しました。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療 

月・水曜日は２診療体制、その他は１診療体制で外来診療

を行っています。午後は視野など含め検査やレーザー治療な

どを中心に行っています。 

（２）外来患者数（２０１９年４月～２０２０年３月） 

実実患患者者数数  延延べべ患患者者数数  

３,０８８人 ８,４８２人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）手術（観血的） 

２０１９年７月２２日からは、毎週月曜日（午後のみ）手術を行

っています。白内障・緑内障が中心ですが、引き続き抗ＶＥＧ

Ｆ抗体硝子体注射も行っています。特に緑内障に関しては、

最近、注目されてきている「より負担の少ない最小侵襲緑内障

手術（ＭＩＧＳ）」だけでなく、白内障＋緑内障同時手術も積極

的に施行しています。 

規模的制約があるため、角膜（内皮）移植や硝子体手術な

どの、より専門的で高度な設備が必要なケースは、各疾患の

専門医が在籍している連携機関（大学病院など）にご紹介して

います。 

 

術術  式式  症症例例数数（（ののべべ））  

白内障 ５６件 

緑内障 ２２件 

白内障＋緑内障 （同時） １７件 

その他 ５件 

硝子体注射 ６６件 

レーザー ７０件 

（２０１９年７月２２日～２０２０年３月３１日） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

スタッフを含め、東京都・埼玉県など近隣の教育・

研修会などに積極的に参加しています。 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 越智 篤 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

２０１８年４月より一般的な耳鼻科の病院診療（診断、外来治

療、入院治療、手術治療）をひろくカバーする科となっていま

す。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療 

月曜から土曜日まで午前は２診で外来診療を行っています。 

月曜日と木曜日の午後は全身麻酔の手術、 火曜日と金曜日

の午後は局所麻酔の手術やエコー下穿刺細胞診などを行っ

ています。 

（２）手術 

各部署（外来看護科・地域連携課・Ｃ２病棟看護科・麻酔科・

手術室看護科）と協力して、耳鼻科手術ができる体制を一歩一

歩構築し、２０１９年７月より徐々に耳鼻科全般の手術を開始し

ています。２０２０年３月現在、頭頚部癌をのぞく広い範囲の耳

鼻科手術を行っています。また、２０２０年４月より手術日が月

曜日の午後と水曜日の午前に変更となり、耳鼻科手術数の増

加が見込まれていましたが、ＣＯＶＩＤ-１９対応のため手術は

準緊急以外施行しておりません。現在、全国的に耳鼻科手術

の中止を勧告されておりますが、感染収束局面とともに学会か

ら再開の目安が出しだい耳鼻科手術を再開する予定です。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育・研修 

医局会にて上部消化管内視鏡施行医のための 「鼻の解剖

と鼻出血予防について」の講義を行いました。今年度より初期

研修医の耳鼻科研修を受け入れました。（救急科もしくは内科

研修中に週一日程度耳鼻科研修を実施しています。） 

（２）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

４月 気管支拡張症の副鼻腔病変 

１２月 加齢性難聴を正しく知ろう 

２月 鼻アレルギーの治療戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

ＣＯＶＩＤ-１９流行にともない、耳処置・鼻処置・経鼻の喉頭

内視鏡・ネブライザー・耳鼻科手術全般の感染防御上の扱い

がおおきくかわりました。この１～２年の社会の大きな変化と同

様に、感染収束後の耳鼻咽喉科診療の形も大きく変わるもの

と思われます。あらたな感染防止基準を順守し耳鼻咽喉科診

療現場での水平感染を防ぐとともに、流行前からかわらない医

療水準を保持していきたいと考えます。 

 

 

KCODE 手術名 件数 

K005$ 皮膚，皮下腫瘍摘出術（露出部） ２ 

K013-21 全層植皮術（２５ 未満） １ 

K2862 外耳道異物除去術（複雑なもの） １ 

K287 先天性耳瘻管摘出術 ２ 

K292 
外耳道腫瘍摘出術（外耳道真珠腫手術を

含む。） 
１ 

K300 鼓膜切開術 ２ 

K309 鼓膜（排液、換気）チューブ挿入術 ８ 

K3191 鼓室形成手術（耳小骨温存術） ３ 

K331 鼻腔粘膜焼灼術 ５ 

K333 鼻骨骨折整復固定術 １ 

K340 鼻茸摘出術 ２ 

K340-5 
内視鏡下鼻・副鼻腔手術３型（選択的（複

数洞）副鼻腔手術） 
１４ 

K342 鼻副鼻腔腫瘍摘出術 １ 

K347-3 
内視鏡下中隔手術Ⅰ型（骨、軟骨手術） １ 

内視鏡下鼻中隔手術１型（骨、軟骨手術） ３ 

K347-5 内視鏡下鼻腔手術１型（下鼻甲介手術） ２ 

K347-6 内視鏡下鼻腔手術２型（鼻腔内手術） ２ 

K352-3 副鼻腔炎術後後出血止血法 １ 

K367 咽後膿瘍切開術 １ 

K370 アデノイド切除術 ６ 

K3772 口蓋扁桃手術（摘出） １２ 

K3892 
声帯ポリープ切除術（直達喉頭鏡によるも

の） 
２ 

K401 気管口狭窄拡大術 ２ 

K403-23 嚥下機能手術（喉頭気管分離術） １ 

計 ７６ 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 雪田 慎二 

医長 荻野マリエ 

※他科と重複している場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

埼玉協同病院の精神科は１９８６年に開設されました。当初

は精神科非常勤医師１名の体制で始まり、１９９３年からは常勤

化され、３０年近くが経過しました。現在は常勤医師２名の体制

で診療を行っています。 

長らく日本の精神医療は、単科精神病院での入院治療を中

心に展開されてきました。しかし、１９７０年代以降は地域の中

で生活しながら治療を受けることが重要視されるようになり、現

在は、地域の中に数多くの精神科クリニックが開設され、以前

と比べて精神科医療は敷居の低い存在となっています。一方

で、総合病院における精神科医療は大きく広がることはなく、

総合病院精神科の必要性が周知されつつある現在でも、常勤

医師が複数名所属する病院は非常に少ないのが現状です。 

当院は総合病院に開設された精神病床を持たない精神科

として以下のような特徴をもった医療を展開しています。 

まず第一に、当院が地域の第一線の医療機関であることか

ら、高齢者から若い方（概ね高校生以上）まで幅広い年齢層の

患者を受け入れています。精神科入院医療を必要とするよう

な重症例は受け入れることはできませんが、うつ病、不安障害、

アルコール性依存症、認知症、慢性期の統合失調症など幅広

い疾患を受け入れています。 

第二には、身体疾患の治療をしながら精神科医療を提供で

きることも特徴です。特に高齢期には身体疾患に加え、認知

症やうつ状態の合併も多く、こころと体の問題を総合的に診て

いくことで質の高い医療が提供できます。 

第三には、最近は出産子育ての過程で精神的に不安定と

なる方や、あるいは精神疾患をもともと抱える中で出産子育て

をする方も増えてきており、産婦人科、小児科などとも連携をと

りながら家族全体の生活を支援していくことも大切な活動とな

っています。 

前記のような特徴を生かし発展させるために、地域住民、他

の医療機関、行政、地域の福祉施設などとの連携を強める活

動も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療 

①再来：月曜日～金曜日、１-２診体制、実患者数９４７人、 

延べ患者数７,９８３人 

②新患：月曜日、２人/週、実患者数１４０人 

③精神科デイケア：月曜日～金曜日、登録者数３８人、 

延べ利用者数２,０６７人 

④被ばく相談外来：第１火曜日、放射線被ばくによる健康問 

題の相談援助 

（２）病棟診療 

①他科の入院患者への精神科医療の提供。他職種による 

チーム活動。 

1）緩和ケアチーム（Ｐ１７４参照） 

２）認知症ケアチーム（Ｐ１７９参照） 

３）精神科リエゾンコンサルテーションチーム（Ｐ１７９参照） 

②緩和ケア医療（病棟スタッフとして診療） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）精神科多職種カンファレンス 毎週月曜日 

（２）精神科抄読会 毎週木曜日または金曜日 

（３）講演活動等（Ｐ１８８参照） 

５月 ・志木市ケアマネ研修会 

２月 ・アルコール依存症 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

 デイケアは他院所管理の患者も積極的に受け入れています。

また、院内チーム活動の強化を行います。 

 

 

  

  

精精神神科科 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 越智 篤 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

２０１８年４月より一般的な耳鼻科の病院診療（診断、外来治

療、入院治療、手術治療）をひろくカバーする科となっていま

す。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療 

月曜から土曜日まで午前は２診で外来診療を行っています。 

月曜日と木曜日の午後は全身麻酔の手術、 火曜日と金曜日

の午後は局所麻酔の手術やエコー下穿刺細胞診などを行っ

ています。 

（２）手術 

各部署（外来看護科・地域連携課・Ｃ２病棟看護科・麻酔科・

手術室看護科）と協力して、耳鼻科手術ができる体制を一歩一

歩構築し、２０１９年７月より徐々に耳鼻科全般の手術を開始し

ています。２０２０年３月現在、頭頚部癌をのぞく広い範囲の耳

鼻科手術を行っています。また、２０２０年４月より手術日が月

曜日の午後と水曜日の午前に変更となり、耳鼻科手術数の増

加が見込まれていましたが、ＣＯＶＩＤ-１９対応のため手術は

準緊急以外施行しておりません。現在、全国的に耳鼻科手術

の中止を勧告されておりますが、感染収束局面とともに学会か

ら再開の目安が出しだい耳鼻科手術を再開する予定です。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）教育・研修 

医局会にて上部消化管内視鏡施行医のための 「鼻の解剖

と鼻出血予防について」の講義を行いました。今年度より初期

研修医の耳鼻科研修を受け入れました。（救急科もしくは内科

研修中に週一日程度耳鼻科研修を実施しています。） 

（２）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

４月 気管支拡張症の副鼻腔病変 

１２月 加齢性難聴を正しく知ろう 

２月 鼻アレルギーの治療戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

ＣＯＶＩＤ-１９流行にともない、耳処置・鼻処置・経鼻の喉頭

内視鏡・ネブライザー・耳鼻科手術全般の感染防御上の扱い

がおおきくかわりました。この１～２年の社会の大きな変化と同

様に、感染収束後の耳鼻咽喉科診療の形も大きく変わるもの

と思われます。あらたな感染防止基準を順守し耳鼻咽喉科診

療現場での水平感染を防ぐとともに、流行前からかわらない医

療水準を保持していきたいと考えます。 

 

 

KCODE 手術名 件数 

K005$ 皮膚，皮下腫瘍摘出術（露出部） ２ 

K013-21 全層植皮術（２５ 未満） １ 

K2862 外耳道異物除去術（複雑なもの） １ 

K287 先天性耳瘻管摘出術 ２ 

K292 
外耳道腫瘍摘出術（外耳道真珠腫手術を

含む。） 
１ 

K300 鼓膜切開術 ２ 

K309 鼓膜（排液、換気）チューブ挿入術 ８ 

K3191 鼓室形成手術（耳小骨温存術） ３ 

K331 鼻腔粘膜焼灼術 ５ 

K333 鼻骨骨折整復固定術 １ 

K340 鼻茸摘出術 ２ 

K340-5 
内視鏡下鼻・副鼻腔手術３型（選択的（複

数洞）副鼻腔手術） 
１４ 

K342 鼻副鼻腔腫瘍摘出術 １ 

K347-3 
内視鏡下中隔手術Ⅰ型（骨、軟骨手術） １ 

内視鏡下鼻中隔手術１型（骨、軟骨手術） ３ 

K347-5 内視鏡下鼻腔手術１型（下鼻甲介手術） ２ 

K347-6 内視鏡下鼻腔手術２型（鼻腔内手術） ２ 

K352-3 副鼻腔炎術後後出血止血法 １ 

K367 咽後膿瘍切開術 １ 

K370 アデノイド切除術 ６ 

K3772 口蓋扁桃手術（摘出） １２ 

K3892 
声帯ポリープ切除術（直達喉頭鏡によるも

の） 
２ 

K401 気管口狭窄拡大術 ２ 

K403-23 嚥下機能手術（喉頭気管分離術） １ 

計 ７６ 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 雪田 慎二 

医長 荻野マリエ 

※他科と重複している場合があります 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

埼玉協同病院の精神科は１９８６年に開設されました。当初

は精神科非常勤医師１名の体制で始まり、１９９３年からは常勤

化され、３０年近くが経過しました。現在は常勤医師２名の体制

で診療を行っています。 

長らく日本の精神医療は、単科精神病院での入院治療を中

心に展開されてきました。しかし、１９７０年代以降は地域の中

で生活しながら治療を受けることが重要視されるようになり、現

在は、地域の中に数多くの精神科クリニックが開設され、以前

と比べて精神科医療は敷居の低い存在となっています。一方

で、総合病院における精神科医療は大きく広がることはなく、

総合病院精神科の必要性が周知されつつある現在でも、常勤

医師が複数名所属する病院は非常に少ないのが現状です。 

当院は総合病院に開設された精神病床を持たない精神科

として以下のような特徴をもった医療を展開しています。 

まず第一に、当院が地域の第一線の医療機関であることか

ら、高齢者から若い方（概ね高校生以上）まで幅広い年齢層の

患者を受け入れています。精神科入院医療を必要とするよう

な重症例は受け入れることはできませんが、うつ病、不安障害、

アルコール性依存症、認知症、慢性期の統合失調症など幅広

い疾患を受け入れています。 

第二には、身体疾患の治療をしながら精神科医療を提供で

きることも特徴です。特に高齢期には身体疾患に加え、認知

症やうつ状態の合併も多く、こころと体の問題を総合的に診て

いくことで質の高い医療が提供できます。 

第三には、最近は出産子育ての過程で精神的に不安定と

なる方や、あるいは精神疾患をもともと抱える中で出産子育て

をする方も増えてきており、産婦人科、小児科などとも連携をと

りながら家族全体の生活を支援していくことも大切な活動とな

っています。 

前記のような特徴を生かし発展させるために、地域住民、他

の医療機関、行政、地域の福祉施設などとの連携を強める活

動も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）外来診療 

①再来：月曜日～金曜日、１-２診体制、実患者数９４７人、 

延べ患者数７,９８３人 

②新患：月曜日、２人/週、実患者数１４０人 

③精神科デイケア：月曜日～金曜日、登録者数３８人、 

延べ利用者数２,０６７人 

④被ばく相談外来：第１火曜日、放射線被ばくによる健康問 

題の相談援助 

（２）病棟診療 

①他科の入院患者への精神科医療の提供。他職種による 

チーム活動。 

1）緩和ケアチーム（Ｐ１７４参照） 

２）認知症ケアチーム（Ｐ１７９参照） 

３）精神科リエゾンコンサルテーションチーム（Ｐ１７９参照） 

②緩和ケア医療（病棟スタッフとして診療） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）精神科多職種カンファレンス 毎週月曜日 

（２）精神科抄読会 毎週木曜日または金曜日 

（３）講演活動等（Ｐ１８８参照） 

５月 ・志木市ケアマネ研修会 

２月 ・アルコール依存症 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

 デイケアは他院所管理の患者も積極的に受け入れています。

また、院内チーム活動の強化を行います。 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 稲村 充則 

副部長 野口 周一 

※他科と重複している場合があります 

 

２２．．概概要要・・特特徴徴・・特特色色  

患者・家族の意向を大切に早期から生活を見据えた退院

支援（意思決定支援）を多職種協働で、脳血管疾患（脳卒中

後）や骨・感染疾患（整形外科手術後など）を中心に診療し

ています。 

技術はもちろんですが、患者さんがリハビリテーションの

主体者として取り組むためのサポートを日々行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．回回復復期期リリハハビビリリテテーーシショョンン病病棟棟  

（１）医師体制 

役役職職名名  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

医長 野口 周一 

医員 高石 光雄 

※他科と重複している場合があります 

（２）特徴 

急性期病棟からの転科の患者さんとともに他の病院から

紹介された患者さんも多く入院しています。入院中、併存疾

患の悪化などにより、急性期治療が必要になることもありま

すが、他科との相談はしやすく、連携が図れ、円滑な治療を

行っています。また、精神科や人工透析もあり、他院の回復

期病棟では治療ができない患者さんを受け入れるも可能と

なっており、守備範囲が広く大切な役割を地域で担っていま

す。 

（３）２０１９年度の実績               （単位：年） 

入院患者数 ２９３人 

（その内、転科入院患者数） （１５２人） 

（その内、紹介入院患者数） （１４１人） 

在宅復帰率 ８８.１％ 

占床率 ９４.５％ 

平均在院日数 ５６.５日 

患者一人あたりのリハビリ単位数 ５.９５単位/日 

回復期リハビリテーション病棟入院料１算定。 

（４）疾患別割合 

脳血管疾患 脳出血 ３８人 １３.０％ 

脳梗塞 １０５人 ３５.８％ 

くも膜下出血 ５人 １.７％ 

骨・関節疾患 人工関節 ５３人 １８.１％ 

下肢骨折 ４８人 １６.４％ 

脊椎・骨盤 ２９人 ９.９％ 

廃用症候群 ６人 ２.０％ 

脊髄損傷 ５人 １.７％ 

下肢切断 ２人 ０.７％ 

その他 ２人 ０.７％ 

（期間：２０１９年４月～２０２０年３月） 

（５）カンファレンスの開催 

①職種：医師、看護師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、 

言語聴覚士、介護福祉士、管理栄養士、ＭＳＷ 

②カンファレンスの開催 １回/週 

③家屋調査の実施数 １１３回 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 西川 毅 

科長 黒羽根 朋子 

医長 金子 吾朗 

医員 岩切 裕子 

非常勤 ８名 

初期研修医は適宜受け入れており、医長の金子吾朗医師

を中心に指導しています。 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）手術室  

２０１９年の総手術件数は２,６３８件、そのうち麻酔科管理は

２,０５０件(７７.７％)でした。症例件数では、金子吾朗先生の復

帰により、緊急帝王切開の待機が可能となり、また各種ブロッ

ク麻酔も増えました。 

 

 

 

 

 

 

（２）外来診療 

①酔科外来 

２００６年５月より始まった外来は、術前診察目的で月曜 

日・土曜日の週２日行っています。２０１０年にＦ棟が完成 

し、２階で麻酔科外来を行っています。３診中２診で看護 

師の問診を行い、１診で医師の診察を行っています。 

２０１９年の麻酔科外来総患者数は１,８１３人でした。 

②ペインクリニック 

２０１６年４月から、毎週水曜日に東京女子医科大学の畔 

柳綾医師にお越しいただき、金子吾朗医師と２人で診察 

を行っています。三叉神経痛、頸椎症、頸椎ヘルニア、 

肋間神経痛、腰部脊柱管狭窄症、腰椎ヘルニアなど、対 

象は痛み全般です。薬物治療、局所麻酔によるブロック、 

透視下ブロック、高周波熱凝固治療等施行しています。 

２０１９年度の患者数は９１８人でした。 

③術前術後回診 

予定手術の術前回診のほとんどは麻酔科外来で済まさ 

れていますが、緊急、準緊急症例は病棟訪問しています。 

 

３３．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学会・研究会等の発表（Ｐ１８０参照） 

９月 ・周術期管理チームセミナー 麻酔器と医療用ガス

配管 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 稲村 充則 

副部長 野口 周一 

※他科と重複している場合があります 

 

２２．．概概要要・・特特徴徴・・特特色色  

患者・家族の意向を大切に早期から生活を見据えた退院

支援（意思決定支援）を多職種協働で、脳血管疾患（脳卒中

後）や骨・感染疾患（整形外科手術後など）を中心に診療し

ています。 

技術はもちろんですが、患者さんがリハビリテーションの

主体者として取り組むためのサポートを日々行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．回回復復期期リリハハビビリリテテーーシショョンン病病棟棟  

（１）医師体制 

役役職職名名  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

医長 野口 周一 

医員 高石 光雄 

※他科と重複している場合があります 

（２）特徴 

急性期病棟からの転科の患者さんとともに他の病院から

紹介された患者さんも多く入院しています。入院中、併存疾

患の悪化などにより、急性期治療が必要になることもありま

すが、他科との相談はしやすく、連携が図れ、円滑な治療を

行っています。また、精神科や人工透析もあり、他院の回復

期病棟では治療ができない患者さんを受け入れるも可能と

なっており、守備範囲が広く大切な役割を地域で担っていま

す。 

（３）２０１９年度の実績               （単位：年） 

入院患者数 ２９３人 

（その内、転科入院患者数） （１５２人） 

（その内、紹介入院患者数） （１４１人） 

在宅復帰率 ８８.１％ 

占床率 ９４.５％ 

平均在院日数 ５６.５日 

患者一人あたりのリハビリ単位数 ５.９５単位/日 

回復期リハビリテーション病棟入院料１算定。 

（４）疾患別割合 

脳血管疾患 脳出血 ３８人 １３.０％ 

脳梗塞 １０５人 ３５.８％ 

くも膜下出血 ５人 １.７％ 

骨・関節疾患 人工関節 ５３人 １８.１％ 

下肢骨折 ４８人 １６.４％ 

脊椎・骨盤 ２９人 ９.９％ 

廃用症候群 ６人 ２.０％ 

脊髄損傷 ５人 １.７％ 

下肢切断 ２人 ０.７％ 

その他 ２人 ０.７％ 

（期間：２０１９年４月～２０２０年３月） 

（５）カンファレンスの開催 

①職種：医師、看護師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、 

言語聴覚士、介護福祉士、管理栄養士、ＭＳＷ 

②カンファレンスの開催 １回/週 

③家屋調査の実施数 １１３回 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 西川 毅 

科長 黒羽根 朋子 

医長 金子 吾朗 

医員 岩切 裕子 

非常勤 ８名 

初期研修医は適宜受け入れており、医長の金子吾朗医師

を中心に指導しています。 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）手術室  

２０１９年の総手術件数は２,６３８件、そのうち麻酔科管理は

２,０５０件(７７.７％)でした。症例件数では、金子吾朗先生の復

帰により、緊急帝王切開の待機が可能となり、また各種ブロッ

ク麻酔も増えました。 

 

 

 

 

 

 

（２）外来診療 

①酔科外来 

２００６年５月より始まった外来は、術前診察目的で月曜 

日・土曜日の週２日行っています。２０１０年にＦ棟が完成 

し、２階で麻酔科外来を行っています。３診中２診で看護 

師の問診を行い、１診で医師の診察を行っています。 

２０１９年の麻酔科外来総患者数は１,８１３人でした。 

②ペインクリニック 

２０１６年４月から、毎週水曜日に東京女子医科大学の畔 

柳綾医師にお越しいただき、金子吾朗医師と２人で診察 

を行っています。三叉神経痛、頸椎症、頸椎ヘルニア、 

肋間神経痛、腰部脊柱管狭窄症、腰椎ヘルニアなど、対 

象は痛み全般です。薬物治療、局所麻酔によるブロック、 

透視下ブロック、高周波熱凝固治療等施行しています。 

２０１９年度の患者数は９１８人でした。 

③術前術後回診 

予定手術の術前回診のほとんどは麻酔科外来で済まさ 

れていますが、緊急、準緊急症例は病棟訪問しています。 

 

３３．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学会・研究会等の発表（Ｐ１８０参照） 

９月 ・周術期管理チームセミナー 麻酔器と医療用ガス

配管 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００77 参参照照））  

部長 石津 英喜 

産婦人科副部長 芳賀 厚子 

消化器内科医員 大石 克巳 

非常勤 江石 義信、北野 元生 

   ※他科と重複している場合があります 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

常勤医１名と非常勤医２名の病理医が診断を行っています。

難しい症例は東京医科歯科大学より週１回指導をしていただ

き、慎重に最終診断をしております。内視鏡の病理診断につ

いては日本消化器内視鏡学会専門医にも診断に加わってい

ただき精度の向上に努めております。 

細胞診断では日本臨床細胞学会で認定を受けた５名の細

胞検査士とともに診断を行っています。特に婦人科細胞診で

は、産婦人科臨床医でもある細胞診専門医との緊密な協力の

下に診断にあたっています。 

当院の特徴として病理診断管理加算を算定するために病理

診断以外の勤務を制限する体制はとっておりません。病理専

門医であっても当直、外来、内視鏡検査などをしながら病理診

断管理加算以上の貢献ができる勤務体制や、病理診断をしな

がら臨床能力も高め続けることのできる病理医の養成に努め

ています。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）検体数の推移 

 解剖数 生検数 細胞診数 

２０１２年 １４ ６,９８９ ６,９３７ 

２０１３年 ８ ７,１３８ ６,９８２ 

２０１４年 ９ ７,１３６ ６,９２３ 

２０１５年 １２ ６,１４７ ７,４０５ 

２０１６年 ２０ ５,９５５ ７,５０３ 

２０１７年 ８ ５,９３０ ６,４３６ 

２０１８年 １４ ５,５５１ ６,２６６ 

２０１９年 １１ ５,１４５ ６,２３６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）認定施設 

日本病理学会研修認定施設Ｂ 

日本臨床細胞学会教育研修施設 

日本臨床細胞学会認定施設  

（２）症例検討 

病理科内での症例検討会 週１回 

消化器カンファレンス 週１回 

ＣＰＣ（臨床病理検討会） 医局主催で月 1 回 

乳腺カンファレンス 週１回 

（３）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

５月 症例提示 

１０月 症例提示 

１月 症例提示 

（４）著書・論文・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

病理クイズ ５０歳代女性の胃粘膜下腫瘍 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

２０２０年度に、レポ－トシステムが更新しており、なお一層

臨床へわかりやすい結果返しに努めて参りたいです。 
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２２００１１９９年年病病理理統統計計  ＜＜法法人人内内院院所所別別統統計計＞＞  

院院所所名名  検検体体数数  主主なな病病変変（（疑疑いい含含むむ））  

浦和民主診療所   上部消化管生検 120 胃癌１０、胃腺腫８、十二指腸癌１、アニサキス１ 

川口診療所      上部消化管生検 23 胃腺腫１ 

さいわい診療所   上部消化管生検 107 食道扁平上皮癌２、胃癌６、胃腺腫５、 

埼玉協同病院  4,059（下記参照） 

大井協同診療所   上部消化管生検 75 食道扁平上皮癌２、胃癌３、胃腺腫２、十二指腸腺腫１ 

埼玉西協同病院 

上部消化管生検 152 

下部消化管生検 146 

皮膚生検 1 

計 299 

食道扁平上皮癌３、胃癌１２、胃腺腫４ 

大腸癌１６、大腸内視鏡切除97 件 (粘膜内癌6） 

所沢診療所     上部消化管生検 20 胃癌３、胃腺腫１ 

行田協立診療所   上部消化管生検 32 胃腺腫１、十二指腸腺腫１ 

熊谷生協病院    上部消化管生検 78 食道扁平上皮癌１、胃癌９、胃腺腫２、 

秩父生協病院    上部消化管生検 77 食道扁平上皮癌２、胃癌３、十二指腸腺腫１ 

おおみや生協診療所  上部消化管生検 130 食道扁平上皮癌２、胃癌７、胃腺腫６ 

かすかべ生協診療所 上部消化管生検 124 食道扁平上皮癌１、胃癌７、胃腺腫９、 

計 5,145  

 

 

＜＜埼埼玉玉協協同同病病院院  ４４,,００５５９９件件＞＞  

科科・・種種類類  件件数数  主主なな病病変変  

上部消化管

EMR+ESD 

47 食道扁平上皮癌３ 

胃癌-４２（三重癌１、二重癌３、SM 浸潤３）、胃腺腫-１、 胃過形成ポリープﾟ-１ 

上部消化管

生検 

896 咽頭癌１、食道上皮内癌-23。食道上皮内腫瘍疑い含め-6、食道顆粒細胞腫１、 

胃 group５-７６、group４-２１、 group３-３７、 group２-３０、NET１、好酸球性胃腸症２、胃 NET-２、

転移疑い１、  

下部消化管

EMR 

526 癌-71（SM 浸潤癌５）、 腺腫-454（複数同時切除も 1 件として数えてあります）、直腸カルチノイド

１ 

下部消化管

生検 

444 Group５-１１６、 group４-６、group３-１４３、悪性リンパ腫１、直腸カルチノイド-１、平滑筋腫１ 

潰瘍性大腸炎-疑い含め（約５６） 

肝胆膵生検 48 自己免疫性肝炎-３、肝転移３（未分化癌１、小細胞癌１）、肝門部リンパ節転移１、悪性リンパ腫２ 

腺癌２０（胆管癌１０、膵癌１０） 

肺・胸膜生検 54 肺生検（扁平上皮癌４、腺癌-６、小細胞癌-２、組織型不明１）、中皮腫１, 

リンパ節 17 悪性リンパ腫（DLBCL５、血管免疫芽球型 T 細胞性１、NK/T１、末梢型 T 細胞性１、免疫抑制剤

関連１、未分化大細胞型１、組織型不明１、転移１（乳癌疑い）、反応性５ 

骨髄生検 37 骨髄腫-３、ITP-１、再生不良性貧血-４、骨髄増殖性疾患（本態性血小板血症５、多血症１、骨髄

線維症１）、MDS-１、巨赤芽球性貧血１、白血病４、悪性リンパ腫１（いずれも疑い含む） 

婦人科生検 663 

 

頸部生検（SIL１８３、扁平上皮癌（浸潤疑い）６、上皮内腺癌疑い２、腺癌１）   

内膜生検（増殖症４７、異型増殖症１０、腺癌-１４）, 

Mole（疑い含め３） 

婦人科手術 158 円錐切除４６ 

子宮７９（異型増殖症３、異形成８） 

卵巣良性３４（デルモイド１２、内膜症７、粘液性３、 漿液性４、混合性１、線維腫２、平滑筋腫１）、 

粘液境界悪性１、カルチノイド１、子宮外妊娠３ 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００77 参参照照））  

部長 石津 英喜 

産婦人科副部長 芳賀 厚子 

消化器内科医員 大石 克巳 

非常勤 江石 義信、北野 元生 

   ※他科と重複している場合があります 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

常勤医１名と非常勤医２名の病理医が診断を行っています。

難しい症例は東京医科歯科大学より週１回指導をしていただ

き、慎重に最終診断をしております。内視鏡の病理診断につ

いては日本消化器内視鏡学会専門医にも診断に加わってい

ただき精度の向上に努めております。 

細胞診断では日本臨床細胞学会で認定を受けた５名の細

胞検査士とともに診断を行っています。特に婦人科細胞診で

は、産婦人科臨床医でもある細胞診専門医との緊密な協力の

下に診断にあたっています。 

当院の特徴として病理診断管理加算を算定するために病理

診断以外の勤務を制限する体制はとっておりません。病理専

門医であっても当直、外来、内視鏡検査などをしながら病理診

断管理加算以上の貢献ができる勤務体制や、病理診断をしな

がら臨床能力も高め続けることのできる病理医の養成に努め

ています。 

 

３３．．診診療療実実績績  

（１）検体数の推移 

 解剖数 生検数 細胞診数 

２０１２年 １４ ６,９８９ ６,９３７ 

２０１３年 ８ ７,１３８ ６,９８２ 

２０１４年 ９ ７,１３６ ６,９２３ 

２０１５年 １２ ６,１４７ ７,４０５ 

２０１６年 ２０ ５,９５５ ７,５０３ 

２０１７年 ８ ５,９３０ ６,４３６ 

２０１８年 １４ ５,５５１ ６,２６６ 

２０１９年 １１ ５,１４５ ６,２３６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）認定施設 

日本病理学会研修認定施設Ｂ 

日本臨床細胞学会教育研修施設 

日本臨床細胞学会認定施設  

（２）症例検討 

病理科内での症例検討会 週１回 

消化器カンファレンス 週１回 

ＣＰＣ（臨床病理検討会） 医局主催で月 1 回 

乳腺カンファレンス 週１回 

（３）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

５月 症例提示 

１０月 症例提示 

１月 症例提示 

（４）著書・論文・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

病理クイズ ５０歳代女性の胃粘膜下腫瘍 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

２０２０年度に、レポ－トシステムが更新しており、なお一層

臨床へわかりやすい結果返しに努めて参りたいです。 
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２２００１１９９年年病病理理統統計計  ＜＜法法人人内内院院所所別別統統計計＞＞  

院院所所名名  検検体体数数  主主なな病病変変（（疑疑いい含含むむ））  

浦和民主診療所   上部消化管生検 120 胃癌１０、胃腺腫８、十二指腸癌１、アニサキス１ 

川口診療所      上部消化管生検 23 胃腺腫１ 

さいわい診療所   上部消化管生検 107 食道扁平上皮癌２、胃癌６、胃腺腫５、 

埼玉協同病院  4,059（下記参照） 

大井協同診療所   上部消化管生検 75 食道扁平上皮癌２、胃癌３、胃腺腫２、十二指腸腺腫１ 

埼玉西協同病院 

上部消化管生検 152 

下部消化管生検 146 

皮膚生検 1 

計 299 

食道扁平上皮癌３、胃癌１２、胃腺腫４ 

大腸癌１６、大腸内視鏡切除97 件 (粘膜内癌6） 

所沢診療所     上部消化管生検 20 胃癌３、胃腺腫１ 

行田協立診療所   上部消化管生検 32 胃腺腫１、十二指腸腺腫１ 

熊谷生協病院    上部消化管生検 78 食道扁平上皮癌１、胃癌９、胃腺腫２、 

秩父生協病院    上部消化管生検 77 食道扁平上皮癌２、胃癌３、十二指腸腺腫１ 

おおみや生協診療所  上部消化管生検 130 食道扁平上皮癌２、胃癌７、胃腺腫６ 

かすかべ生協診療所 上部消化管生検 124 食道扁平上皮癌１、胃癌７、胃腺腫９、 

計 5,145  

 

 

＜＜埼埼玉玉協協同同病病院院  ４４,,００５５９９件件＞＞  

科科・・種種類類  件件数数  主主なな病病変変  

上部消化管

EMR+ESD 

47 食道扁平上皮癌３ 

胃癌-４２（三重癌１、二重癌３、SM 浸潤３）、胃腺腫-１、 胃過形成ポリープﾟ-１ 

上部消化管

生検 

896 咽頭癌１、食道上皮内癌-23。食道上皮内腫瘍疑い含め-6、食道顆粒細胞腫１、 

胃 group５-７６、group４-２１、 group３-３７、 group２-３０、NET１、好酸球性胃腸症２、胃 NET-２、

転移疑い１、  

下部消化管

EMR 

526 癌-71（SM 浸潤癌５）、 腺腫-454（複数同時切除も 1 件として数えてあります）、直腸カルチノイド

１ 

下部消化管

生検 

444 Group５-１１６、 group４-６、group３-１４３、悪性リンパ腫１、直腸カルチノイド-１、平滑筋腫１ 

潰瘍性大腸炎-疑い含め（約５６） 

肝胆膵生検 48 自己免疫性肝炎-３、肝転移３（未分化癌１、小細胞癌１）、肝門部リンパ節転移１、悪性リンパ腫２ 

腺癌２０（胆管癌１０、膵癌１０） 

肺・胸膜生検 54 肺生検（扁平上皮癌４、腺癌-６、小細胞癌-２、組織型不明１）、中皮腫１, 

リンパ節 17 悪性リンパ腫（DLBCL５、血管免疫芽球型 T 細胞性１、NK/T１、末梢型 T 細胞性１、免疫抑制剤

関連１、未分化大細胞型１、組織型不明１、転移１（乳癌疑い）、反応性５ 

骨髄生検 37 骨髄腫-３、ITP-１、再生不良性貧血-４、骨髄増殖性疾患（本態性血小板血症５、多血症１、骨髄

線維症１）、MDS-１、巨赤芽球性貧血１、白血病４、悪性リンパ腫１（いずれも疑い含む） 

婦人科生検 663 

 

頸部生検（SIL１８３、扁平上皮癌（浸潤疑い）６、上皮内腺癌疑い２、腺癌１）   

内膜生検（増殖症４７、異型増殖症１０、腺癌-１４）, 

Mole（疑い含め３） 

婦人科手術 158 円錐切除４６ 

子宮７９（異型増殖症３、異形成８） 

卵巣良性３４（デルモイド１２、内膜症７、粘液性３、 漿液性４、混合性１、線維腫２、平滑筋腫１）、 

粘液境界悪性１、カルチノイド１、子宮外妊娠３ 
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科科・・種種類類  件件数数  主主なな病病変変  

外科 手術 485 

+ 

乳腺生検178 

 

乳癌６７、 乳腺針および生検（悪性９２, 境界病変７、良性７８） 

胃 GIST１、十二指腸 GIST１、胃癌２２、小腸癌２、小腸リンパ腫１、大腸癌８８、虫垂炎７８、粘液嚢

腫２、 胆嚢（良性）１４３、胆嚢癌２、 胆管癌３、十二指腸乳頭癌３ 

膵癌-１、膵IPMN２。胃NEC１、 肝臓（転移１０、HCC８、ICC１、炎症１、血管腫１、リンパ濾胞１）、

腹腔内デスモイド１、 

脾臓過誤腫１、ITP 脾摘１、脾臓リンパ増殖性１，副脾１、メッケル憩室４ 

大腸憩室炎６，捻転および絞扼６、大腸穿孔４，小腸穿孔１、腸間膜膿瘍１、 

肺癌１９（腺癌５、扁平上皮癌２、転移（大腸癌７、乳癌２、不明２）、胸膜播種１ 

肺良性（肺ブラ切除４、 肺の炎症病変１） 

皮膚科 357 粉瘤８５、 母斑２８、基底細胞癌８、ボーエン病１１, 扁平上皮癌４、皮膚リンパ腫３、 Paget 病１、

血管肉腫１、菌状息肉症１、転移１（肺癌） 

整形外科 35 腺房細胞癌骨転移１、甲状腺癌大腿骨転移１、大腿部未分化多型肉腫１ 

耳鼻科 114 甲状腺乳頭癌１、耳下腺腺腫１、外耳道悪性黒色腫疑い１、リンパ腫３、扁平上皮癌７（喉頭２、咽

頭３、鼻中隔１、舌根１） 

 

  

 

＜＜解解剖剖例例＞＞  

 臨臨床床診診断断  病病理理診診断断  

2019-1 肺炎治療後、心不全 右肺気管支肺炎、肺気腫、低栄養状態 

2019-2 敗血症、多臓器不全（呼吸不全、腎不全、肝不全）、 

アルコール性肝障害  

敗血症（両腎・心筋・前立腺・縦隔リンパ節の微小膿瘍・左

腰部後腹膜膿瘍）、気管支肺炎、アルコール性肝硬変 

2019-3 糖尿病性腎症による維持透析状態、両下肢壊疽切断

後 

糖尿病性腎症、両下肢切断後の状態、全結腸の炎症性

変化、膵尾部に嚢胞性病変（IPMA）、肺水腫 

2019-4 心肺蘇生後の状態、拡張型心筋症疑い、慢性腎不全

（透析状態）、胆のう炎 

心肺蘇生後の状態、拡張型心筋症、慢性腎不全終末期

状態（透析状態）、胆のう炎 

2019-5 右胸水貯留、肺癌疑い 右肺腺癌、癌性リンパ管症、両側肺門リンパ節転移、左肺

転移、左副腎転移 

2019-6 胃 GIST 術後再発、肝転移、腹膜播種 膵体尾部癌（低分化腺癌）、腹膜播種、 

胃 GIST 術後・肝転移治療後寛解状態 

2019-7 癌性腹膜炎、腹水貯留、原発不明 子宮頸部腺癌（通常型内頚部型腺癌）、癌性腹膜炎 

2019-8 門脈内ガス血症、消化管穿孔疑い、冠動脈ステント治

療後 

空腸の絞扼性イレウス 、陳旧性心筋梗塞（冠動脈ステン

ト治療後）、肝左葉に肝内胆管炎、門脈内ガス血症、右頚

動脈および両側総腸骨動脈に閉塞性動脈硬化症 

2019-9 肝硬変、左上半身皮下出血 アルコール性肝硬変症、アルコール性慢性膵炎、左上半

身皮下出血 

2019-10 敗血症、出血性胃潰瘍治療後、腹部大動脈瘤 下行-Ｓ状結腸の壊死、腹部-腰部大動脈瘤、胃潰瘍内視

鏡的止血治療後 

2019-11 汎発性腹膜炎、アルコール性慢性膵炎 細菌性腹膜炎、上行結腸穿孔、慢性膵炎による膵管内膵

石充満 
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                                     Ⅲ.診療科の活動状況 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

病理科部長（兼任） 石津 英喜 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

過去には臨床検査科部長が常勤で勤務されていた時期が

あり、当時は検体管理加算（Ⅳ）に準じて検体検査全般の管理

運営を専従する医師が携わっていましたが、前部長の退職に

ともなって検体管理加算（Ⅱ）に変更となり、臨床検査を担当

する常勤医を一名置配置する状態に留まっております。 

医師の配置は縮小してしまいましたが、臨床検査技師の人

員および検査内容については以前同様検体検査加算（Ⅳ）の

基準に十分耐える重厚なものとなっております。 

定期的な精度管理、外部精度管理、臨床検査の適正化委

員会を設置して、常に臨床検査各部門の精度の維持、向上に

努めております。 

臨床検査技師各位が十分な検査を行う体制にありますので、

スタッフあげて患者様の利益につながるよう速く・正しいデー

タの提供ができるよう常に努力いたしております。 

当院では臨床検査科単独で業務をこなしていくというよりも、

各委員会や各プロジェクトチームに所属して他部門と相談の

上でよりよい検査内容が行えるようチーム医療に心がけており

ます。 

 

３３．．診診療療実実績績  

尿一般 ４１,６３７ 

生化学 ７０,５７２ 

心電図 １１,８９４ 

トレッドミル １３９ 

ホルター心電図 ９２７ 

心エコー ３,５４５ 

頸動脈エコー １,６４１ 

甲状腺エコー ３３８ 

下肢エコー ４２３ 

耳鼻科領域検査 ２,６１２ 

肺機能検査 ２,６２５ 

眼底検査 １３３ 

病
理 

婦人科細胞診 ３,９７２ 

一般細胞診 ２,１９６ 

検体材料組織 ３,２４３ 

手術材料組織 ７５７ 

細
菌 

一般細菌培養 ３０,２３２ 

抗酸菌培養 ３,３９６ 

 

 

４４．．次次年年度度にに向向けけてて  

常勤の臨床検査専門医の配置を検討中です。チーム医療

の一員として、感染対策・医療安全・栄養サポート・患者教育・

地域の保健医療活動・コンサルテーション業務など多岐にわ

たる臨床検査科の活動の発展に期待してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨臨床床検検査査科科 
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科科・・種種類類  件件数数  主主なな病病変変  

外科 手術 485 

+ 

乳腺生検178 

 

乳癌６７、 乳腺針および生検（悪性９２, 境界病変７、良性７８） 

胃 GIST１、十二指腸 GIST１、胃癌２２、小腸癌２、小腸リンパ腫１、大腸癌８８、虫垂炎７８、粘液嚢

腫２、 胆嚢（良性）１４３、胆嚢癌２、 胆管癌３、十二指腸乳頭癌３ 

膵癌-１、膵IPMN２。胃NEC１、 肝臓（転移１０、HCC８、ICC１、炎症１、血管腫１、リンパ濾胞１）、

腹腔内デスモイド１、 

脾臓過誤腫１、ITP 脾摘１、脾臓リンパ増殖性１，副脾１、メッケル憩室４ 

大腸憩室炎６，捻転および絞扼６、大腸穿孔４，小腸穿孔１、腸間膜膿瘍１、 

肺癌１９（腺癌５、扁平上皮癌２、転移（大腸癌７、乳癌２、不明２）、胸膜播種１ 

肺良性（肺ブラ切除４、 肺の炎症病変１） 

皮膚科 357 粉瘤８５、 母斑２８、基底細胞癌８、ボーエン病１１, 扁平上皮癌４、皮膚リンパ腫３、 Paget 病１、

血管肉腫１、菌状息肉症１、転移１（肺癌） 

整形外科 35 腺房細胞癌骨転移１、甲状腺癌大腿骨転移１、大腿部未分化多型肉腫１ 

耳鼻科 114 甲状腺乳頭癌１、耳下腺腺腫１、外耳道悪性黒色腫疑い１、リンパ腫３、扁平上皮癌７（喉頭２、咽

頭３、鼻中隔１、舌根１） 

 

  

 

＜＜解解剖剖例例＞＞  

 臨臨床床診診断断  病病理理診診断断  

2019-1 肺炎治療後、心不全 右肺気管支肺炎、肺気腫、低栄養状態 

2019-2 敗血症、多臓器不全（呼吸不全、腎不全、肝不全）、 

アルコール性肝障害  

敗血症（両腎・心筋・前立腺・縦隔リンパ節の微小膿瘍・左

腰部後腹膜膿瘍）、気管支肺炎、アルコール性肝硬変 

2019-3 糖尿病性腎症による維持透析状態、両下肢壊疽切断

後 

糖尿病性腎症、両下肢切断後の状態、全結腸の炎症性

変化、膵尾部に嚢胞性病変（IPMA）、肺水腫 

2019-4 心肺蘇生後の状態、拡張型心筋症疑い、慢性腎不全

（透析状態）、胆のう炎 

心肺蘇生後の状態、拡張型心筋症、慢性腎不全終末期

状態（透析状態）、胆のう炎 

2019-5 右胸水貯留、肺癌疑い 右肺腺癌、癌性リンパ管症、両側肺門リンパ節転移、左肺

転移、左副腎転移 

2019-6 胃 GIST 術後再発、肝転移、腹膜播種 膵体尾部癌（低分化腺癌）、腹膜播種、 

胃 GIST 術後・肝転移治療後寛解状態 

2019-7 癌性腹膜炎、腹水貯留、原発不明 子宮頸部腺癌（通常型内頚部型腺癌）、癌性腹膜炎 

2019-8 門脈内ガス血症、消化管穿孔疑い、冠動脈ステント治

療後 

空腸の絞扼性イレウス 、陳旧性心筋梗塞（冠動脈ステン

ト治療後）、肝左葉に肝内胆管炎、門脈内ガス血症、右頚

動脈および両側総腸骨動脈に閉塞性動脈硬化症 

2019-9 肝硬変、左上半身皮下出血 アルコール性肝硬変症、アルコール性慢性膵炎、左上半

身皮下出血 

2019-10 敗血症、出血性胃潰瘍治療後、腹部大動脈瘤 下行-Ｓ状結腸の壊死、腹部-腰部大動脈瘤、胃潰瘍内視

鏡的止血治療後 

2019-11 汎発性腹膜炎、アルコール性慢性膵炎 細菌性腹膜炎、上行結腸穿孔、慢性膵炎による膵管内膵

石充満 
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                                     Ⅲ.診療科の活動状況 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

病理科部長（兼任） 石津 英喜 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

過去には臨床検査科部長が常勤で勤務されていた時期が

あり、当時は検体管理加算（Ⅳ）に準じて検体検査全般の管理

運営を専従する医師が携わっていましたが、前部長の退職に

ともなって検体管理加算（Ⅱ）に変更となり、臨床検査を担当

する常勤医を一名置配置する状態に留まっております。 

医師の配置は縮小してしまいましたが、臨床検査技師の人

員および検査内容については以前同様検体検査加算（Ⅳ）の

基準に十分耐える重厚なものとなっております。 

定期的な精度管理、外部精度管理、臨床検査の適正化委

員会を設置して、常に臨床検査各部門の精度の維持、向上に

努めております。 

臨床検査技師各位が十分な検査を行う体制にありますので、

スタッフあげて患者様の利益につながるよう速く・正しいデー

タの提供ができるよう常に努力いたしております。 

当院では臨床検査科単独で業務をこなしていくというよりも、

各委員会や各プロジェクトチームに所属して他部門と相談の

上でよりよい検査内容が行えるようチーム医療に心がけており

ます。 

 

３３．．診診療療実実績績  

尿一般 ４１,６３７ 

生化学 ７０,５７２ 

心電図 １１,８９４ 

トレッドミル １３９ 

ホルター心電図 ９２７ 

心エコー ３,５４５ 

頸動脈エコー １,６４１ 

甲状腺エコー ３３８ 

下肢エコー ４２３ 

耳鼻科領域検査 ２,６１２ 

肺機能検査 ２,６２５ 

眼底検査 １３３ 

病
理 

婦人科細胞診 ３,９７２ 

一般細胞診 ２,１９６ 

検体材料組織 ３,２４３ 

手術材料組織 ７５７ 

細
菌 

一般細菌培養 ３０,２３２ 

抗酸菌培養 ３,３９６ 

 

 

４４．．次次年年度度にに向向けけてて  

常勤の臨床検査専門医の配置を検討中です。チーム医療

の一員として、感染対策・医療安全・栄養サポート・患者教育・

地域の保健医療活動・コンサルテーション業務など多岐にわ

たる臨床検査科の活動の発展に期待してください。 
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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 吉田 英夫 

医長 岡崎 百子 

非常勤 ５名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

常勤医２名および非常勤医師で、ＣＴ、ＭＲＩを中心とした画

像診断、読影を行っています。 

画像診断管理料Ⅰ、画像診断管理料Ⅱ、遠隔画像診断Ⅱ

等を加算しています。各診療科、各主治医との連携を密に適

正な検査および迅速な診断を行っています。 

  

３３．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

定期的に研修医・若い放射線技師に対して、ＣＴ画像、ＭＲ

Ｉ画像の診断をはじめ、放射線の基本的なことを教育・研修し

ています。 

 

４４．．次次年年度度にに向向けけてて  

２０２０年４月より常勤医３名、非常勤医３名になる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

健診センター長 小池 昭夫 

医長 照井 幸雄 

非常勤 ２９名 

※他科と重複している場合があります 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

特定健診、保健指導、一般健康診断、事業所健診の他、埼

玉県労働局の委託を受けて健康管理手帳所持者のじん肺・石

綿健康診断を行っています。 

 

３３．．実実績績  

（１）健康診断数（２０１９年４月～２０２０年３月） 

健康づくり健診 ３１３件 

特定健診 ３,６３３件 

被ばく者健診 ６８件 

国保ドック ２,４１２件 

医療生協さいたまドック ８４９件 

じん肺健診 １４９件 

事業所健診 １０,４８７件 

協会けんぽ ６,１３６件 

職員健診 １,８３３件 

上記以外の健康診断 ５,１３２件 

合計 ３１,０１２件 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

２月 健診センターと地域医療 

７月 衛生推進者要請講習 

１月 産業医から見た教員の健康・環境問題 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

（１）じん肺・アスベスト外来の充実を図ります。 

（２）じん肺・アスベスト関連する会議の定期開催をめざします。 
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Ⅳ.部門の活動状況 
2019 年 4 月～2020 年 3 月 


